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ガ
レ
ノ
ス
『
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
に
つ
い
て
』

ｌ
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
か
ら
の
翻
訳
と
考
察

〔
要
旨
〕
ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
「
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
に
つ
い
て
』
を
キ
ュ
ー
ン
版
の
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
か
ら
日
本
語
に

翻
訳
し
、
既
存
の
ラ
テ
ン
語
訳
お
よ
び
英
語
訳
で
同
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
静
脈
と
動
脈
の
多
く
を
同
定
す
る
と
と
も

に
、
ヴ
エ
サ
リ
ウ
ス
に
至
る
解
剖
学
書
へ
の
影
響
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
た
と
え
ば
ガ
レ
ノ
ス
は
門
脈
の
主
幹
か
ら
七

本
の
枝
が
出
る
と
し
た
が
、
ア
ヴ
ィ
セ
ン
ナ
の
「
医
学
典
範
」
と
モ
ン
デ
ィ
ー
ノ
の
「
解
剖
学
」
で
は
枝
を
八
本
と
数

え
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
で
は
門
脈
が
大
き
く
二
分
岐
す
る
と
い
う
現
代
の
解
剖
学
に
近
い
見
解
を
と

る
。
ま
た
ガ
レ
ノ
ス
は
前
腕
の
皮
静
脈
が
三
本
あ
り
、
そ
の
う
ち
中
央
の
最
大
の
も
の
が
上
腕
静
脈
と
榛
側
皮
静
脈
の

合
流
に
よ
り
生
じ
る
と
し
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
『
解
剖
学
図
譜
』
で
は
そ
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
図
解
し
て
い
る
が
、

「
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
で
は
自
ら
の
解
剖
所
見
に
従
っ
て
そ
の
誤
り
を
訂
正
し
て
い
る
。
ガ
レ
ノ
ス
の
解
剖
学
書
の
解
読
は
、

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
解
剖
学
と
そ
の
形
成
過
程
を
理
解
す
る
た
め
の
、
重
要
か
つ
不
可
欠
な
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
。
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（
二
現
存
す
る
ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
血
管
の
解
剖
学

古
代
ロ
ー
マ
の
医
師
ガ
レ
ノ
ス
魯
一
①
冒
易
二
二
九
～
二
一
六
）
は
、
膨
大
な
数
の
著
作
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
著
作
は
、
中
世
か

ら
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
か
け
て
、
近
代
医
学
の
成
立
に
あ
た
っ
て
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
ガ
レ
ノ
ス
の
学
説
は
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
や
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
な
ど
古
代
の
医
学
と
哲
学
を
集
大
成
し
、
さ
ら
に
自
ら
の
豊
富
な
解
剖
経
験
に
裏
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ガ
レ
ノ
ス
は
「
自
然
の
機
能
に
つ
い
て
ロ
ｇ
＆
ご
く
負
罵
ｅ
く
言
９
六
ｅ
ぐ
曹
冨
ら
く
息
ｅ
８
星
の
な
か
で
、
熱
・
冷
、
乾
・
湿
の
四
種

類
の
性
質
の
均
衡
が
健
康
を
も
た
ら
し
、
不
均
衡
な
混
合
に
よ
り
病
気
が
生
じ
る
と
論
じ
る
。
ガ
レ
ノ
ス
は
、
人
体
に
含
ま
れ
る
四
種

類
の
体
液
を
考
え
、
そ
れ
を
解
剖
学
と
結
び
つ
け
る
。
血
液
は
熱
と
湿
の
組
合
せ
で
肝
臓
で
作
ら
れ
、
黄
胆
汁
は
熱
と
乾
の
組
合
せ
で

胆
嚢
に
集
ま
り
、
粘
液
は
冷
と
湿
の
組
合
せ
で
脳
室
か
ら
鼻
や
口
に
放
出
さ
れ
、
黒
胆
汁
は
冷
と
乾
の
組
合
せ
で
脾
臓
に
集
ま
る
。
ガ

レ
ノ
ス
の
「
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
目
思
量
の
臼
属
鈴
ｅ
く
、
ご
負
く
ぽ
ｅ
貢
Ｃ
ご
ｑ
ｅ
禧
負
口
冒
Ｐ
Ｓ
星
は
、
解
剖
所
見
を
と
り
こ
ん
で
生
理
学

説
を
展
開
す
る
。
血
液
は
栄
養
に
富
み
、
肝
臓
は
血
液
を
生
み
だ
し
、
静
脈
を
通
し
て
全
身
に
送
る
。
心
臓
で
生
ま
れ
た
動
脈
血
は
、

動
脈
に
よ
り
全
身
に
運
ば
れ
る
。
脳
は
神
経
を
通
し
て
霊
魂
的
な
機
能
を
全
身
に
送
る
。
血
管
と
神
経
の
全
身
で
の
走
行
と
分
布
は
、

ガ
レ
ノ
ス
の
学
説
を
支
え
る
重
要
な
解
剖
所
見
で
あ
る
。

ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
所
見
は
、
今
回
訳
出
し
た
「
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
に
つ
い
て
ロ
、
喧
食
畳
ｅ
く
丙
９
月
ｇ
ｅ
ｏ
く

昌
胃
。
菖
退
の
他
に
、
扉
剖
手
技
厚
Ｐ
Ｑ
く
胃
。
Ｅ
六
ｓ
く
の
蚤
ｍ
－
ｇ
ｑ
ｍ
ｅ
こ
の
と
く
に
第
三
巻
（
上
肢
と
下
肢
の
神
経
、
静
脈
、
動
脈

を
扱
う
）
と
第
一
三
巻
（
静
脈
と
動
脈
を
扱
う
）
と
に
含
ま
れ
て
い
る
。
『
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
」
で
は
、
各
部
位
ご
と
の
器
官
の
解

剖
に
血
管
の
記
述
が
含
ま
れ
、
ま
た
第
一
六
巻
で
神
経
、
静
脈
、
動
脈
を
扱
っ
て
い
る
。

（
１
）

ガ
レ
ノ
ス
の
解
剖
学
の
著
作
の
多
く
は
近
代
語
に
訳
さ
れ
て
い
る
。
「
解
剖
手
技
」
に
は
、
睦
邑
鴨
崗
に
よ
る
前
半
部
の
英
語
訳

序

圭
祁
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（
秘
）
（
３
）

ロ
匡
呉
君
日
吾
に
よ
る
後
半
部
の
英
語
訳
、
睦
白
目
に
よ
る
後
半
部
の
ド
イ
ツ
語
訳
、
お
よ
び
９
８
註
ざ
に
よ
る
全
体
の
イ
タ
リ
ア
語

（
４
）

（
５
）
（
６
）

訳
が
あ
る
。
「
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
」
に
は
冒
崗
の
冒
胃
愚
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
と
冨
昌
に
よ
る
英
語
訳
が
あ
る
。
ま
た
「
解
剖
手

（
７
）

技
」
お
よ
び
『
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
」
の
一
部
の
イ
タ
リ
ア
語
訳
が
、
３
８
邑
○
と
く
①
鴨
ａ
に
よ
る
ガ
レ
ノ
ス
選
集
に
収
め
ら
れ

（
８
）

て
い
る
。
ま
た
「
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
に
つ
い
て
』
に
は
ｇ
め
め
に
よ
る
英
語
訳
が
あ
る
。

動
脈
の
分
枝
と
走
行
の
パ
タ
ー
ン
に
は
か
な
り
の
個
体
差
が
あ
り
、
外
科
手
術
の
際
に
大
き
な
問
題
と
な
る
の
で
、
現
代
の
解
剖
学

の
重
要
な
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
静
脈
の
分
枝
と
走
行
は
、
動
脈
に
比
べ
て
は
る
か
に
不
安
定
で
あ
り
、
現
代
の
解
剖

学
で
は
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
な
い
。
ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
こ
れ
ら
の
著
作
で
は
、
静
脈
の
解
剖
が
き
わ
め
て
詳
細
に
扱
わ
れ
て
、
動
脈
の

解
剖
の
扱
い
は
か
な
り
簡
略
で
あ
る
。
皮
下
の
静
脈
が
体
表
か
ら
も
よ
く
見
え
る
こ
と
、
ま
た
静
脈
切
開
に
よ
る
潟
血
が
医
療
の
重
要

な
手
段
で
あ
っ
た
た
め
に
、
静
脈
の
解
剖
学
が
重
視
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
ガ
レ
ノ
ス
は
、
現
代
の
解
剖
学
で
は
扱
わ
れ
な
い
細
か
な
静

脈
枝
ま
で
記
述
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
著
作
の
近
代
語
訳
で
は
、
記
述
さ
れ
て
い
る
枝
の
同
定
が
、
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
。

（
９
）

盟
眉
①
Ｈ
訳
の
『
解
剖
手
技
」
前
半
部
分
で
は
、
静
脈
に
つ
い
て
の
記
述
が
広
範
に
省
略
さ
れ
て
い
る
。
己
屋
鼻
乏
日
号
訳
の
『
解
剖
手

（
Ⅲ
）

技
』
後
半
部
分
で
は
、
静
脈
枝
の
同
定
が
難
し
い
た
め
に
、
静
脈
の
名
称
を
与
え
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
。
９
ｍ
の
訳
の
「
静
脈
と
動
脈

の
解
剖
に
つ
い
て
」
で
も
、
同
定
さ
れ
て
い
な
い
静
脈
と
動
脈
が
き
わ
め
て
多
い
。

今
回
の
翻
訳
で
は
、
『
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
に
つ
い
て
」
の
記
述
を
、
『
解
剖
手
技
」
お
よ
び
「
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
」
の
記
述
と

比
較
検
討
し
、
さ
ら
に
現
代
の
解
剖
学
の
知
見
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
同
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
静
脈
と
動
脈

の
枝
の
相
当
部
分
を
新
た
に
同
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
の
翻
訳
で
は
、
ｇ
ゆ
め
に
よ
る
英
語
訳
が
助
け
に
な
っ
た
。
し
か
し
先
般

（
Ⅲ
）

（
吃
）

ガ
レ
ノ
ス
の
『
神
経
の
解
剖
に
つ
い
て
」
の
日
本
語
訳
の
場
合
に
参
照
し
た
ｇ
⑫
ｍ
に
よ
る
英
語
訳
も
同
様
で
あ
っ
た
が
、
曾
協
は
ギ

リ
シ
ャ
語
原
典
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
現
在
の
解
剖
学
の
理
解
を
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
傾
向
が
あ
り
、
ガ
レ
ノ
ス
の
解
剖
学
的
記
述
を

誤
解
し
て
い
る
箇
所
が
散
見
し
た
。
ま
た
記
述
さ
れ
て
い
る
構
造
を
特
定
す
る
た
め
の
訳
注
は
、
と
く
に
解
釈
の
難
し
い
箇
所
を
除
い
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（
二
）
ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
血
管
の
解
剖
学
の
執
筆
過
程

血
管
の
解
剖
学
を
含
む
現
存
す
る
ガ
レ
ノ
ス
の
三
つ
の
著
作
の
う
ち
、
最
初
に
執
筆
さ
れ
た
の
は
「
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
」
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
著
作
は
一
七
巻
か
ら
な
り
、
そ
の
第
一
巻
が
ガ
レ
ノ
ス
の
第
一
回
ロ
ー
マ
滞
在
の
間
（
一
六
二
～
一
六
六
年
）
に
書
か

れ
た
こ
と
、
残
り
の
巻
は
一
六
九
年
か
ら
の
第
二
回
ロ
ー
マ
滞
在
中
の
初
期
に
書
か
れ
た
こ
と
が
、
ガ
レ
ノ
ス
自
身
の
『
自
著
に
つ
い

（
卿
）

（
胴
）

（
Ⅲ
）

て
貝
沼
ニ
ョ
の
ａ
密
員
急
皀
働
（
皀
雪
害
§
」
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
冒
著
に
つ
い
て
」
に
は
日
本
語
訳
と
英
語
訳
が
あ
る
。

ガ
レ
ノ
ス
の
「
解
剖
手
技
」
は
、
全
一
五
巻
か
ら
な
り
、
そ
の
第
九
巻
の
前
半
ま
で
は
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
が
伝
存
す
る
が
、
そ
れ
以

後
の
部
分
に
つ
い
て
は
ア
ラ
ビ
ア
語
訳
が
伝
存
し
、
そ
の
ド
イ
ツ
語
訳
、
英
語
訳
、
イ
タ
リ
ア
語
訳
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
『
解
剖
手
技
」

第
一
三
巻
は
静
脈
と
動
脈
を
扱
う
。
し
か
し
「
解
剖
手
技
」
の
第
一
二
巻
以
後
の
目
次
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る
「
解
剖
手
技
」
と
は

異
な
る
情
報
が
、
ガ
レ
ノ
ス
の
「
自
著
に
つ
い
て
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

伝
存
す
る
「
解
剖
手
技
」
「
自
著
に
つ
い
て
」
の
記
事

第
一
二
巻
生
殖
器
動
脈
と
静
脈

第
一
三
巻
静
脈
と
動
脈
脳
神
経

第
一
四
巻
脳
神
経
脊
髄
神
経

第
一
五
巻
脊
髄
神
経
生
殖
器

『
解
剖
手
技
」
の
第
二
巻
の
末
尾
に
は
、
平
和
の
神
殿
の
火
事
の
際
に
第
二
一
～
一
五
巻
が
焼
失
し
た
た
め
に
、
そ
の
部
分
を
書
き

（
胴
）

直
し
た
こ
と
が
、
記
さ
れ
て
い
る
。
一
九
二
年
の
ロ
ー
マ
の
大
火
の
際
の
出
来
事
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
折
り
に
ガ
レ
ノ
ス
の
著
作
の
数

多
く
が
失
わ
れ
た
こ
と
は
、
「
自
著
に
つ
い
て
』
の
中
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
「
自
著
に
つ
い
て
」
に
は
、
「
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
に
っ

て
、
原
則
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
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（
三
）
ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
血
管
の
解
剖
学
の
伝
承

ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
解
剖
学
の
著
作
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
に
翻
訳
さ
れ
、
さ
ら
に
集
大
成
さ
れ
て
ア
ヴ
ィ
セ
ン
ナ
与
国
酸
目
（
九
八
○
～

一
○
三
七
）
に
よ
る
「
医
学
典
範
」
な
ど
の
著
作
が
編
ま
れ
た
。
『
医
学
典
範
」
は
一
二
世
紀
に
ラ
テ
ン
語
に
翻
訳
さ
れ
、
一
三
世
紀
頃

（
脈
）

か
ら
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
大
学
で
の
医
学
教
育
の
教
科
書
と
し
て
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
『
医
学
典
範
」
は
五
巻
か
ら
な
り
、

（
Ｆ
）

そ
の
第
一
巻
（
四
部
か
ら
な
る
）
の
第
一
部
（
六
教
則
か
ら
な
る
）
が
、
解
剖
学
を
含
む
医
学
の
基
礎
を
扱
っ
て
い
る
。
五
十
嵐
が
こ

（
眠
）

の
部
分
を
日
本
語
に
訳
し
て
い
る
。
第
一
部
の
第
五
教
則
は
全
身
の
骨
、
筋
、
神
経
、
血
管
の
解
剖
学
を
扱
い
、
七
六
章
に
分
か
れ
て

い
る
。
動
脈
の
解
剖
学
は
そ
の
う
ち
の
五
章
、
静
脈
の
解
剖
学
は
五
章
を
占
め
て
い
る
。
「
医
学
典
範
」
に
含
ま
れ
る
解
剖
学
の
記
述
は
、

ほ
ぼ
ガ
レ
ノ
ス
の
解
剖
学
書
に
依
拠
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
差
違
に
つ
い
て
は
ま
だ
十
分
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
・

ア
ラ
ビ
ア
医
学
の
影
響
を
強
く
受
け
た
と
思
わ
れ
る
解
剖
学
書
に
、
モ
ン
デ
ィ
ー
ノ
富
ｇ
ｇ
ｇ
号
ゞ
巨
目
具
一
二
七
五
～
一
三
二
六
）

（
旧
）

（
鋤
）

の
「
解
剖
学
」
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
塑
畠
閏
に
よ
る
英
語
訳
が
あ
る
。
そ
こ
に
含
ま
れ
る
門
脈
の
記
述
は
、
「
医
学
典
範
」
の
も
の
に

よ
く
似
て
い
る
。
本
論
文
で
は
、
ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
血
管
の
解
剖
学
と
、
ア
ヴ
ィ
セ
ン
ナ
「
医
学
典
範
」
お
よ
び
モ
ン
デ
ィ
ー
ノ
『
解

剖
学
」
の
相
違
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。

『
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
に
つ
い
て
」
で
は
、
第
一
章
、
第
七
章
、
第
九
章
で
、
『
解
剖
手
技
」
へ
の
言
及
が
あ
る
。
「
静
脈
と
動
脈
の
解

剖
に
つ
い
て
」
の
執
筆
に
先
だ
っ
て
、
一
五
巻
か
ら
な
る
「
解
剖
手
技
」
が
す
で
に
完
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
現
存
す

る
「
解
剖
手
技
」
の
第
一
二
～
一
五
巻
は
、
一
九
二
年
以
後
で
か
つ
『
自
著
に
つ
い
て
」
の
執
筆
以
後
に
書
き
直
さ
れ
て
い
る
。
『
静
脈

と
動
脈
の
解
剖
に
つ
い
て
」
と
『
解
剖
手
技
」
の
第
一
三
巻
に
含
ま
れ
る
血
管
の
解
剖
学
の
記
述
の
、
ど
ち
ら
が
よ
り
新
し
い
記
述
で

あ
る
か
は
、
本
文
の
内
容
を
通
し
て
判
断
す
る
し
か
な
い
。

い
て
」
へ
の
言
及
も
な
い
。
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ガ
レ
ノ
ス
の
『
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
に
つ
い
て
」
の
ラ
テ
ン
語
訳
は
、
フ
ォ
ル
ト
ル
ス
國
員
○
言
の
に
よ
る
も
の
が
一
五
二
六
年
に

（
別
）

出
版
さ
れ
、
一
五
四
一
年
の
ジ
ウ
ン
タ
版
以
後
の
ガ
レ
ノ
ス
全
集
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
「
解
剖
手
技
」
は
、
第
九
巻
途
中
ま
で
の
前

半
部
分
の
み
が
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
と
し
て
西
欧
に
伝
存
し
た
。
そ
の
ラ
テ
ン
語
訳
は
、
一
五
二
九
年
に
デ
メ
ト
リ
ウ
ス
ロ
①
日
①
ｑ
旨
の

○
冨
言
９
号
屑
に
よ
る
も
の
が
出
版
さ
れ
た
が
、
一
五
三
一
年
に
出
版
さ
れ
た
ア
ン
デ
ル
ナ
ハ
の
ギ
ュ
ン
タ
ー
旨
自
国
①
の
曾
冒
胃
冒
⑫

（
副
）

（
一
五
○
五
～
’
五
七
四
）
に
よ
る
も
の
が
有
名
で
、
ガ
レ
ノ
ス
全
集
に
も
繰
り
返
し
収
録
さ
れ
て
い
る
。
『
解
剖
手
技
」
の
後
半
部
分

（
３
）

（
ワ
』
｝

（
１
）

は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
訳
と
し
て
伝
存
し
、
そ
こ
か
ら
の
ド
イ
ツ
語
訳
、
英
語
訳
、
イ
タ
リ
ア
語
訳
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
『
身
体
諸
部
分
の

有
用
性
」
の
内
容
は
、
一
二
世
紀
後
半
に
ア
ラ
ビ
ア
語
に
よ
る
要
約
書
か
ら
ピ
サ
の
ブ
ル
グ
ン
デ
ィ
オ
曹
晶
目
ｓ
ｏ
呉
国
⑫
い
に
よ
っ

（
型
）

て
翻
訳
さ
れ
、
＆
Ｒ
旨
く
四
日
９
９
日
①
目
耳
Ｃ
昌
日
ゞ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
ギ
リ
、
ン
ャ
語
原
典
か
ら
の
翻
訳
は
、
二
三
七
年
に
二

（
型
）

コ
ロ
・
ダ
・
レ
ッ
ジ
オ
富
の
８
ざ
ｇ
需
隠
さ
に
よ
り
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
翻
訳
は
一
五
二
八
年
に
単
独
で
出
版
さ
れ
、
ガ
レ
ノ
ス

全
集
に
も
繰
り
返
し
収
録
さ
れ
て
い
る
。

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
シ
ロ
号
①
勤
め
く
①
笛
冒
の
二
五
一
四
～
’
五
六
四
）
は
、
一
五
三
八
年
に
『
解
剖
学
図
譜
」
を
出
版
し
、
そ
の
中
で
門

（
鋤
）

脈
、
全
身
の
静
脈
、
全
身
の
動
脈
の
三
枚
の
図
と
、
側
方
、
前
方
、
後
方
か
ら
の
三
枚
の
骨
格
図
を
掲
げ
て
い
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
に

と
っ
て
血
管
の
図
は
、
骨
格
図
と
と
も
に
、
他
に
先
駆
け
て
出
版
し
名
声
を
確
保
す
る
こ
と
の
で
き
る
大
き
な
業
績
で
あ
っ
た
と
考
え

（
別
）

ら
れ
る
。
堕
眉
①
周
と
雷
匡
邑
に
よ
る
翻
訳
と
解
説
が
あ
る
。
一
五
四
三
年
に
出
版
し
た
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
は
七
巻
か
ら
な
る
が
、
そ

（
器
）
（
郷
）

の
第
三
巻
で
静
脈
と
動
脈
を
扱
っ
て
い
る
。
酉
の
冨
己
⑫
ｇ
と
Ｒ
Ｈ
白
目
に
よ
る
英
語
訳
が
あ
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
に
よ
る
『
解
剖
学

図
譜
」
と
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
の
頃
に
は
、
ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
血
管
の
解
剖
学
と
し
て
「
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
に
つ
い
て
」
、
『
解
剖
手
技
」

の
前
半
部
分
、
「
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
』
が
知
ら
れ
て
い
た
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
も
そ
れ
以
後
一
九
世
紀
ま
で
の
解
剖
学
者
も
、
『
解
剖

手
技
」
の
後
半
部
分
を
読
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
本
論
文
で
は
、
ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
血
管
の
解
剖
学
と
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
解
剖

学
書
と
の
相
違
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。
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（
四
）
『
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
に
つ
い
て
」
翻
訳
の
方
針

ガ
レ
ノ
ス
の
「
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
に
つ
い
て
」
の
今
回
の
翻
訳
に
は
、
キ
ュ
ー
ン
版
ガ
レ
ノ
ス
全
集
の
ギ
リ
シ
ャ
語
テ
キ
ス
ト
を

（
”
〉

底
本
と
し
た
。
ギ
リ
シ
ャ
語
テ
キ
ス
ト
を
池
田
が
逐
語
的
に
日
本
語
訳
し
、
そ
の
逐
語
訳
を
も
と
に
ガ
レ
ノ
ス
が
観
察
し
た
解
剖
所
見

を
坂
井
が
推
し
量
っ
て
日
本
語
訳
文
を
作
成
し
た
。
次
に
、
坂
井
・
池
田
・
澤
井
の
三
者
が
集
ま
っ
て
、
ギ
リ
シ
ャ
語
テ
キ
ス
ト
を
読

み
な
が
ら
、
日
本
語
訳
文
の
内
容
を
批
判
的
に
検
討
し
、
科
学
史
の
見
地
か
ら
の
修
正
を
澤
井
が
加
え
た
。
そ
の
際
に
、
昏
拐
の
英
語

（
５
）
（
”
）

訳
お
よ
び
キ
ュ
ー
ン
版
の
ラ
テ
ン
語
訳
は
、
批
判
的
に
検
証
し
な
が
ら
参
考
に
し
た
。
さ
ら
に
『
解
剖
手
技
」
お
よ
び
『
身
体
諸
部
分

の
有
用
性
」
の
英
語
訳
も
、
ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
血
管
の
解
剖
学
を
理
解
す
る
上
で
参
考
に
し
た
。
ガ
レ
ノ
ス
の
著
作
中
の
語
彙
の
確
認

（
認
）
（
鋤
）

に
は
ギ
ッ
ペ
ル
ト
の
『
ガ
レ
ノ
ス
索
引
」
を
、
古
代
の
医
学
用
語
の
意
味
の
確
認
に
は
ブ
ラ
ン
カ
ー
ル
ト
の
「
医
学
辞
典
」
を
参
考
に
し

た
。
最
終
的
に
で
き
あ
が
っ
た
訳
文
お
よ
び
注
釈
は
、
三
者
の
共
同
作
業
の
成
果
で
あ
る
。
序
論
お
よ
び
考
察
は
、
坂
井
が
執
筆
し
、

池
田
と
澤
井
が
内
容
に
検
討
を
加
え
た
。

翻
訳
に
当
た
っ
て
は
、
現
在
の
解
剖
学
用
語
を
当
て
は
め
る
こ
と
を
避
け
て
、
原
文
に
忠
実
な
逐
語
訳
を
心
が
け
た
。
ガ
レ
ノ
ス
の

静
脈
と
動
脈
の
記
述
は
非
常
に
詳
細
で
あ
り
、
現
在
の
解
剖
学
で
は
問
題
と
な
ら
な
い
枝
ま
で
記
述
し
て
い
る
が
、
可
能
な
限
り
同
定

し
訳
注
を
加
え
た
。
本
文
中
の
〈
ゞ
）
は
解
釈
を
明
確
に
す
る
訳
注
で
、
文
の
中
に
加
え
て
読
む
。
（
鶴
Ⅱ
）
は
直
前
の
語
句
や
文
を
解
説

す
る
訳
注
で
、
文
に
加
え
ず
に
置
き
換
え
て
読
む
。
［
］
は
直
前
の
語
句
が
直
訳
な
い
し
音
訳
の
場
合
に
、
対
応
す
る
解
剖
学
用
語
を

示
す
訳
注
で
、
そ
れ
以
後
の
訳
文
の
中
で
は
こ
の
解
剖
学
用
語
を
用
い
て
い
る
。
大
き
な
訳
注
は
、
番
号
を
付
し
て
章
末
に
ま
と
め
た
。

訳
文
お
よ
び
章
末
の
訳
注
中
『
」
は
書
名
を
示
す
。
「
」
は
文
の
引
用
、
あ
る
い
は
述
語
的
な
語
句
を
示
す
の
に
用
い
た
。

訳
文
中
に
挟
ん
だ
頁
番
号
は
、
キ
ュ
ー
ン
版
ガ
レ
ノ
ス
全
集
（
第
二
巻
）
の
頁
付
け
を
示
す
。



218

４
八
（
１
，
哩
》

醒
さ
て
最
初
に
、
腹
部
に
下
り
て
く
る
（
“
門
脈
の
枝
の
）
七
つ
の
静
脈
に
つ
い
て
、
あ
な
た
に
思
い
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
れ

（
ｌ
，
脇
）

他
ら
の
起
源
は
一
つ
で
あ
り
、
肝
臓
の
一
部
で
人
々
が
門
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
（
鶴
Ⅱ
肝
門
）
に
あ
る
。
そ
こ
か
ら
あ
る
大
き
な
静
脈
（
綴
Ⅱ
門

嘩
脈
）
が
伸
び
出
し
て
、
斜
め
下
方
に
（
・
向
か
い
）
生
体
の
他
の
部
分
に
伸
び
、
と
く
に
ヘ
ロ
フ
イ
ロ
ス
（
七
八
一
）
に
よ
っ
て
十
二
本

（
ｌ
‐
Ｍ
）

密
拙
の
伸
び
だ
し
と
呼
ば
れ
る
も
の
（
蜜
Ⅱ
十
二
指
腸
）
の
真
ん
中
に
（
・
至
る
）
・
彼
は
、
渦
状
に
う
ね
る
部
分
（
《
Ⅱ
空
腸
と
回
腸
）
よ

り
手
前
に
あ
る
腸
の
始
ま
り
の
部
分
を
、
こ
の
よ
う
に
つ
十
二
指
腸
と
）
命
名
し
た
。
そ
し
て
実
に
そ
れ
（
鶴
Ⅱ
門
脈
）
は
、
そ
れ

（
綴
Ⅱ
十
二
指
腸
）
に
対
し
て
短
い
あ
る
種
の
静
脈
の
始
ま
り
を
送
る
の
が
、
あ
る
場
合
に
の
み
見
ら
れ
、
た
い
て
い
は
細
き
に
お
い
て
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第
一
章
（
七
七
九
）

（
・
■
Ⅱ
Ⅱ
。
■
Ⅱ
）
（
●
Ⅱ
Ⅱ
■
叩
〃
』
）

（
１
１
６
蛆
、
〉
）

こ
の
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
の
概
論
を
、
親
愛
な
る
ア
ン
テ
ィ
ス
テ
ネ
ス
様
、
あ
な
た
が
サ
ル
の
（
・
解
剖
さ
れ
た
）
身
体
の
中
で
観

察
さ
れ
た
事
柄
を
記
憶
に
留
め
よ
う
と
し
て
私
に
所
望
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
た
め
に
私
は
こ
の
論
文
を
著
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

も
の
（
鴫
Ⅱ
静
脈
と
動
脈
）
の
み
な
ら
ず
、
他
の
す
べ
て
の
（
》
身
体
の
）
部
分
に
つ
い
て
の
も
っ
と
詳
細
な
解
説
は
、
『
解
剖
手
技
」

の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
さ
し
あ
た
っ
て
は
、
話
を
明
瞭
に
す
る
た
め
に
、
下
方
で
は
数
多
く
の
根
に
分
か
れ
（
七
八
○
）
、

上
方
で
は
（
・
数
多
く
の
）
枝
に
分
か
れ
て
い
る
木
の
幹
を
（
ゞ
血
管
の
形
と
し
て
）
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
な
ぜ
な
ら
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス

（
・
’
０
４
口
）
（
ｑ
ｌ
Ｌ
Ｊ
）
（
・
１
０
釦
ｂ
）

の
み
な
ら
ず
、
彼
の
後
の
著
名
な
解
剖
学
者
た
ち
も
、
こ
の
よ
う
に
な
ぞ
ら
え
た
か
ら
で
あ
る
。
冑
と
腸
に
下
り
て
く
る
静
脈
（
鶴
Ⅱ
門

（
・
’
０
７
口
）
（
Ｉ
Ⅱ
０
Ｒ
ｕ
）

脈
）
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
木
の
根
に
似
て
い
る
。
ま
た
人
々
が
肝
臓
の
空
洞
の
と
名
付
け
て
い
る
も
の
［
大
静
脈
］
、
そ
れ
は
身
体
全
体

（
－
．
９
）

（
ｌ
‐
川
）

の
静
脈
の
幹
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
心
臓
か
ら
伸
び
出
す
動
脈
の
中
で
肺
に
分
か
れ
て
行
く
も
の
（
鶴
Ⅱ
肺
静
脈
）
は
、
根

（
１
，
Ⅲ
）

の
よ
う
に
見
え
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
ア
オ
ル
タ
［
大
動
脈
］
と
呼
び
、
他
の
人
々
が
大
き
な
動
脈
と
呼
ぶ
も
の
、
こ
れ
も
木
の
幹

の
よ
う
に
見
え
る
。

の
よ
う
に
見
え
る
。

ガ
レ
ノ
ス
『
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
に
つ
い
て
』
翻
訳
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毛
の
よ
う
な
も
の
（
綴
Ⅱ
き
わ
め
て
細
い
静
脈
）
と
混
然
と
な
っ
て
（
、
見
ら
れ
）
、
そ
れ
ら
（
“
の
血
管
）
は
伸
び
だ
し
（
鶴
Ⅱ
十
二
指

（
１
，
肥
）
（
ｌ
，
Ⅳ
）

腸
）
と
「
全
き
肉
」
［
膵
臓
］
の
方
に
向
か
う
の
だ
が
、
ま
さ
に
そ
れ
（
・
膵
臓
）
を
あ
る
人
々
は
「
美
味
な
る
肉
」
と
名
付
け
て
い
る
。

（
ｌ
‐
肥
）

そ
れ
は
、
そ
こ
に
分
か
れ
て
来
て
い
る
動
脈
（
燭
Ⅱ
上
腸
間
膜
動
脈
）
と
静
脈
（
感
Ⅱ
門
脈
）
に
は
ま
り
こ
む
腺
で
あ
る
。
ま
た
別
の
小

（
１
‐
四
）

さ
な
静
脈
が
（
・
胃
の
）
幽
門
の
方
に
向
か
っ
て
上
に
伸
び
、
胃
の
（
．
幽
門
の
）
そ
の
周
囲
と
前
の
部
分
に
分
散
し
て
い
る
。

〈
、
肝
臓
の
）
門
か
ら
の
静
脈
の
枝
で
顕
著
な
も
の
の
う
ち
、
第
一
の
も
の
は
冑
の
弩
入
部
（
餅
Ⅱ
小
弩
）
に
運
ば
れ
る
も
の
（
鶴
Ⅱ
右

（
ｌ
‐
鋤
）

胃
静
脈
）
で
あ
り
、
第
二
の
も
の
は
脾
臓
に
運
ば
れ
る
も
の
（
鶴
Ⅱ
脾
静
脈
）
で
あ
る
。
し
か
し
サ
ル
の
あ
る
も
の
に
お
い
て
は
、
（
、

門
脈
か
ら
）
一
本
の
（
・
枝
の
）
伸
び
だ
し
が
あ
り
、
そ
れ
が
た
だ
ち
に
分
離
し
て
（
・
二
本
に
な
り
）
、
一
方
（
簿
Ⅱ
右
胃
静
脈
）
が
冑

の
方
へ
、
他
方
（
鯵
Ⅱ
脾
静
脈
）
が
脾
臓
の
方
へ
と
運
ば
れ
る
。
そ
し
て
実
に
二
本
の
静
脈
が
（
”
独
立
し
て
）
存
在
す
る
時
は
い
つ
も
、

そ
れ
ら
は
起
始
の
部
分
で
（
ゞ
た
が
い
に
）
触
れ
合
う
。
冑
の
弩
入
部
に
向
か
う
も
の
（
綴
Ⅱ
右
胃
静
脈
）
は
、
幽
門
の
傍
か
ら
伸
び
出

し
て
い
る
。
そ
れ
（
癖
Ⅱ
冑
）
の
下
方
の
端
は
こ
の
よ
う
に
（
”
幽
門
と
）
呼
ば
れ
、
（
七
八
三
（
ゞ
腹
の
）
右
の
部
分
で
肝
臓
の
近
く

に
位
置
す
る
。
ま
こ
と
に
そ
の
位
置
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
動
物
（
鶴
Ⅱ
サ
ル
）
の
こ
の
臓
器
（
諺
Ⅱ
胃
）
は
、
充
分
に
斜
め
だ
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
こ
の
静
脈
（
綴
Ⅱ
右
胄
静
脈
）
は
、
こ
れ
以
上
に
は
冑
の
弩
入
部
で
分
か
れ
て
さ
ら
に
中
へ
と
〈
・
噴
門
側
に
）
入
っ
て

（
１
，
別
）

い
か
な
い
。
（
・
冑
の
）
左
側
に
あ
る
す
べ
て
の
も
の
に
は
、
ス
ト
マ
コ
ス
（
催
Ⅱ
咽
頭
お
よ
び
食
道
）
へ
の
伸
び
だ
し
（
鶴
Ⅱ
食
道
）
に

至
る
ま
で
、
脾
臓
に
伸
び
て
く
る
も
う
一
方
の
静
脈
（
蜜
Ⅱ
脾
静
脈
）
か
ら
分
か
れ
て
く
る
も
の
（
鶴
Ⅱ
左
胄
静
脈
、
左
胄
大
網
静
脈
な

ど
）
が
、
絡
み
合
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
（
籍
Ⅱ
脾
静
脈
）
は
、
そ
の
途
中
で
充
分
に
多
く
の
毛
の
よ
う
な
小
さ
な
静
脈
を
膵
臓
に
送
り

出
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
脾
臓
に
よ
り
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
そ
れ
（
繍
Ⅱ
脾
静
脈
）
は
顕
著
な
伸
び
だ
し
（
鶴
Ⅱ
左
胄
静
脈
）
を
胃
の
弩

入
部
に
送
っ
て
い
る
。
そ
れ
（
醤
Ⅱ
脾
静
脈
）
が
脾
臓
に
入
り
込
む
部
分
は
、
と
り
わ
け
そ
の
（
、
脾
臓
の
）
真
中
あ
た
り
に
位
置
を
占

（
ｌ
‐
錘
〉

め
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
枝
分
か
れ
し
て
そ
の
内
臓
の
弩
入
部
（
籍
Ⅱ
臓
側
面
）
全
体
に
、
中
空
に
支
え
ら
れ
て
ま
る
で
多
く
の
根
の
よ
う

に
そ
の
中
に
入
り
込
ん
で
い
る
。
し
か
し
そ
こ
で
完
全
に
（
。
細
か
く
）
枝
分
か
れ
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
端
は
（
・
太
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く
）
語
る
に
足
る
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
（
・
枝
の
）
一
方
は
脾
臓
の
頭
（
篝
Ⅱ
上
部
）
か
ら
冑
の
膨
隆
部
（
綴
Ⅱ
大
弩
）
へ

（
－
‐
幻
）

と
運
ば
れ
（
鰈
Ⅱ
短
胄
静
脈
）
、
他
方
は
（
・
脾
臓
の
）
尾
端
か
ら
エ
ピ
プ
ロ
ー
ス
［
大
綱
］
の
左
の
部
分
へ
と
運
ば
れ
る
（
蓋
Ⅱ
左
胄
大

（
１
‐
劉
）

網
静
脈
）
。
こ
れ
を
エ
ピ
プ
ル
ー
ス
と
言
っ
て
も
エ
ピ
プ
ロ
ー
ス
と
言
っ
て
も
違
い
は
な
い
。
（
七
八
三
）
大
部
分
の
（
”
動
物
の
）
場

合
に
は
、
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
れ
に
（
・
一
部
の
動
物
で
）
、
脾
臓
の
頭
に
行
く
前
に
（
ゞ
脾
静
脈
か
ら
）
大
き
な
静
脈
が
分

か
れ
出
て
、
胃
の
膨
隆
部
（
醤
Ⅱ
大
弩
）
に
運
ば
れ
（
鶴
Ⅱ
左
胄
大
綱
静
脈
）
、
そ
の
枝
が
脾
臓
の
残
り
の
部
分
に
、
さ
ら
に
ま
た
（
ゞ
左

（
１
‐
錫
）

胃
静
脈
と
な
っ
て
）
冑
の
弩
入
部
で
入
口
（
鶴
Ⅱ
噴
門
）
に
至
る
ま
で
運
ば
れ
る
（
鶴
Ⅱ
左
胄
静
脈
）
。

す
で
に
述
べ
ら
れ
た
も
の
（
鶴
Ⅱ
右
胄
静
脈
と
脾
静
脈
）
に
加
え
て
、
大
き
な
静
脈
（
鶴
Ⅱ
門
脈
）
か
ら
第
三
の
静
脈
（
鶏
Ⅱ
下
腸
間
膜

静
脈
）
が
生
じ
て
同
じ
よ
う
に
（
ゞ
腹
の
）
左
の
部
分
に
入
り
、
大
き
な
腸
の
（
・
下
行
結
腸
と
Ｓ
状
結
腸
の
）
メ
セ
ン
テ
リ
オ
ン
［
腸

（
ｌ
‐
妬
）

（
－
‐
訂
）

（
Ｉ
，
郡
）

間
膜
］
に
絡
み
合
っ
て
坐
部
（
鶴
Ⅱ
骨
盤
部
）
に
ま
で
至
り
、
そ
し
て
ま
こ
と
に
そ
の
後
で
、
ま
た
別
の
〈
第
四
の
）
静
脈
（
響
Ⅱ
右
胄
大

綱
静
脈
）
が
大
き
な
静
脈
（
鶴
Ⅱ
門
脈
）
の
右
側
か
ら
生
じ
、
幽
門
の
横
を
通
っ
て
冑
の
膨
隆
部
（
鰐
Ⅱ
大
弩
）
に
運
ば
れ
る
。
そ
れ
か

ら
大
綱
に
向
か
う
も
の
〈
綴
Ⅱ
右
胄
大
綱
静
脈
）
の
枝
は
、
（
”
大
網
の
）
右
の
あ
た
り
で
出
て
、
と
く
に
そ
の
位
置
は
、
脾
臓
の
端
か

ら
そ
れ
（
ゞ
大
網
）
に
向
か
う
と
、
た
っ
た
今
述
べ
ら
れ
た
も
の
（
霞
Ⅱ
左
胄
大
網
静
脈
）
に
対
し
て
向
か
い
合
う
。
そ
の
後
で
大
き
な

（
１
，
鋤
）

静
脈
（
鰈
Ⅱ
門
脈
）
の
（
、
第
五
の
）
別
の
静
脈
〈
緯
Ⅱ
右
結
腸
静
脈
）
が
、
（
・
門
脈
の
）
右
側
か
ら
生
じ
、
同
様
に
結
腸
の
腸
間
膜
に

分
か
れ
散
る
。
私
が
門
か
ら
始
ま
る
と
述
べ
た
静
脈
（
鶏
Ⅱ
門
脈
）
の
残
り
（
醤
Ⅱ
第
六
の
枝
、
上
腸
間
膜
静
脈
）
の
す
べ
て
は
、
（
七
八

四
）
す
で
に
述
べ
た
（
、
右
と
左
の
結
腸
の
）
二
つ
の
腸
間
膜
の
間
に
（
ゞ
小
腸
の
腸
間
膜
に
）
来
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
静
脈
を
持
ち
、

（
ｌ
・
帥
）
（
１
‐
別
）

そ
の
最
初
の
も
の
（
鶴
Ⅱ
空
腸
静
脈
）
は
空
腹
の
腸
［
空
腸
］
に
来
て
、
そ
れ
か
ら
（
・
回
腸
静
脈
が
）
順
に
小
さ
な
腸
［
小
腸
］
の
残

り
（
簿
Ⅱ
回
腸
）
へ
と
分
か
れ
て
い
く
。
そ
れ
（
畷
Ⅱ
門
脈
）
の
最
後
の
（
“
第
七
の
）
部
分
（
織
Ⅱ
回
結
腸
静
脈
）
は
行
き
止
ま
り
の
腸

（
－
．
蛇
）

［
盲
腸
］
と
絡
み
合
い
、
結
腸
と
そ
れ
と
に
つ
な
が
る
小
さ
な
部
分
（
懲
Ⅱ
虫
垂
）
と
（
ゞ
絡
み
合
う
）
。
こ
れ
が
（
”
肝
臓
の
）
門
か
ら
、

腸
と
脾
臓
と
冑
と
に
向
か
う
静
脈
の
配
分
で
あ
る
。
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さ
ら
に
ま
た
大
網
の
静
脈
は
、
す
べ
て
こ
れ
ら
の
静
脈
（
鶴
Ⅱ
門
脈
の
枝
）
か
ら
枝
分
か
れ
し
た
も
の
で
、
少
し
前
に
私
が
述
べ
た
よ

う
に
、
（
・
大
網
の
静
脈
に
は
）
左
の
も
の
と
右
の
も
の
が
あ
り
、
し
か
し
前
方
（
篭
Ⅱ
浅
層
）
と
中
間
の
部
分
の
も
の
は
、
冑
の
膨
隆

部
（
濁
Ⅱ
大
弩
）
か
ら
来
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
下
（
醤
Ⅱ
深
層
）
に
あ
る
も
の
は
、
き
わ
め
て
小
さ
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
静
脈
の

－
１
‐
認
）

起
始
を
冑
の
湾
入
部
（
巖
Ⅱ
小
弩
）
に
持
つ
・
私
は
あ
な
た
に
思
い
起
こ
し
て
も
ら
い
た
い
の
だ
が
、
冑
の
膨
隆
部
（
謡
Ⅱ
大
弩
）
に
絡

み
つ
く
静
脈
は
、
す
ぐ
前
に
述
べ
た
よ
う
に
二
つ
（
識
Ⅱ
左
・
右
胄
大
綱
静
脈
）
あ
り
、
そ
の
先
端
は
お
た
が
い
に
結
合
し
て
お
り
、
そ

（
１
‐
別
）

し
て
そ
れ
ら
の
静
脈
は
（
・
胄
壁
か
ら
離
れ
て
）
浮
い
て
い
て
膜
（
鶴
Ⅱ
大
網
）
で
支
え
ら
れ
、
（
七
八
五
）
冑
の
膨
隆
部
に
達
し
て

（
・
弩
曲
に
沿
っ
て
）
包
ん
で
い
る
。
（
・
胃
の
）
弩
入
部
（
骨
Ⅱ
小
弩
）
で
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
胃
の
そ
れ
に
相
対
す
る
部
分

（
ｌ
‐
鰯
）

で
胃
か
ら
伸
び
だ
し
て
い
る
物
体
〈
・
大
網
）
に
だ
け
、
そ
の
性
質
が
あ
る
。
し
か
し
脾
臓
の
静
脈
は
、
同
様
に
冑
の
膨
隆
部
（
綴
Ⅱ
大

弩
）
あ
た
り
の
膜
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
（
・
脾
臓
の
）
弩
入
部
の
中
に
す
っ
か
り
入
り
込
む
。
ま
た
小
さ
な
静
脈
が
小
腸
の
中

程
の
腸
間
膜
の
中
に
あ
り
、
そ
の
あ
た
り
の
腺
（
鶏
Ⅱ
リ
ン
パ
節
と
思
わ
れ
る
）
の
中
に
入
り
込
ん
で
い
る
。

（
ゞ
肝
臓
の
）
門
か
ら
の
大
き
な
静
脈
の
枝
分
か
れ
の
す
べ
て
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
が
、
そ
の
他
に
い
く
ら
か
伸
び
だ
し
て

（
１
‐
郡
）

い
る
も
の
も
あ
り
、
そ
の
数
は
肝
臓
の
葉
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
（
・
肝
臓
の
葉
の
）
そ
れ
ぞ
れ
の
中
に
、
一
本
の
静
脈
が
分
か
れ
て

（
１
‐
”
）

入
っ
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
栄
養
は
、
冑
や
腸
に
届
く
静
脈
を
通
じ
て
（
・
肝
臓
の
）
門
に
運
び
上
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
故
先
人
た
ち
は
、

（
ｌ
‐
鍋
）

こ
の
部
分
を
そ
の
よ
う
に
（
ゞ
門
と
）
呼
ん
だ
の
だ
と
私
に
は
思
え
る
。
そ
こ
か
ら
栄
養
は
肝
臓
全
体
に
届
き
、
肝
臓
の
葉
に
分
か
れ
て

い
く
静
脈
に
よ
っ
て
運
ば
れ
て
い
く
。

（
１
‐
ｌ
）

（
１
‐
２
）

（
１
‐
３
）

（
１
‐
４
）

静
脈
言
２
？
蔚
愚

動
脈
ｇ
『
沼
員
ゞ
胃
扁
冨
四
．

ア
ン
テ
ィ
ス
テ
ネ
ス
｜
ン
く
ｐ
ｑ
爵
く
こ
の
》
ン
昌
房
号
①
ロ
①
の
◆

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
著
作
の
中
で
「
骨
の
自
然
性
に
つ
い
て
」
が
血
管
の
解
剖
を
よ
く
扱
っ
て
お
り
、
血
管
の
分
岐
に
対
し
て
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枝
や
根
な
ど
の
表
現
を
用
い
て
い
る
。
著
名
な
解
剖
学
者
と
し
て
は
、
紀
元
前
三
世
紀
頃
の
ヘ
ロ
フ
ィ
ロ
ス
、
エ
ラ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス
、

さ
ら
に
ガ
レ
ノ
ス
の
一
時
代
前
の
マ
リ
ノ
ス
ら
が
い
る
が
、
そ
の
著
作
は
現
存
し
な
い
。

（
１
‐
５
）
胄
首
ｑ
号
Ｐ
く
①
具
①
門
ｌ
腹
部
と
い
う
意
味
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
現
在
で
も
魑
め
ｇ
具
胄
の
）
と
い
う
語
が
あ
る
。

（
１
‐
６
）
腸
噂
「
沼
ｇ
・
目
厨
冒
ニ
ョ
ー
現
在
で
も
自
蔚
『
言
（
腸
の
）
と
い
う
語
が
あ
る
。

（
１
‐
７
）
肝
臓
の
言
胃
Ｒ
・
馬
８
国
旨
の
ｌ
肝
臓
言
居
》
胃
貝
の
形
容
詞
。
現
在
で
も
胃
冒
骨
屏
臓
の
）
と
い
う
語
が
あ
る
。

（
１
‐
８
）
空
洞
の
六
○
号
Ｒ
、
８
く
屋
の
ｌ
空
洞
冒
旨
》
８
く
巨
冒
の
形
容
詞
。
も
と
も
と
は
体
内
の
空
所
を
指
す
。
現
在
で
は
、
心
臓
を

境
に
し
て
上
大
静
脈
く
①
愚
＆
冨
呂
罵
局
目
ゞ
下
大
静
脈
蔚
息
８
ぐ
卸
言
貯
号
吋
が
区
別
さ
れ
る
。
く
ｇ
四
ｓ
菌
は
空
洞
を
な
す
静

脈
と
い
う
意
味
で
、
か
つ
て
は
空
静
脈
と
呼
ば
れ
た
。

（
１
‐
９
）
心
臓
六
負
侵
員
》
８
儲
ｌ
現
在
で
も
８
ａ
胃
（
心
臓
の
）
と
い
う
語
が
あ
る
。

（
１
‐
ｍ
）
肺
弓
ｇ
涯
昌
．
冒
冒
。
ｌ
生
気
旨
の
巨
冒
画
を
受
け
入
れ
る
器
官
で
あ
る
。

（
１
‐
皿
）
ア
オ
ル
タ
９
日
二
》
四
自
国
ｌ
大
動
脈
を
意
味
す
る
。
吊
す
§
后
ｅ
と
い
う
動
詞
か
ら
派
生
し
、
大
動
脈
が
心
臓
を
ぶ
ら
下

げ
る
と
見
立
て
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
語
で
あ
る
。
四
自
画
は
現
在
で
も
大
動
脈
を
指
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

で
は
大
動
脈
の
他
に
肺
に
向
か
う
血
管
を
も
指
す
よ
う
だ
が
、
ど
れ
を
指
す
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
言
動
物
誌
」
お
ｇ
『
ゞ
臼
等
全
。

（
１
‐
吃
）
腹
部
首
ｑ
且
Ｐ
く
①
骨
①
『
ｌ
胃
の
意
味
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
１
‐
昭
）
門
曽
言
冒
§
ｌ
も
と
は
門
の
両
扉
の
片
側
を
指
す
語
で
、
と
く
に
肝
臓
の
入
り
口
を
指
す
。
門
脈
く
①
目
９
局
国
①
の
名

は
、
肝
臓
の
門
に
入
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
臓
器
に
血
管
や
導
管
が
出
入
り
す
る
部
分
を
門
と
い
う
。

（
１
‐
狸
）
ヘ
ロ
フ
ィ
ロ
ス
函
①
馬
呂
巨
扁
．
紀
元
前
四
世
紀
末
頃
の
人
。
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
王
朝
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
で
人
体
解
剖
を
行

い
、
脳
、
眼
、
血
管
系
、
神
経
系
、
生
殖
器
の
研
究
を
行
っ
た
。
硬
膜
静
脈
洞
の
静
脈
洞
交
会
は
、
８
月
三
普
函
①
詫
呂
臣
〕
と
呼
ば
れ
る
。

（
１
‐
脂
）
十
二
本
指
冒
瀞
汽
＆
負
頁
己
ざ
の
’
十
二
胃
静
六
負
指
胃
目
鼻
Ｒ
か
ら
で
き
た
語
。
十
二
指
腸
の
名
前
は
ヘ
ロ
フ
ィ
ロ
ス
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（
１
‐
肥
）
全
き
肉
、
膵
臓
詞
員
貢
帰
温
冒
ロ
貝
①
酌
め
Ｉ
完
全
な
肉
を
意
味
す
る
。
現
在
で
も
膵
臓
を
冒
邑
日
①
弾
め
と
呼
ぶ
。

（
１
‐
Ⅳ
）
美
味
な
る
肉
六
昌
冒
愚
胃
の
．

（
１
‐
坦
腺
ｇ
号
．
哩
昌
号
盲
ｌ
分
泌
物
を
出
す
も
の
と
い
う
意
味
は
な
か
っ
た
。
「
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
」
第
五
巻
の
第
二
章
で

は
、
膵
臓
が
門
脈
と
上
腸
間
膜
動
脈
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
役
目
を
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

（
１
‐
岨
）
幽
門
詩
皇
居
Ｒ
・
冨
さ
昌
の
ｌ
も
と
は
地
獄
の
門
を
守
る
三
つ
の
頭
を
持
つ
番
犬
ケ
ル
ベ
ロ
ス
を
意
味
し
た
。
こ
の
番
犬
は
、
死

者
の
霊
魂
を
門
に
入
れ
る
が
、
出
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。
冑
の
出
口
を
締
め
付
け
て
食
物
が
腸
に
送
ら
れ
る
の
を
調
節
し
、
逆
流
を
防
ぐ
。

（
１
‐
別
）
脾
臓
目
宣
く
．
房
画
ｌ
現
在
で
も
９
－
①
昌
具
脾
臓
の
）
の
語
が
あ
る
。

（
１
‐
幻
）
ス
ト
マ
コ
ス
３
号
呉
肩
，
唱
置
ｌ
も
と
は
入
口
と
な
る
細
い
通
路
を
指
す
語
で
あ
る
。
口
に
従
属
す
る
も
の
と
い
う
意
味

で
、
ガ
レ
ノ
ス
は
し
ば
し
ば
咽
頭
か
ら
食
道
に
か
け
て
を
こ
う
呼
ぶ
（
ガ
レ
ノ
ス
「
自
然
の
機
能
に
つ
い
て
」
第
一
巻
の
第
一
三
章
）
。

了
‐
犯
）
内
臓
３
首
受
く
○
ぐ
）
言
の
目
の
ｌ
犠
牲
に
捧
げ
た
肉
の
中
で
、
と
く
に
美
味
と
賞
さ
れ
る
部
分
を
指
す
語
。

（
１
‐
羽
）
エ
ピ
プ
ロ
ー
ス
、
大
綱
昨
昌
首
言
Ｒ
》
○
日
９
首
目
．

（
１
‐
型
）
エ
ピ
プ
ル
ー
ス
邸
ヨ
ョ
ざ
烏
．

（
１
‐
塑
脾
静
脈
の
一
枝
と
左
胃
大
網
静
脈
、
左
胄
静
脈
が
共
通
幹
を
作
る
変
異
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

（
１
‐
妬
）
メ
セ
ン
テ
リ
オ
ン
、
腸
間
膜
篇
目
員
９
戸
２
．
目
①
の
①
昌
角
旨
冒
．

広
い
付
着
部
も
含
め
て
、
腸
由

（
１
‐
型
結
腸
ぎ
ぎ
戸
８
ざ
Ｐ

（
１
‐
犯
）
腸
間
膜
は
、
現
在
で
は
消
化
管
を
後
腹
壁
に
つ
な
ぐ
薄
い
膜
状
の
構
造
を
意
味
す
る
が
、
ガ
レ
ノ
ス
は
消
化
管
と
後
腹
壁
の

広
い
付
着
部
も
含
め
て
、
腸
間
膜
と
呼
ん
で
い
る
。

（
１
‐
”
）
坐
部
獣
名
ゞ
の
①
号
印
．

に
由
来
す
る
。
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第
二
章

そ
こ
か
ら
（
”
栄
養
は
）
は
他
の
静
脈
た
ち
（
ゞ
肝
静
脈
）
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
る
が
、
（
七
八
六
）
そ
れ
ら
は
肝
臓
の
膨
隆
部

（
鶴
Ⅱ
横
隔
面
）
に
収
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
他
の
非
常
に
大
き
な
静
脈
（
鶴
Ⅱ
大
静
脈
）
か
ら
分
か
れ
て
い
る
が
、
後
者
は
そ
れ
自
身
の
性

（
、
〃
堂
？
１
１
）

質
に
よ
り
空
洞
と
呼
ば
れ
る
。
ま
た
そ
こ
か
ら
、
全
身
に
血
液
を
導
く
静
脈
た
ち
が
延
び
出
し
て
い
る
。
〈
・
大
静
脈
は
）
肝
臓
か
ら
（
、
上

（
２
‐
２
）
（
２
‐
３
）

下
）
両
側
に
突
き
出
し
、
一
方
で
は
横
隔
膜
か
ら
上
方
へ
心
臓
に
向
か
っ
て
運
ば
れ
、
他
方
で
は
下
方
へ
曲
が
り
な
が
ら
脊
柱
に
沿
っ

（
２
，
４
）

て
下
に
伸
び
、
そ
こ
で
そ
の
静
脈
は
、
横
隔
膜
の
少
し
上
の
心
臓
か
ら
出
て
く
る
大
き
な
動
脈
（
鋳
Ⅱ
腹
大
動
脈
）
に
乗
り
上
げ
る
。

（
１
‐
粥
）
葉
ざ
言
の
》
号
国
ｌ
耳
垂
お
よ
び
肝
臓
の
葉
を
指
す
。

（
１
‐
訂
）
ガ
レ
ノ
ス
は
『
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
」
第
四
巻
、
第
八
章
で
、
肝
臓
の
葉
の
数
は
動
物
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
る
と
述
べ
て
い
る
。

（
１
‐
銘
）
肝
臓
の
門
が
、
腸
で
吸
収
さ
れ
た
栄
養
が
身
体
に
入
る
入
口
に
あ
た
る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
肝
臓
の
門
と
い

う
表
現
は
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
『
解
剖
に
つ
い
て
」
お
よ
び
『
骨
の
自
然
性
に
つ
い
て
」
に
も
見
ら
れ
る
。

（
１
‐
釦
）
空
腹
の
腸
、
空
腸
く
言
肩
こ
①
岩
国
匡
日
目
①
⑫
目
巨
日
ｌ
空
腸
は
常
に
空
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。

〕

（
１
‐
里
小
さ
な
腸
、
小
腸
篇
目
Ｃ
く
、
言
ｇ
ｏ
く
．
房
ご
宮
①
昌
蔚
の
目
匡
日
．

Ｇ
●

（
１
‐
犯
）
行
き
止
ま
り
の
腸
、
盲
腸
ご
婁
○
ご
理
白
眉
Ｃ
ご
ゞ
８
①
の
匡
日
目
①
⑫
９
口
日
．

●
■

（
１
‐
調
）
大
網
に
分
布
す
る
静
脈
の
浅
層
・
中
層
の
も
の
が
大
弩
の
静
脈
に
、
深
層
に
分
布
す
る
も
の
が
小
弩
の
静
脈
に
つ
な
が
る
と

述
べ
て
い
る
。
大
網
の
深
層
に
あ
る
構
造
と
、
小
弩
の
左
・
右
胄
静
脈
と
の
間
に
、
通
常
は
つ
な
が
り
が
な
い
。

（
１
‐
弧
）
膜
ご
号
〕
日
①
日
耳
目
四
ｌ
現
在
で
は
処
女
膜
ご
白
自
と
い
う
語
が
あ
る
。

（
１
‐
弱
）
左
・
右
胄
大
網
動
静
脈
が
大
弩
か
ら
少
し
離
れ
て
大
網
の
中
を
走
る
の
に
対
し
、
左
・
右
胄
動
静
脈
が
小
弩
の
胄
壁
に
沿
っ

て
走
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
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（
？
』
‐
｛
。
）

上
方
に
伸
び
る
静
脈
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
静
脈
が
伸
び
出
し
て
い
る
。
第
一
は
、
横
隔
膜
の
と
こ
ろ
に
あ
る
対
・

（
２
’
６
）

そ
れ
か
ら
そ
れ
に
続
い
て
さ
ら
に
多
く
の
毛
状
の
静
脈
が
、
胸
を
包
み
込
む
保
護
膜
（
熊
Ⅱ
壁
側
胸
膜
）
と
心
臓
を
包
む
外
套
（
響
Ⅱ

（
２
‐
７
）

（
２
‐
８
）

心
膜
の
壁
側
板
）
へ
と
向
か
う
。
そ
の
後
で
充
分
に
顕
著
な
も
の
が
心
臓
の
右
の
耳
（
儲
Ⅱ
心
耳
）
に
向
か
う
。
そ
し
て
そ
の
（
ゞ
心
臓

の
）
耳
か
ら
心
臓
の
右
の
大
き
な
空
洞
（
鶏
Ⅱ
右
心
室
）
へ
と
、
そ
こ
か
ら
肺
へ
と
向
か
う
が
、
そ
れ
（
織
Ⅱ
肺
動
脈
）
は
動
脈
と
同
じ

（
２
，
９
）

（
・
性
質
の
）
外
套
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
非
常
に
細
い
静
脈
（
轡
Ⅱ
冠
状
静
脈
の
枝
）
が
心
臓
の
外
表
面
に
あ
り
、
そ
の
臓
器

の
全
体
に
配
分
し
て
い
る
。
（
七
八
七
）
同
様
な
仕
方
で
、
（
“
サ
ル
以
外
の
）
大
部
分
の
動
物
に
お
い
て
は
、
一
本
の
静
脈
（
蜜
Ⅱ
奇
静

（
２
‐
叩
）

（
２
‐
Ⅲ
）

脈
）
が
胸
の
左
側
に
伸
び
だ
し
、
横
隔
膜
の
後
ろ
の
（
ゞ
胸
の
）
第
五
番
の
背
中
の
椎
骨
に
乗
り
上
げ
る
。
し
か
し
サ
ル
た
ち
に
お
い

て
は
、
心
臓
の
耳
の
少
し
上
で
右
の
部
分
に
静
脈
（
鑑
Ⅱ
奇
静
脈
）
が
あ
り
、
背
中
に
沿
っ
て
同
様
に
下
に
向
か
い
、
胸
の
全
て
の
部
分

す
】
‐
哩
一

に
分
配
さ
れ
る
が
、
た
だ
し
最
初
の
二
な
い
し
三
の
肋
間
を
除
く
。
大
静
脈
は
、
心
臓
（
鶴
Ⅱ
心
室
）
の
横
を
通
り
過
ぎ
て
喉
首
に
ま
で

運
ば
れ
、
ま
ず
第
一
に
す
で
に
述
べ
ら
れ
た
静
脈
（
鋳
Ⅱ
奇
静
脈
）
を
、
次
に
小
さ
な
も
の
を
次
々
と
送
り
出
し
、
ク
モ
の
巣
状
の
も
の

（
２
↓
耐
）

と
毛
髪
状
の
も
の
と
を
、
胸
を
包
み
込
む
膜
（
籍
Ⅱ
胸
膜
）
に
、
そ
し
て
テ
ュ
モ
ス
［
胸
腺
］
と
呼
ば
れ
る
も
の
へ
と
送
り
出
す
。

そ
れ
（
ゞ
上
大
静
脈
）
が
喉
首
に
近
づ
く
と
、
そ
れ
は
二
つ
に
分
か
れ
（
・
左
右
の
腕
頭
静
脈
に
な
り
）
、
そ
し
て
そ
の
部
分
の
そ
れ

ぞ
れ
は
斜
め
に
傾
き
（
ゞ
な
が
ら
上
行
し
）
、
中
央
の
少
し
脇
か
ら
横
の
方
へ
と
離
れ
て
い
く
。
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
静
脈
（
鋳
Ⅱ
腕
頭
静

（
２
‐
Ｍ
）

脈
）
が
カ
ン
ヌ
キ
［
鎖
骨
］
に
向
か
っ
て
上
に
運
ば
れ
、
そ
の
走
行
の
途
中
に
胸
の
前
方
に
到
達
す
る
静
脈
（
露
Ⅱ
内
胸
静
脈
）
の
根
が

２
‐
胴
）

あ
る
。
そ
の
後
に
別
の
大
き
な
静
脈
の
対
（
篝
Ⅱ
鎖
骨
下
静
脈
）
が
分
か
れ
て
、
〈
ゞ
そ
こ
か
ら
）
一
方
は
胸
郭
の
他
の
肋
間
の
上
部
を

｛
２
‐
価
）

（
２
．
Ｗ
）

（
２
‐
鵬
）

養
い
（
曇
Ⅱ
最
上
肋
間
静
脈
）
、
（
七
八
八
）
肩
甲
骨
の
あ
た
り
の
筋
を
養
い
（
鋤
Ⅱ
や
肩
甲
背
静
脈
）
、
ま
た
頸
の
深
部
の
あ
る
筋
を
養
う

（
鋳
乢
深
頸
静
脈
）
。
こ
れ
ら
の
静
脈
か
ら
出
て
、
頸
の
六
つ
の
椎
骨
（
」
第
一
～
第
六
頸
椎
）
の
開
口
部
（
鰭
Ⅱ
横
突
孔
）
を
通
る
も
の

（
２
‐
脚
）

（
２
‐
鋤
）

（
鋳
Ⅱ
椎
骨
静
脈
）
が
、
頭
に
ま
で
導
か
れ
る
。
そ
し
て
残
り
の
す
べ
て
は
最
大
の
部
分
で
あ
り
、
腋
の
下
［
腋
窩
］
に
伸
び
る
（
鶴
Ⅱ
腋
窩

静
脈
）
。
（
、
こ
の
）
静
脈
に
関
し
て
は
、
（
・
左
右
）
両
方
と
も
明
ら
か
に
一
本
ず
つ
で
あ
り
、
他
の
も
の
に
つ
い
て
と
同
様
に
あ
る
い
は
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も
っ
と
詳
し
く
「
解
剖
手
技
」
の
中
に
く
わ
し
く
記
し
て
あ
る
。
入
門
者
に
役
立
つ
概
観
と
す
る
た
め
に
、
今
少
し
だ
け
述
べ
て
お
こ
う
。

（
２
．
型
）
（
２
‐
鋤
）

そ
れ
ら
の
（
、
左
右
）
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
、
小
さ
な
静
脈
の
伸
び
だ
し
（
鑑
Ⅱ
胸
筋
枝
）
が
一
つ
あ
り
、
胸
骨
か
ら
肩
の
上
に
伸
び
だ
し

た
筋
（
鐸
Ⅱ
大
胸
筋
）
に
配
分
さ
れ
て
い
る
。
（
“
枝
の
）
第
二
の
も
の
は
、
腋
窩
に
あ
る
腺
様
の
膜
様
の
非
常
に
小
さ
い
物
体
（
鐸
Ⅱ
腋

窩
リ
ン
パ
節
）
に
入
る
。
語
る
に
足
る
第
三
の
も
の
（
鰈
Ⅱ
胸
腹
壁
静
脈
）
は
、
同
じ
場
所
の
傍
ら
に
あ
り
、
下
に
伸
び
る
。
（
・
こ
の

（
２
，
訓
）

（
２
，
海
）
（
２
‐
鈍
）
（
２
‐
”
）

静
脈
は
左
右
）
そ
れ
ぞ
れ
胸
の
肋
骨
の
横
で
、
上
か
ら
下
に
〈
向
か
っ
て
）
下
肋
部
に
至
る
ま
で
、
皮
膚
の
下
で
細
い
神
経
（
鶴
Ⅱ
肋
間

（
２
‐
郷
）

神
経
の
外
側
皮
枝
）
と
と
も
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
第
四
の
も
の
（
嬢
Ⅱ
や
肩
甲
回
旋
静
脈
）
が
、
（
七
八
九
）
腋
窩
を
通

（
ワ
』
‐
郡
）

っ
て
腕
に
運
ば
れ
る
（
・
腋
窩
）
静
脈
か
ら
伸
び
だ
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、
肩
甲
骨
の
く
ぼ
み
の
筋
（
鶴
Ⅱ
肩
甲
下
筋
）
と
、
ま
た
腋
窩

で
最
大
の
筋
（
綴
Ⅱ
大
円
筋
）
に
配
分
さ
れ
る
。

（
２
‐
１
）
血
液
負
管
員
．
⑫
煙
眉
三
ｍ
ｌ
現
在
で
も
造
血
胃
冒
○
目
①
胃
、
血
液
学
胃
日
幽
旦
○
喝
等
の
語
が
あ
る
。

（
２
‐
２
）
横
隔
膜
倉
曼
ｌ
現
在
で
も
横
隔
神
経
ｇ
『
①
昌
画
①
量
①
な
ど
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
ラ
テ
ン
語
で
は
横
隔
膜
昌
呂
言
畠
‐

（
２
‐
８
）
右
心
房
を
静
脈
の
一
部
と
見
な
し
、
そ
こ
か
ら
右
心
耳
が
前
方
に
伸
び
だ
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

（
２
‐
９
）
右
心
室
お
よ
び
肺
動
脈
を
、
静
脈
系
の
一
部
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。

（
２
‐
叩
）
椎
骨
ｑ
司
○
＆
昌
潟
・
ぐ
の
目
８
３
．

（
２
‐
７
）
耳
○
碕
豐
号
．

（
２
‐
３
）
脊
柱
ｃ
呉
病
．

（
２
‐
４
）
下
大
静
脈
が
腹
大
動
脈
の
右
前
方
に
位
置
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

（
２
‐
５
）
下
大
静
脈
の
肝
内
の
部
分
か
ら
右
心
房
に
入
る
ま
で
の
ご
く
短
い
部
分
の
枝
で
、
下
横
隔
静
脈
と
思
わ
れ
る
。

（
２
‐
６
）
胸
の
月
具
》
ｓ
ｏ
国
〆
ｌ
も
と
も
と
は
甲
冑
の
胸
甲
を
指
す
語
。
現
在
で
は
、
胸
郭
を
芸
。
国
減
と
呼
ぶ
。

冒
国
で
あ
る
。
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（
２
‐
岨
）
頭
六
㈹
言
言
の
呂
昌
ｌ
現
在
で
も
ｏ
ｇ
ｇ
胃
（
頭
の
）
と
い
う
語
が
あ
る
。

（
２
‐
”
）
椎
骨
動
静
脈
は
、
頸
椎
の
横
突
孔
を
通
り
、
さ
ら
に
大
後
頭
孔
か
ら
頭
蓋
腔
に
出
入
り
す
る
。

（
２
‐
型
腋
の
下
、
腋
窩
冒
具
員
ぎ
ゞ
画
置
房
．

（
２
‐
空
胸
骨
目
眉
く
Ｃ
く
ゞ
曽
①
昌
匡
日
ｌ
も
と
も
と
は
胸
を
指
す
語
で
あ
る
が
、
ホ
メ
ロ
ス
は
と
く
に
男
性
の
胸
を
示
し
た
。
ガ
レ
ノ

ス
は
胸
骨
に
限
定
し
て
用
い
て
い
る
。

（
２
‐
塑
肩
暑
潟
〕
盲
日
の
目
め
ｌ
現
在
で
は
肩
甲
舌
骨
筋
・
日
。
葛
。
冨
日
匡
皀
①
な
ど
の
語
が
あ
る
。

（
２
‐
型
）
肋
骨
言
篇
后
負
）
８
⑫
国
．
【
目
ロ
版
で
は
ｓ
ｏ
冒
涜
に
な
っ
て
い
る
。

（
２
血
）
カ
ン
ヌ
キ
、
鎖
骨
両
意
温
》
烏
ぐ
冒
置
Ｉ
扉
を
閉
じ
る
閂
を
指
す
。
転
じ
て
鎖
骨
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
。

（
２
‐
脂
）
肋
間
焉
ｇ
詞
肩
后
ら
唱
貝
閂
８
切
冨
．

（
２
‐
恥
）
肩
甲
骨
皇
Ｃ
詞
冒
ヨ
ゞ
の
８
冒
冨
ｌ
上
腕
と
肩
の
部
分
を
指
す
暑
潰
と
、
平
板
な
面
を
指
す
詞
冒
ヨ
か
ら
で
き
た
語
。

（
２
‐
〃
）
筋
壱
の
〉
日
こ
い
呂
冒
の
ｌ
も
と
も
と
は
ネ
ズ
ミ
を
意
味
す
る
。
力
こ
ぶ
を
作
る
と
上
腕
部
の
筋
が
皮
膚
の
下
に
盛
り
上
が
っ
て

動
く
様
か
ら
命
名
さ
れ
た
。
ラ
テ
ン
語
の
日
巨
閂
昌
房
は
、
日
扁
の
縮
小
形
で
あ
る
。

（
２
‐
旧
）
テ
ュ
モ
ス
、
胸
腺
雪

勇
気
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
。

（
２
‐
Ⅱ
）
サ
ル
以
外
で
ガ
レ
ノ
ス
が
解
剖
し
た
動
物
に
は
、
食
肉
類
、
奇
蹄
類
、
偶
蹄
類
、
象
が
知
ら
れ
て
い
る
。
『
解
剖
手
技
」
第
一

巻
の
第
二
章
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
２
‐
皿
）
喉
首
ｑ
言
三
〉
冒
唱
盲
白
－
家
畜
を
屠
殺
す
る
際
に
切
り
開
い
て
血
液
を
放
出
さ
せ
る
部
位
の
こ
と
。
喉
を
切
っ
て
屠
殺
す

る
と
い
う
動
詞
８
具
ｅ
（
語
根
爵
巴
か
ら
由
来
す
る
。

（
２
‐
旧
）
テ
ュ
モ
ス
、
胸
腺
曾
盲
の
岩
ご
日
勗
ｌ
感
情
を
支
配
す
る
器
官
を
意
味
す
る
。
も
と
も
と
霊
魂
や
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
と
く
に

動
く
様
か
ら
命
名
さ
れ
た
。
ラ
’
一

（
２
‐
坦
頸
息
呉
己
肩
，
８
冒
日
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第
三
章

（
３
‘
ｌ
）

こ
の
静
脈
の
残
り
の
部
分
（
陰
Ⅱ
上
腕
静
脈
）
は
、
腕
全
体
に
次
の
様
な
仕
方
で
分
岐
す
る
。
上
腕
を
通
っ
て
上
か
ら
下
へ
と
運
ば
れ

て
、
大
き
な
筋
（
倒
Ⅱ
上
腕
二
頭
筋
）
の
内
面
に
沿
っ
て
運
ば
れ
る
。
こ
の
筋
ば
か
り
で
は
な
く
、
上
腕
の
他
の
す
べ
て
の
筋
も
こ
の
静

脈
か
ら
（
、
枝
を
）
受
け
取
る
。
こ
の
静
脈
の
深
部
を
通
る
一
本
の
枝
（
鶴
Ⅱ
上
腕
深
静
脈
）
は
、
上
腕
の
ま
わ
り
を
い
わ
ば
円
を
描
い

て
回
り
、
後
ろ
の
部
分
に
ま
た
出
て
く
る
。
そ
の
後
で
（
、
上
腕
の
）
外
側
前
方
の
部
分
で
、
あ
る
も
の
（
鶴
Ⅱ
尺
側
皮
静
脈
）
が
皮
膚

（
叩
、
》
‐
９
七
）

の
方
に
上
っ
て
来
る
。
そ
の
場
所
か
ら
下
へ
と
運
ば
れ
、
（
”
肘
の
）
関
節
の
あ
た
り
ま
で
枝
分
か
れ
し
て
達
す
る
。
そ
の
端
は
、
あ
る

（
３
‐
３
）

（
３
’
４
）

い
は
上
腕
の
外
面
の
穎
（
鶴
Ⅱ
上
腕
骨
の
外
側
上
穎
）
を
少
し
越
え
、
あ
る
時
は
ま
た
さ
ら
に
伸
び
、
前
腕
の
骨
の
脇
に
沿
っ
て
皮
膚
の

（
叩
Ｊ
０
口
ひ
）

下
を
下
行
す
る
。
（
七
九
○
）
残
り
の
大
き
な
静
脈
（
鶏
Ⅱ
上
腕
静
脈
）
の
す
べ
て
は
、
接
近
す
る
神
経
（
鶴
Ⅱ
正
中
神
経
）
と
共
に
肘
の

関
節
の
中
央
に
達
し
、
そ
の
内
側
（
職
Ⅱ
尺
側
）
に
あ
る
筋
に
向
か
い
、
さ
ら
に
ま
た
枝
を
腕
の
頭
（
熱
Ⅱ
肘
）
の
内
側
（
毒
Ⅱ
尺
側
）
に
ま

ほ
ぼ
同
じ
領
域
に
見
ら
れ
る
。

（
２
‐
羽
）
腕
涌
后
ゞ
日
目
色
の
Ｉ

（
２
‐
妬
）
下
肋
部
言
呉
○
く
ぼ
５
く
．
ご
ｇ
ｇ
Ｃ
且
昌
日
－
軟
骨
８
且
号
邑
の
下
の
部
分
の
意
味
。
現
在
で
は
、
肋
骨
と
膳
の
間
の
部

分
を
指
す
。
心
気
症
胃
呉
２
号
員
の
語
は
、
下
肋
部
に
こ
の
病
気
の
原
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

（
２
‐
妬
）
皮
膚
群
唱
負
ゞ
２
房
ｌ
現
在
で
も
号
局
日
国
旦
○
喝
（
皮
膚
科
学
）
な
ど
の
語
が
あ
る
。

（
２
‐
”
）
神
経
く
㈹
后
○
く
．
国
①
２
厘
の
ｌ
ガ
レ
ノ
ス
以
前
に
は
、
神
経
だ
け
で
な
く
、
腱
靱
帯
な
ど
白
い
索
状
物
を
す
べ
て
含
ん
で
い

た
が
、
ガ
レ
ノ
ス
で
は
神
経
の
み
を
指
す
。
現
在
で
も
口
①
匡
旦
○
喝
（
神
経
学
）
な
ど
の
語
が
あ
る
。

（
２
‐
記
）
胸
腹
壁
静
脈
は
、
腋
窩
か
ら
下
行
し
て
胸
と
腹
の
外
側
部
の
皮
下
を
通
る
、
魚
径
部
か
ら
上
行
す
る
浅
腹
壁
静
脈
と
吻
合
す

る
。
胸
腹
壁
静
脈
が
通
る
あ
た
り
の
皮
下
に
、
肋
間
神
経
の
外
側
皮
枝
が
出
て
く
る
。
両
者
の
走
行
は
一
致
す
る
訳
で
は
な
い
が
、

ｌ
手
、
腕
、
あ
る
い
は
手
と
腕
の
両
方
を
幅
広
く
指
す
語
。
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で
伸
ば
し
て
、
そ
れ
に
劣
ら
ず
に
深
く
、
前
や
後
に
あ
る
筋
に
達
す
る
。
（
”
肘
の
）
関
節
に
達
す
る
前
に
、
そ
れ
は
さ
ら
に
多
く
の
静
脈

に
分
か
れ
、
そ
の
表
面
に
は
多
く
の
静
脈
が
あ
る
が
、
す
べ
て
の
静
脈
の
中
の
最
大
の
も
の
（
鶏
Ⅱ
上
腕
静
脈
）
は
深
部
に
あ
る
。

（
・
肘
窩
の
）
表
面
に
あ
る
も
の
（
鶴
Ⅱ
静
脈
）
は
、
大
き
さ
も
数
も
（
・
個
体
に
よ
っ
て
）
同
じ
で
は
な
い
。
解
剖
す
る
前
で
も
、
痩

せ
た
人
び
と
で
は
腕
の
窪
み
に
収
ま
っ
て
い
る
の
が
明
瞭
に
観
察
さ
れ
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
幅

広
い
静
脈
を
持
っ
て
い
る
人
々
に
つ
い
て
、
そ
の
（
・
皮
下
の
静
脈
の
）
外
観
を
よ
く
観
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
実
に
解
剖
き
れ
る
サ

（
３
‐
６
）

ル
に
お
い
て
も
、
人
間
と
の
間
に
外
観
の
正
確
な
類
似
が
見
ら
れ
る
。

し
か
し
一
般
的
に
は
、
一
本
の
静
脈
（
鰯
Ⅱ
尺
側
皮
静
脈
）
が
大
き
な
静
脈
（
蜂
Ⅱ
上
腕
静
脈
）
か
ら
分
か
れ
て
、
斜
め
に
傾
き
な
が

（
＃
‐
７
）

ら
下
方
に
伸
び
、
そ
の
後
で
分
か
れ
た
ま
ま
前
腕
の
下
の
部
分
か
ら
手
首
に
至
る
が
、
（
七
九
二
ま
た
別
の
分
か
れ
た
一
本
（
鍵
Ⅱ
僥

側
皮
静
脈
）
は
そ
れ
よ
り
上
の
部
分
か
ら
同
じ
仕
方
で
手
首
ま
で
伸
び
る
。
そ
れ
か
ら
別
の
第
三
の
静
脈
が
前
腕
の
と
く
に
中
程
に
来

（
３
‐
８
）

る
。
そ
れ
ら
（
ゞ
三
本
の
皮
静
脈
）
の
端
は
、
手
首
の
近
く
で
混
ざ
り
合
う
。
前
面
に
位
置
す
る
静
脈
の
枝
で
最
も
高
い
と
こ
ろ
に
あ

っ
て
同
時
に
最
大
の
も
の
（
鋳
Ⅱ
僥
側
皮
静
脈
）
は
、
肘
の
屈
曲
部
の
中
程
に
達
す
る
と
こ
ろ
で
、
そ
こ
に
上
腕
の
前
面
の
皮
下
に
あ
る

別
の
静
脈
の
少
な
か
ら
ざ
る
部
分
が
や
っ
て
来
る
こ
と
を
、
幅
広
い
静
脈
を
持
つ
人
々
で
は
っ
き
り
と
見
た
が
、
こ
れ
は
鎖
骨
か
ら
斜

（
３
，
９
）

め
に
、
ま
ず
も
肩
先
の
傍
の
筋
（
緯
Ⅱ
三
角
筋
）
に
向
か
い
、
そ
れ
か
ら
ま
つ
す
ぐ
に
上
か
ら
下
方
に
伸
び
る
。
こ
の
静
脈
（
識
Ⅱ
僥
側

皮
静
脈
）
の
最
初
の
起
源
の
様
子
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
よ
う
。
さ
て
こ
れ
に
つ
い
て
知
る
べ
き
こ
と
と
い
う
の
は
、
皮
下
の
表
面
の

至
る
と
こ
ろ
に
不
明
瞭
な
静
脈
が
あ
っ
て
、
そ
の
（
“
肘
窩
の
）
領
域
に
伸
び
て
広
が
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
こ
れ

か
ら
詳
し
く
述
べ
る
。
肘
の
関
節
の
近
く
に
や
っ
て
く
る
と
、
少
な
か
ら
ぬ
数
の
静
脈
が
屈
曲
部
に
向
か
っ
て
斜
め
に
伸
び
て
、
先
に

述
べ
た
大
き
な
静
脈
（
鶴
Ⅱ
腋
窩
静
脈
～
上
腕
静
脈
）
と
同
じ
場
所
に
達
す
る
が
、
こ
の
叙
述
は
こ
こ
ま
で
だ
け
述
べ
る
に
と
ど
め
て
お

（
３
‐
脚
）

い
て
、
（
七
九
二
）
関
連
性
の
ゆ
え
に
別
の
静
脈
に
話
題
を
変
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

腕
の
全
体
に
は
二
本
の
静
脈
が
あ
り
、
一
本
は
腋
窩
を
通
っ
て
運
ば
れ
る
も
の
（
鰈
Ⅱ
腋
窩
静
脈
～
上
腕
静
脈
）
で
あ
り
、
他
は
鎖
骨
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（
３
‘
Ⅲ
）

に
沿
っ
て
運
ば
れ
オ
ミ
ア
イ
ア
［
僥
側
皮
静
脈
］
と
呼
ば
れ
る
。
し
か
し
そ
の
両
方
に
つ
い
て
知
る
べ
き
事
柄
と
は
、
常
に
そ
れ
ら
の

ど
ち
ら
も
少
な
か
ら
ざ
る
部
分
が
肘
の
関
節
の
屈
曲
部
に
到
達
す
る
が
、
そ
の
静
脈
の
位
置
は
（
・
個
体
に
よ
っ
て
）
必
ず
し
も
似
て

い
な
い
し
、
大
き
き
も
等
し
く
無
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
差
異
の
様
子
に
は
三
つ
の
型
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
一
つ
が
大
部
分
に
見

ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
ま
ず
私
は
第
一
の
も
の
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
、
他
に
関
し
て
は
そ
れ
に
続
い
て
順
次
述
べ
て
い
こ
う
と
思
う
。

と
り
わ
け
そ
の
性
質
に
従
い
、
か
つ
ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
当
て
は
ま
る
こ
と
だ
が
、
両
者
の
静
脈
（
鶴
Ⅱ
腋
窩
静
脈
と
僥
側
皮
静
脈
）
の

部
分
は
、
肘
の
屈
曲
部
に
達
す
る
と
ほ
ぼ
等
し
く
な
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
（
ゞ
の
枝
）
が
混
ざ
り
合
う
と
、
表
面
に
運
ば
れ
て
来
る
前

（
３
‐
吃
）

腕
の
静
脈
の
中
で
最
大
の
も
の
（
鶴
Ⅱ
前
腕
中
央
の
皮
静
脈
）
と
な
る
。
そ
れ
に
続
く
第
二
の
大
き
さ
の
も
の
は
僥
側
皮
静
脈
で
あ
り
、

（
３
‐
昭
）

（
３
‐
Ｍ
）

肘
の
関
節
か
ら
僥
骨
に
伸
び
、
（
七
九
三
）
そ
れ
か
ら
外
面
に
戻
っ
て
尺
骨
の
手
首
寄
り
の
凸
部
（
締
Ⅱ
尺
骨
頭
）
に
達
し
、
そ
の
後
そ

こ
か
ら
手
首
の
下
で
背
面
に
配
分
さ
れ
る
。
（
ゞ
腕
の
）
表
面
に
あ
る
静
脈
の
中
で
最
大
の
も
の
で
あ
る
と
私
が
述
べ
た
そ
れ
〈
鶴
Ⅱ
前

腕
中
央
の
皮
静
脈
）
は
、
両
方
の
静
脈
か
ら
生
じ
た
後
で
、
前
腕
の
内
寄
り
の
部
分
か
ら
始
ま
っ
て
最
初
に
僥
骨
に
向
か
っ
て
進
み
、

そ
の
後
で
外
寄
り
に
伸
び
出
し
て
、
そ
こ
で
分
裂
し
、
そ
の
一
本
は
僥
骨
の
手
首
寄
り
の
端
に
到
達
し
、
も
う
一
本
は
尺
骨
の
先
端
に

到
着
し
て
、
そ
こ
で
先
に
述
べ
た
静
脈
に
接
触
す
る
が
、
そ
れ
が
僥
側
皮
静
脈
か
ら
生
じ
た
こ
と
を
私
は
既
に
述
べ
た
。
性
質
に
お
い

て
と
り
わ
け
こ
の
二
つ
の
静
脈
（
蜜
Ⅱ
腋
窩
静
脈
と
僥
側
皮
静
脈
）
は
こ
の
よ
う
で
あ
る
。

あ
る
（
、
第
二
の
）
場
合
に
は
そ
う
で
な
い
こ
と
が
発
見
さ
れ
、
僥
側
皮
静
脈
が
腋
の
下
か
ら
出
て
く
る
も
の
（
綴
Ⅱ
尺
側
皮
静
脈
）

を
増
大
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
し
、
そ
れ
と
は
逆
に
そ
れ
（
儲
Ⅱ
尺
側
皮
静
脈
）
の
一
部
が
榛
側
皮
静
脈
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
し

か
し
（
ゞ
第
三
の
）
あ
る
場
合
に
は
、
一
つ
の
も
の
（
鶴
Ⅱ
腋
窩
静
脈
～
上
腕
静
脈
）
が
筋
に
身
を
隠
し
て
い
て
、
も
う
一
つ
だ
け
（
籍
Ⅱ

僥
側
皮
静
脈
と
尺
側
皮
静
脈
の
ど
ち
ら
か
）
が
現
れ
る
。

そ
し
て
さ
ら
に
静
脈
の
切
開
に
お
い
て
、
（
、
前
腕
の
皮
下
の
）
三
つ
（
・
の
静
脈
）
が
同
じ
（
ゞ
太
さ
）
に
見
え
る
か
、
二
つ
だ
け

が
同
じ
（
＆
太
さ
）
か
、
そ
れ
と
も
全
て
が
異
な
る
（
・
太
さ
）
か
で
あ
る
。
（
七
九
四
）
そ
の
う
ち
で
一
本
が
隠
れ
て
い
る
と
き
も
、
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ま
た
二
本
が
隠
れ
て
い
る
と
き
も
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
そ
れ
ら
の
三
本
が
次
第
に
細
く
な
っ
て
い
く
と
、
〈
ゞ
太
さ
が
）
均
等
に
見
え
る

と
か
不
均
等
に
見
え
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
の
う
ち
の
ど
れ
も
ま
っ
た
く
見
え
な
い
こ
と
が
あ
り
、
ど
こ
に
お
い
て
も
小
さ

い
（
・
か
ら
見
え
な
い
）
こ
と
も
あ
り
、
と
り
わ
け
身
体
が
太
め
の
場
合
に
は
、
深
い
と
こ
ろ
に
伸
び
て
い
る
（
・
か
ら
見
え
な
い
）
こ

と
も
あ
る
。
そ
れ
ら
（
鶴
Ⅱ
皮
静
脈
）
は
前
腕
の
内
部
の
静
脈
（
篝
Ⅱ
深
静
脈
）
と
同
様
に
分
裂
し
て
お
り
、
手
首
の
あ
た
り
で
は
多
く

の
小
さ
な
静
脈
に
分
裂
し
て
、
お
た
が
い
に
混
じ
り
合
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ま
た
さ
ら
に
多
く
の
こ
と
が
解
剖
し
て
明
ら
か
に

な
る
が
、
解
剖
す
る
前
に
も
外
見
か
ら
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
（
・
複
数
の
静
脈
が
）
同
じ
所
に
集
ま
っ
て
結
ば
れ
、
〈
“
そ
れ
が
）
多

（
３
，
帖
）
（
３
‐
脈
）

く
の
場
所
で
お
た
が
い
に
向
か
っ
て
、
ま
た
内
部
に
（
ゞ
あ
る
静
脈
に
）
向
か
っ
て
集
ま
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
は
手
首
と
中
手
と
指
の

皮
膚
の
下
で
そ
ん
な
仕
方
で
交
じ
り
合
っ
て
伸
び
て
い
る
。
表
面
の
静
脈
は
こ
の
よ
う
で
あ
る
。

（
３
ｉ
）
上
腕
言
昌
一
§
》
冨
騨
呂
旨
ヨ
ー
現
在
で
も
耳
画
９
国
員
上
腕
の
）
の
語
が
あ
る
。

（
３
‐
２
）
関
節
璽
月
唐
自
員
ゞ
８
日
目
閉
員
更
胃
胃
三
豊
Ｃ
ｌ
可
動
性
の
骨
結
合
を
意
味
す
る
。
不
動
性
の
骨
結
合
号
く
居
唐
員
員
に

（
３
‐
７
）
手
首
六
負
冒
Ｒ
〉
８
９
房

（
３
‐
８
）
第
三
の
皮
下
の
静
脈
は
、

（
３
‐
３
）
穎
丙
○
＆
昌
烏
》
８
且
匡
盲
の
ｌ
も
と
も
と
は
指
や
拳
の
関
節
を
指
す
語
。

（
３
‐
４
）
前
腕
司
曼
属
．
Ｅ
旨
言
日
ｌ
肘
か
ら
手
首
ま
で
の
前
腕
を
指
す
。
尺
骨
を
指
す
こ
と
も
あ
る
。

（
３
‐
５
）
肘
昼
黄
ｅ
く
ゞ
ｏ
号
冒
日
ｌ
腕
の
屈
曲
部
を
意
味
す
る
。
現
在
で
は
肘
筋
９
８
国
自
切
日
巨
の
号
の
語
が
あ
る
。

（
３
‐
６
）
ガ
レ
ノ
ス
は
基
本
的
に
サ
ル
の
解
剖
を
行
っ
て
お
り
、
深
部
の
静
脈
に
つ
い
て
は
サ
ル
の
解
剖
所
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
皮
静
脈
に
関
し
て
は
人
間
の
体
表
観
察
を
、
多
数
の
例
で
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
よ
り
後
、
第
三
章
末
ま
で
の
記
述

は
人
間
で
の
体
表
観
察
に
よ
る
所
見
と
考
え
ら
れ
る
。
皮
静
脈
の
変
異
の
様
子
が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

対
立
す
る
。

肘
窩
か
ら
前
腕
中
央
に
く
る
が
、
現
在
の
解
剖
学
で
と
く
に
名
称
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
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第
四
章

深
い
所
の
静
脈
は
、
（
七
九
五
）
前
腕
す
べ
て
に
お
い
て
も
、
腕
の
先
端
（
縁
Ⅱ
手
）
に
お
い
て
も
、
二
本
の
太
い
静
脈
（
緯
Ⅱ
上
腕
静

脈
と
僥
側
皮
静
脈
）
か
ら
発
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
か
ら
腕
全
体
の
静
脈
が
生
じ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
生
成
の
仕
方
は

次
の
よ
う
で
あ
る
。
大
き
な
（
．
二
本
の
）
静
脈
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
（
ゞ
肘
の
）
屈
曲
部
に
向
か
っ
て
静
脈
が
生
成
し
て
い
る
と

私
が
述
べ
た
が
、
（
、
そ
の
枝
は
）
同
じ
場
所
で
皮
膚
の
浅
い
部
分
に
位
置
し
、
お
た
が
い
に
向
か
い
合
っ
て
位
置
し
て
い
る
。
ま
た
二

本
の
他
の
静
脈
が
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
分
か
れ
て
深
い
所
に
運
ば
れ
、
そ
の
場
所
で
同
じ
仕
方
で
お
た
が
い
に
絡
み
合
う
。
そ
の
後
で
そ
れ

（
３
‐
９
）
肩
先
罫
ｅ
宮
の
も
の
ｇ
目
９
１
肩
の
頂
上
で
鎖
骨
と
つ
な
が
る
部
を
指
す
語
。
肩
の
唇
Ｒ
頂
点
を
意
味
す
る
。

（
３
‐
叩
）
曾
閉
の
英
語
訳
で
は
、
大
き
な
静
脈
を
尺
側
皮
静
脈
で
あ
る
と
誤
っ
て
訳
し
て
い
る
。
文
献
（
８
）
、
三
五
八
頁
。
こ
れ
以

下
の
部
分
で
も
ｇ
脇
は
こ
の
誤
り
を
前
提
に
原
典
を
解
釈
し
て
い
る
。

（
３
‐
Ⅱ
）
オ
ミ
ァ
ィ
ァ
暑
員
員
》
冒
日
①
国
鳥
ｌ
「
肩
に
あ
る
も
の
」
の
意
、
肩
信
Ｒ
［
Ｏ
Ｂ
星
か
ら
き
た
語
。
○
日
○
め
は
、
肩
峰

ｇ
ｇ
目
目
（
先
端
煙
ｇ
ｏ
の
＋
肩
○
日
Ｃ
砂
）
、
肩
甲
舌
骨
筋
目
．
◎
日
○
ご
○
丘
①
匡
印
（
肩
○
日
○
印
＋
舌
骨
ご
○
己
①
の
）
と
い
う
語
に
残
る
。

現
在
で
は
僥
側
皮
静
脈
ぐ
①
ｇ
８
ｇ
農
８
と
呼
ば
れ
、
尺
側
皮
静
脈
く
①
息
富
農
８
と
対
置
さ
れ
る
。

（
３
‐
吃
）
３
ｍ
の
の
英
語
訳
で
は
、
訳
注
で
肘
正
中
皮
静
脈
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
に
具
体
的
に
特
定
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

ガ
レ
ノ
ス
が
概
念
的
に
前
腕
の
皮
下
に
三
本
あ
る
と
し
た
静
脈
の
中
央
の
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
文
献
（
８
）
、
三
五
八
頁
。

（
３
坦
僥
骨
六
居
る
の
．
国
呂
こ
の
Ｉ
も
と
は
機
織
り
で
横
糸
を
動
か
す
棒
状
の
杼
を
指
す
語
。
脛
骨
を
指
す
こ
と
も
あ
る
。

（
３
‐
皿
）
尺
骨
且
壱
の
』
巳
９
１
も
と
は
前
腕
を
意
味
す
る
語
。
腕
全
般
を
指
す
こ
と
も
あ
る
。

（
３
‐
脂
）
中
手
焉
冒
六
月
ョ
２
．
日
①
冨
８
９
房
．

（
３
‐
肥
）
指
胃
胃
昌
Ｒ
・
島
唱
言
砂
ｌ
手
お
よ
び
足
の
指
を
意
味
す
る
。
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ら
か
ら
、
二
本
の
太
さ
に
お
い
て
顕
著
な
別
の
静
脈
が
生
じ
、
そ
れ
ら
の
一
方
（
綴
Ⅱ
尺
骨
静
脈
）
は
低
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
手
の
内
部

に
届
き
、
も
う
一
方
の
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の
（
燭
Ⅱ
榛
骨
静
脈
）
は
深
い
所
の
真
中
を
通
り
、
長
い
距
離
を
運
ば
れ
、
（
・
手
首
の
）

骨
の
共
通
の
結
合
（
ゞ
手
根
骨
）
に
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
ば
か
り
に
な
り
、
そ
の
後
で
内
部
か
ら
外
に
、
僥
骨
を
動
か
す
手
首
の
小
さ
な

斜
め
の
筋
（
鋤
Ⅱ
長
母
指
外
転
筋
と
短
母
指
屈
筋
）
に
捕
ら
え
ら
れ
て
、
そ
の
部
分
か
ら
外
に
（
鶴
Ⅱ
手
背
面
に
）
伸
び
、
そ
こ
で
深
い

〈
４
‐
ｌ
〉

と
こ
ろ
を
通
っ
て
、
手
の
外
に
出
て
か
ら
、
接
す
る
骨
に
絡
み
合
う
。
手
の
内
部
に
運
ば
れ
る
と
先
に
述
べ
た
も
の
（
綴
Ⅱ
尺
骨
静
脈
）

は
、
（
七
九
六
）
（
ゞ
複
数
の
）
小
さ
な
指
（
舜
Ⅱ
小
指
、
環
指
）
に
ま
で
達
し
、
ま
た
（
”
浅
掌
動
脈
弓
に
伴
行
し
て
）
真
中
の
指
の
と
こ

ろ
に
（
．
ま
で
達
す
る
）
。
真
中
か
ら
残
り
の
部
分
と
ま
た
同
時
に
そ
れ
に
続
く
二
本
の
大
き
な
指
（
鋳
Ⅱ
母
指
と
示
指
）
に
、
明
ら
か
に
も

う
一
方
の
静
脈
（
鶴
Ⅱ
榛
骨
静
脈
）
が
絡
み
合
い
（
ゞ
深
掌
動
脈
弓
に
伴
行
し
）
、
ま
た
中
手
と
手
首
の
部
分
に
横
た
わ
る
も
の
（
蕾
Ⅱ
静
脈
）

と
も
（
ゞ
絡
み
合
い
）
、
ま
た
表
面
の
静
脈
の
始
ま
り
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
以
上
が
手
に
お
け
る
静
脈
の
分
布
で
あ
る
。

（
４
‐
１
）
僥
骨
動
静
脈
が
、
手
背
面
に
あ
る
タ
バ
チ
エ
ー
ル
の
中
に
出
て
、
そ
こ
か
ら
第
一
中
手
骨
を
ま
わ
っ
て
手
掌
に
進
入
す
る
経

路
を
述
べ
て
い
る
。

第
五
章

胸
郭
の
前
の
方
に
伸
び
る
〈
ゞ
静
脈
の
）
様
子
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
大
静
脈
が
二
本
に
分
か
れ
た
も
の
（
儀
Ⅱ
腕
頭
静
脈
）
そ

れ
ぞ
れ
の
途
中
で
、
一
方
は
胸
骨
の
右
の
部
分
に
伸
び
る
静
脈
（
籍
Ⅱ
右
の
内
胸
静
脈
）
が
生
え
だ
し
て
、
（
ゞ
他
方
の
側
の
）
同
じ
と

（
兵
ｗ
０
１
Ｉ
）

こ
ろ
で
左
側
に
の
び
る
別
の
静
脈
（
篝
Ⅱ
左
の
内
胸
静
脈
）
が
あ
る
。
胸
郭
全
体
の
内
側
に
伸
び
て
、
胸
骨
の
根
本
に
到
る
ま
で
、
剣
状

（
Ｐ
師
‐
ワ
ニ

と
呼
ば
れ
る
軟
骨
に
到
る
ま
で
、
各
々
の
肋
間
に
自
身
の
小
さ
な
伸
び
だ
し
を
作
り
な
が
ら
、
肋
間
に
あ
る
静
脈
（
磯
Ⅱ
肋
間
静
脈
）
の

端
と
交
わ
る
。
そ
れ
ら
の
一
部
（
斜
Ⅱ
貫
通
枝
）
は
胸
郭
の
外
に
突
き
出
し
て
、
そ
こ
に
あ
る
筋
肉
（
鶴
Ⅱ
腹
直
筋
の
胸
部
、
サ
ル
で
の

（
戸
○
‐
叩
Ｊ
）

所
見
）
の
中
に
入
り
込
む
。
剣
状
の
軟
骨
の
傍
ら
の
も
の
は
、
（
七
九
七
）
枝
を
乳
首
に
ま
で
、
ま
た
（
・
胸
の
）
残
り
の
部
分
に
出
し
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な
が
ら
、
下
行
し
て
下
に
あ
る
真
っ
直
ぐ
な
筋
（
祭
Ⅱ
腹
直
筋
）
に
（
ゞ
向
か
い
）
、
そ
れ
に
対
し
て
か
な
り
の
部
分
（
霧
Ⅱ
上
腹
壁
静
脈
）

を
送
る
。
そ
れ
ら
の
中
の
少
な
か
ら
ぬ
部
分
が
、
下
方
か
ら
上
方
へ
と
運
ば
れ
て
来
る
他
の
静
脈
（
謙
Ⅱ
下
腹
壁
静
脈
）
と
同
じ
場
所
に

（
Ｆ
Ｊ
１
４
“
）

来
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
こ
の
後
で
、
平
た
い
と
呼
ば
れ
る
骨
［
仙
骨
］
の
あ
た
り
の
静
脈
に
つ
い
て
の
説
明
の
と
こ
ろ
で
述
べ
ら

れ
る
だ
ろ
う
。
別
の
静
脈
が
下
肋
部
の
皮
膚
の
下
で
生
じ
る
が
、
そ
れ
は
す
で
に
述
べ
ら
れ
た
静
脈
が
混
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
剣
状
の
軟
骨
の
横
を
上
っ
て
く
る
（
綴
Ⅱ
内
胸
静
脈
の
貫
通
枝
）
、
お
よ
び
そ
こ
で
肋
間
部
の
な
か
に
あ
る
（
綴
Ⅱ
肋
間
静
脈
）
と
述

べ
ら
れ
た
も
の
か
ら
生
じ
た
も
の
の
一
部
（
・
が
混
合
し
た
も
の
で
あ
る
）
。
こ
れ
に
対
し
て
ま
た
別
の
も
の
（
鶴
Ⅱ
浅
腹
壁
静
脈
）
が

（
一
Ｊ
‐
一
Ｊ
）

同
じ
場
所
（
、
下
肋
部
の
皮
下
）
に
、
顛
径
部
か
ら
上
っ
て
来
る
が
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
そ
れ
自
身
の
順
序
に
従
っ
て
述
べ
ら
れ
る
だ

ろ
う
。
こ
れ
が
静
脈
の
分
布
で
あ
っ
て
、
（
”
そ
の
由
来
の
）
大
静
脈
か
ら
二
つ
に
分
か
れ
て
生
じ
る
と
こ
ろ
、
鎖
骨
に
達
す
る
ま
で
、

と
り
わ
け
大
き
な
腺
（
鶴
Ⅱ
胸
腺
）
が
そ
の
場
所
に
存
在
し
、
こ
れ
は
解
剖
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
テ
ュ
モ
ス
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
場

所
に
他
の
小
さ
な
静
脈
が
あ
り
、
あ
る
も
の
は
ク
モ
の
巣
状
で
、
（
七
九
八
）
あ
る
も
の
は
毛
髪
状
で
、
そ
の
腺
の
中
に
向
か
っ
て
ま
た

仕
切
っ
て
い
る
膜
を
分
け
て
成
長
し
、
大
静
脈
か
ら
分
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
大
き
な
も
の
（
鶴
Ⅱ
静
脈
）
が
あ
り
、
そ
し
て
こ
れ
よ

り
も
ま
だ
小
さ
い
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
ら
は
心
臓
の
周
り
の
外
套
に
達
し
、
心
臓
か
ら
上
方
に
伸
び
る
動
脈
の
あ
た
り
に
達
す
る
。

（
５
‐
１
）
剣
状
ｇ
ｏ
ｍ
ａ
Ｒ
》
混
冨
◎
昼
①
⑫
Ｉ
剣
ｇ
Ｒ
に
似
た
。

（
５
‐
２
）
軟
骨
菅
く
ぼ
Ｒ
ゞ
８
局
匿
侭
Ｃ
ｌ
現
在
で
も
ｇ
９
号
Ｃ
Ｑ
房
（
軟
骨
細
胞
）
な
ど
の
語
が
あ
る
。

（
５
‐
４
）
平
た
い
と
呼
ば
れ
る
骨
ｌ
ガ
レ
ノ
ス
は
仙
骨
を
「
平
た
い
骨
」
あ
る
い
は
「
聖
な
る
骨
」
と
呼
ん
で
い
る
。
『
静
脈
と
動
脈
の

解
剖
に
つ
い
て
」
第
一
○
章
、
「
神
経
の
解
剖
に
つ
い
て
」
第
一
七
章
、
文
献
（
Ⅱ
）
、
四
六
五
頁
。

（
５
‐
５
）
魚
径
部
冒
呂
皀
》
冒
唱
ｇ
，

（
５
‐
１
）

（
５
‐
２
）

（
５
‐
３
）

剣
状

軟
骨

乳
首

。
『
の
Ｃ
の
》
ロ
］
四
目
ご
ロ
〕
“
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大
静
脈
の
部
分
に
に
つ
い
て
（
“
話
を
戻
す
と
）
、
鎖
骨
が
載
っ
て
い
る
場
所
（
、
胸
骨
の
上
端
部
あ
た
り
）
の
下
に
、
非
常
に
大
き

な
静
脈
の
根
（
鶴
Ⅱ
腕
頭
静
脈
）
が
、
両
側
に
一
つ
ず
つ
あ
る
。
こ
れ
は
、
上
に
進
む
と
直
ち
に
二
つ
に
分
か
れ
、
二
つ
の
大
き
な
静
脈

を
作
り
、
そ
れ
ら
の
一
つ
（
緯
Ⅱ
内
頚
静
脈
）
は
頸
を
通
っ
て
運
ば
れ
、
深
部
を
通
り
、
後
ろ
に
伸
び
進
ん
で
離
れ
て
い
く
。
も
う
一
方

（
縁
Ⅱ
鎖
骨
下
静
脈
）
は
、
前
部
か
つ
下
方
に
す
ぐ
に
出
て
き
て
、
そ
の
後
に
出
た
枝
が
、
再
び
上
方
に
運
ば
れ
て
鎖
骨
に
絡
み
つ
き
、

（
６
ｉ
）

外
か
ら
前
述
の
も
の
（
鶴
Ⅱ
内
頚
静
脈
）
に
戻
っ
て
い
く
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
静
脈
が
混
合
し
て
、
頸
の
静
脈
が
表
面
に
、
両
側
に
一
本

ず
つ
形
成
さ
れ
る
〈
鋳
Ⅱ
外
頸
静
脈
）
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
、
い
つ
も
こ
の
よ
う
な
仕
方
で
混
合
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
時
に
は
鎖

骨
か
ら
ほ
ど
遠
く
な
い
と
こ
ろ
で
、
時
に
は
頸
全
体
の
長
さ
の
（
ゞ
上
か
ら
）
三
分
の
一
の
部
分
で
（
・
混
合
す
る
）
。

と
に
か
く
あ
な
た
が
見
る
で
あ
ろ
う
も
の
は
、
（
七
九
九
）
中
心
に
属
す
る
も
の
も
（
醤
Ⅱ
内
頸
静
脈
）
、
も
う
一
方
は
（
・
見
る
人
の
）

近
く
に
あ
る
も
の
も
（
鵜
Ⅱ
外
頸
静
脈
）
、
そ
れ
が
全
く
一
本
の
静
脈
を
形
作
る
こ
と
は
な
く
、
お
互
い
に
接
近
し
て
真
っ
直
ぐ
な
静
脈

（
６
‐
２
）

と
し
て
頸
の
内
部
（
・
基
部
）
か
ら
上
っ
て
い
き
、
一
つ
の
部
分
（
鶴
Ⅱ
内
頸
静
脈
）
は
粗
面
の
動
脈
［
気
管
］
か
ら
あ
ま
り
離
れ
な
い

と
こ
ろ
に
あ
り
、
残
り
の
部
分
（
諺
Ⅱ
外
頚
静
脈
）
は
外
か
ら
鎖
骨
を
め
ぐ
る
と
、
私
は
述
べ
た
。
そ
れ
ら
の
静
脈
は
、
共
通
の
静
脈
に

（
６
，
冬

よ
っ
て
結
ば
れ
、
こ
の
よ
う
に
し
て
上
に
運
ば
れ
る
。
斜
め
の
位
置
を
双
方
に
対
し
て
保
っ
て
い
る
静
脈
に
よ
っ
て
（
、
結
ば
れ
て
い
る
）
・

鎖
骨
の
周
り
を
取
り
巻
い
て
い
る
と
私
が
言
っ
た
も
の
（
舞
Ⅱ
外
頸
静
脈
）
は
、
枝
を
伸
ば
し
、
（
、
そ
の
枝
の
）
あ
る
も
の
は
ク
モ
の

巣
状
で
、
全
般
的
に
は
目
に
見
え
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
そ
の
こ
と
が
そ
う
い
う
静
脈
す
べ
て
に
共
通
な
点
で
あ
る
。
あ
る
も
の
は
毛
髪
状

で
、
も
し
生
体
が
す
ぐ
に
解
剖
さ
れ
て
そ
の
結
果
、
我
々
が
そ
の
（
、
静
脈
の
）
中
に
血
液
を
押
し
込
ん
で
非
常
に
目
立
つ
よ
う
に
す
る
な

ら
ば
、
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
に
は
そ
の
よ
う
な
静
脈
の
対
が
二
組
あ
り
、
一
本
は
横
向
き
（
籍
Ⅱ
前
頚
静
脈
）
で
、
お
互
い
に
頸
の

（
ゞ
前
面
の
）
く
ぼ
み
の
部
分
で
つ
な
が
っ
て
お
り
、
他
の
一
本
（
綴
Ⅱ
外
頚
静
脈
）
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
は
頸
の
外
部
に
向
か

っ
て
斜
め
に
向
き
を
変
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ク
モ
の
巣
状
の
（
“
静
脈
の
）
う
ち
で
、
外
部
に
向
か
っ
て
転
じ
て
い
る
も
の
は
、
（
八

第
六
章
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○
○
）
そ
の
端
が
お
互
い
に
結
合
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
は
、
私
が
述
べ
た
よ
う
に
、
一
般
的
に
目
立
た
な
い
。

明
確
に
見
え
る
（
“
静
脈
の
）
中
で
常
に
三
本
の
静
脈
が
、
鎖
骨
を
め
ぐ
る
静
脈
（
鱗
Ⅱ
外
頚
静
脈
）
か
ら
は
じ
ま
っ
て
お
り
、
そ
の

一
本
（
謡
Ⅱ
僥
側
皮
静
脈
）
は
充
分
に
顕
著
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
太
さ
に
お
い
て
頸
に
向
か
っ
て
昇
っ
て
く
る
静
脈
（
鶴
Ⅱ
内
頚
静
脈
）

に
ま
さ
に
等
し
い
。
（
ゞ
人
々
は
）
そ
れ
（
鰭
Ⅱ
僥
側
皮
静
脈
）
を
オ
ミ
ア
イ
ア
と
呼
ぶ
が
、
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
肩
の
方
に
向
か
っ
て
鎖

（
．
ｈ
‐
４
）

骨
か
ら
斜
め
に
離
れ
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。
他
の
二
本
の
静
脈
は
、
僥
側
皮
静
脈
よ
り
も
っ
と
小
さ
な
根
を
〈
”
僥
側
皮
静
脈
の
）
両

〆
Ｕ
’
一
融

側
に
持
つ
。
高
い
方
の
根
を
持
つ
も
の
（
鋳
乢
肩
甲
上
静
脈
）
は
、
肩
上
の
場
所
に
到
る
ま
で
上
に
運
ば
れ
、
近
づ
い
て
い
く
物
体
の
中

（
６
‐
６
）

に
分
散
す
る
。
よ
り
低
い
と
こ
ろ
に
あ
る
静
脈
（
管
４
胸
肩
峰
静
脈
）
は
、
胸
か
ら
の
大
き
な
筋
肉
（
鶴
Ⅱ
大
胸
筋
）
の
か
な
り
深
い
と

こ
ろ
を
通
っ
て
、
腕
の
頭
に
ま
で
到
る
。
そ
れ
の
端
が
、
時
に
（
”
別
の
）
静
脈
の
端
に
結
合
し
て
い
る
様
子
が
充
分
に
明
ら
か
に
見

え
る
が
、
（
ゞ
そ
の
別
の
静
脈
は
）
腋
窩
を
通
っ
て
腕
へ
と
運
ば
れ
て
い
る
も
の
（
鋳
Ⅱ
尺
側
皮
静
脈
）
か
ら
延
び
出
て
、
肩
に
向
か
っ

て
斜
め
に
の
ぼ
り
、
そ
こ
の
部
位
の
中
に
配
分
さ
れ
る
。
そ
し
て
他
の
幾
ら
か
の
分
散
し
て
い
る
静
脈
は
、
（
八
○
二
す
べ
て
の
サ
ル

に
お
い
て
正
確
に
同
じ
位
置
を
占
め
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
（
」
正
確
に
同
じ
）
大
き
さ
を
も
つ
わ
け
で
は
な
い
が
、
手
に
近
づ
い

て
行
く
静
脈
か
ら
伸
び
出
し
て
い
る
。
語
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
（
鶴
Ⅱ
上
腕
静
脈
）
に
つ
い
て
は
、
少
し
前
に
腋
窩
を
通
っ
て
運
ば
れ

る
静
脈
の
解
剖
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、
あ
の
僥
側
皮
静
脈
よ
り
も
ず
っ
と
大
き
い
唯
一
の
静
脈
だ
か
ら
で
あ
り
、

そ
し
て
（
．
そ
れ
は
）
腕
の
中
に
延
び
て
い
る
他
の
静
脈
た
ち
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。
榛
側
皮
静
脈
か
ら
少
数
の
、
そ
し
て
そ
れ
自
身

が
毛
髪
状
と
ク
モ
の
巣
状
と
な
っ
て
延
び
て
い
る
も
の
（
、
静
脈
）
が
生
じ
て
お
り
、
表
面
の
領
域
に
分
散
し
て
い
る
。

（
６
‐
１
）
ｇ
ゆ
め
の
英
語
訳
の
訳
注
で
は
、
二
つ
の
大
き
な
静
脈
を
誤
っ
て
解
釈
し
、
訳
注
で
前
頸
静
脈
と
外
頚
静
脈
で
あ
る
と
し
て
い

（
６
‐
２
）
粗
面
の
動
脈
（
粗
面
の
息
呉
漬
》
煙
９
８
、
気
管
ｌ
古
代
お
よ
び
ル
ネ
サ
ン
ス
期
ま
で
の
解
剖
学
で
は
、
動
脈
月
且
安
負
は

外
界
か
ら
の
生
気
を
運
ぶ
管
で
あ
り
、
現
在
の
気
管
、
気
管
支
、
肺
静
脈
、
動
脈
が
含
ま
れ
る
。
気
管
は
表
面
が
ご
つ
ご
つ
し
て
い

る
。
文
献
（
８
）
、
三
六
○
頁
。
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第
七
章

（
７
’
１
）

こ
れ
か
ら
浅
部
と
深
部
の
ス
パ
ギ
テ
ィ
ス
［
頸
静
脈
］
の
分
布
に
つ
い
て
、
詳
し
く
述
べ
る
必
要
が
あ
る
。
大
静
脈
か
ら
分
裂
し
た

直
後
に
生
じ
る
も
の
は
、
あ
る
人
々
に
よ
っ
て
深
部
の
頸
静
脈
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
他
の
人
々
は
、
そ
れ
ら
（
鶴
Ⅱ
腕
頭
静

脈
十
内
頚
静
脈
）
の
す
べ
て
の
部
分
で
は
な
く
、
鎖
骨
よ
り
高
い
頸
の
中
に
あ
る
と
こ
ろ
（
鋳
Ⅱ
内
頸
静
脈
）
だ
け
を
、
そ
の
よ
う
に
命

（
７
‐
２
）

名
し
て
い
る
。
だ
が
あ
る
人
々
は
、
鎖
骨
よ
り
下
の
位
置
で
（
ゞ
大
静
脈
が
）
分
裂
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
し
か
し
一
般
に
、
大
静

脈
が
鎖
骨
の
手
前
（
・
下
方
）
で
分
裂
し
て
い
る
の
を
、
我
々
が
発
見
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
静
脈
（
鰭
Ⅱ
腕
頭
静
脈
）
が
そ
れ
の
一
部
か
ら

伸
び
出
し
て
い
る
の
を
〈
ゞ
我
々
は
発
見
し
）
、
そ
し
て
（
ゞ
内
胸
静
脈
が
）
胸
骨
に
向
か
っ
て
、
（
・
最
上
肋
間
静
脈
が
）
第
一
の
肋
間

に
向
か
っ
て
、
そ
し
て
（
ゞ
椎
骨
静
脈
が
）
頸
の
六
個
の
脊
椎
に
向
か
っ
て
、
（
八
○
二
）
そ
し
て
（
・
肩
甲
背
静
脈
が
）
肩
甲
骨
に
向

（
７
‐
３
）

か
っ
て
、
そ
れ
に
続
い
て
（
ゞ
鎖
骨
下
静
脈
が
）
手
全
体
に
腋
の
下
を
通
っ
て
向
か
う
こ
と
を
私
は
述
べ
た
・
大
き
な
静
脈
〈
鶴
Ⅱ
腕
頭

静
脈
）
が
鎖
骨
の
下
に
生
ず
る
と
き
に
は
、
そ
れ
ら
は
大
静
脈
が
二
つ
に
分
か
れ
て
生
ず
る
と
私
は
述
べ
た
が
、
そ
れ
ら
は
顕
著
な
静

る
た
め
に
、
粗
面
の
動
脈
と
呼
ば
れ
て
区
別
さ
れ
た
。

（
６
‐
３
）
ｇ
ゆ
め
の
英
語
訳
の
訳
注
で
は
、
結
び
つ
け
る
共
通
の
静
脈
が
頚
静
脈
弓
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
具
体
的
に
同
定
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。
文
献
（
８
）
、
三
六
○
頁
。

（
６
‐
４
）
僥
側
皮
静
脈
、
肩
甲
上
静
脈
、
胸
肩
峰
静
脈
の
三
本
は
、
外
頚
静
脈
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
く
、
実
際
に
は
鎖
骨
下
静
脈
に

（
６
‐
５
）
肩
上
働
【
の
ｅ
冨
Ｒ
⑫
臣
日
日
屋
め
宮
程
目
①
旨
の
．

（
６
‐
６
）
の
○
の
、
の
英
語
訳
の
訳
注
で
は
、
肩
先
に
至
る
静
脈
を
頸
横
静
脈
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、

わ
し
い
。
文
献
（
８
）
、
三
六
○
頁
。

（
６
‐
４
）
蜂

つ
な
が
る

肩
甲
上
静
脈
の
方
が
よ
り
ふ
さ
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脈
の
根
を
形
成
し
、
す
で
に
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
そ
こ
か
ら
僥
側
皮
静
脈
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
他
の
い
く
つ
か
（
・
の
腕
の
静
脈
）

に
つ
い
て
は
、
少
し
前
に
私
は
詳
し
く
述
べ
た
。

大
き
な
静
脈
の
残
り
の
部
分
（
僻
Ⅱ
内
頸
静
脈
）
は
、
そ
の
中
に
大
静
脈
が
分
か
れ
て
行
く
と
私
は
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
ま
つ
す
ぐ

に
頸
を
通
っ
て
上
に
延
び
、
そ
れ
自
身
の
前
方
に
ス
ト
マ
コ
ス
（
鶴
Ⅱ
咽
頭
と
食
道
）
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
分
布
に
つ
い
て
、
表
面
の

頚
静
脈
（
鍵
Ⅱ
外
頸
静
脈
）
と
と
も
に
先
ず
述
べ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
時
と
場
合
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
仕
方
で
、

お
互
い
に
同
じ
場
所
に
進
ん
で
行
く
（
・
吻
合
す
る
）
こ
と
を
私
は
（
、
先
に
）
述
べ
た
。
そ
れ
ら
（
鰈
Ⅱ
内
頚
静
脈
と
外
頸
静
脈
）

の
間
で
、
結
合
（
ゞ
の
仕
方
）
に
様
々
な
違
い
が
あ
る
の
と
ま
さ
に
同
様
に
、
ま
た
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
違
い
が
、
分
岐
（
ゞ
の
仕
方
）

か
ら
生
じ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
表
層
の
頚
静
脈
（
巖
Ⅱ
外
頚
静
脈
）
が
そ
れ
〈
“
結
合
部
）
に
向
か
っ
て
や
っ
て
来

る
時
に
は
、
そ
れ
が
た
だ
ち
に
分
裂
す
る
こ
と
も
あ
り
、
（
八
○
三
）
そ
し
て
（
・
分
裂
し
た
）
そ
れ
の
ど
ち
ら
の
部
分
も
同
じ
よ
う

に
見
え
る
こ
と
も
、
ま
た
異
な
っ
て
見
え
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
時
に
は
そ
れ
が
ま
す
ま
す
離
れ
て
い
く
（
、
高
い
位
置
に
な
る
）
こ

（
７
，
４
）

と
も
あ
れ
ば
、
ま
た
そ
れ
が
甚
だ
し
く
な
っ
て
、
つ
い
に
は
顎
の
近
く
で
分
裂
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
（
鋳
Ⅱ
外
頸
静
脈
）
は
、
人

間
で
は
い
つ
で
も
明
確
に
認
め
ら
れ
、
ま
た
手
術
の
と
き
に
も
（
、
認
め
ら
れ
）
、
さ
ら
に
ま
た
人
が
非
常
に
大
き
な
声
を
出
す
と
き
、

ま
た
（
ゞ
身
体
の
）
内
部
に
息
を
溜
め
て
お
く
と
き
、
胸
郭
を
引
き
締
め
る
と
き
、
競
技
者
が
息
の
保
持
と
呼
ば
れ
る
動
作
を
す
る
と

き
な
ど
に
（
ゞ
明
確
に
認
め
ら
れ
る
）
・

し
か
し
、
組
織
が
腐
敗
し
て
周
囲
の
皮
膚
の
下
の
部
位
が
す
っ
か
り
露
出
し
て
、
裸
の
静
脈
が
明
瞭
に
見
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

あ
る
。
そ
し
て
と
り
わ
け
こ
れ
は
、
身
体
の
あ
ら
ゆ
る
部
位
に
起
こ
っ
た
の
で
あ
り
、
か
つ
て
ア
ジ
ア
（
籍
Ⅱ
小
ア
ジ
ア
）
に
ア
ン
ト

（
『
ｊ
０
画
⑰
）

ラ
ク
ス
が
蔓
延
し
た
と
き
に
、
そ
れ
を
目
撃
し
た
人
々
は
、
サ
ル
と
人
間
の
あ
い
だ
で
（
ゞ
静
脈
が
）
正
確
に
類
似
す
る
こ
と
を
、
納

得
し
た
。
医
師
の
中
で
頸
の
部
分
の
手
術
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
部
位
の
静
脈
の
上
述
の
多
様
性
に
つ
い
て
、
理
解
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
（
・
実
地
に
）
よ
く
調
べ
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
特
に
手
を
働
か
せ
る
者
が
調
べ
上
げ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
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つ
い
て
、
（
八
○
四
）
そ
し
て
四
つ
の
静
脈
か
ら
出
て
い
る
枝
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
（
・
で
あ
る
）
。
四
本
（
ゞ
の
静
脈
）
と
私
は
言
う

が
、
第
一
の
も
の
（
綴
Ⅱ
前
頸
静
脈
）
は
下
部
に
あ
る
（
・
左
右
）
二
本
の
も
の
で
、
同
じ
状
態
に
た
が
い
に
な
っ
て
浅
部
の
一
本
の
頚

静
脈
を
生
じ
る
前
の
部
分
で
あ
り
、
も
う
一
方
の
（
ゞ
左
右
二
本
の
）
も
の
（
鶴
Ⅱ
外
頚
静
脈
）
は
、
（
ゞ
腕
頭
静
脈
か
ら
）
分
裂
し
た
後

で
上
方
に
運
ば
れ
る
。
他
の
医
者
に
と
っ
て
も
、
初
学
者
に
と
っ
て
も
、
と
り
わ
け
あ
な
た
方
哲
学
者
に
と
っ
て
も
、
親
愛
な
る
ア
ン

テ
ィ
ス
テ
ネ
ス
よ
、
そ
の
よ
う
な
観
察
き
れ
た
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
、
き
わ
め
て
正
確
な
知
識
ま
で
も
つ
こ
と
は
必
要
で
な
い
。
だ
か

ら
そ
の
問
題
に
関
し
て
血
管
の
解
剖
の
概
論
を
書
く
こ
と
を
、
私
は
（
ゞ
本
書
の
）
始
め
で
ま
ず
述
べ
て
お
い
た
。
と
い
う
の
も
、
『
解

剖
手
技
」
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
筋
に
動
脈
と
静
脈
が
入
り
込
む
様
子
が
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
当
面
は
私
が
述
べ
た
よ
う

に
、
そ
れ
（
ゞ
詳
し
い
記
述
）
は
必
要
で
は
な
く
、
私
が
筋
に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
と
言
葉
が
暖
昧
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
故
『
解
剖
手
技
」
に
お
い
て
は
、
筋
の
解
剖
が
血
管
の
解
剖
に
先
行
し
た
の
で
あ
り
、
今
の
こ
の
論
文
に
お
い
て
は
、
こ
の

る
。
そ
れ
故
『
解
剖
手
技
」
峠

・
今
－
日
《
い
り
手

程
度
述
べ
れ
ば
充
分
だ
ろ
う
。

（
７
Ｊ
■
？
』
）

表
層
の
頚
静
脈
の
枝
の
大
部
分
は
小
さ
く
、
〈
八
○
五
）
と
り
わ
け
皮
膚
の
下
の
筋
（
鶴
Ⅱ
広
頸
筋
）
に
分
散
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
顎

（
７
．
８
）

を
動
か
す
二
つ
の
筋
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
充
分
に
薄
い
が
、
頸
の
皮
膚
の
下
全
体
に
延
び
て
い
る
。
さ
て
再
び
上
方
に
運
び
上
げ
ら
れ

（
７
，
９
）

た
も
の
（
醤
Ⅱ
外
頸
静
脈
）
が
分
裂
し
た
あ
と
で
、
こ
れ
ら
の
静
脈
の
顕
著
な
分
枝
が
生
じ
る
が
、
（
ゞ
そ
れ
ら
は
）
顔
全
体
に
分
散
し

た
り
（
鵜
Ⅱ
顔
面
静
脈
）
、
耳
の
周
り
の
部
分
に
分
配
さ
れ
た
り
（
磯
Ⅱ
浅
側
頭
静
脈
）
、
ま
た
頭
に
運
び
上
げ
ら
れ
た
り
（
篠
Ⅱ
後
頭
静
脈
）

す
る
。
つ
ま
り
（
ゞ
左
右
）
そ
れ
ぞ
れ
の
枝
は
二
つ
の
方
向
に
分
か
れ
て
、
一
方
の
部
分
（
籍
Ⅱ
顔
面
静
脈
）
は
下
の
顎
の
全
体
に
分
散

（
７
，
Ⅲ
）

す
る
大
き
な
血
管
と
な
り
、
ま
た
他
の
小
さ
な
血
管
と
な
っ
て
上
（
ゞ
の
顎
）
に
（
・
分
散
す
る
）
。
も
う
一
方
の
部
分
（
響
Ⅱ
浅
側
頭

静
脈
と
後
頭
静
脈
）
は
、
耳
の
周
り
の
部
分
に
ま
た
頭
部
に
（
向
か
う
）
。
そ
れ
ら
す
べ
て
の
静
脈
の
末
端
は
、
そ
の
傍
に
あ
る
（
ゞ
同

側
の
）
も
の
と
混
ざ
り
合
い
、
そ
れ
の
み
な
ら
ず
向
か
い
合
う
（
”
対
側
の
）
も
の
と
も
（
ゞ
混
ざ
り
合
う
）
。
な
ぜ
な
ら
左
の
部
分
に

存
在
す
る
静
脈
の
末
端
は
、
右
の
部
分
に
あ
る
も
の
に
向
か
い
、
同
一
の
場
所
に
や
っ
て
来
る
か
ら
で
あ
る
。
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表
面
に
お
い
て
四
本
の
頚
静
脈
（
鋳
Ⅱ
左
右
の
外
頚
静
脈
と
前
頚
静
脈
）
が
作
ら
れ
る
と
、
外
側
の
一
本
（
綴
Ⅱ
外
頸
静
脈
）
は
頭
に

運
ば
れ
る
。
こ
れ
が
鎖
骨
の
周
り
を
巡
っ
て
い
る
と
、
（
八
○
六
）
私
が
述
べ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
欲
し
い
。
内
側
か
ら
顎
の
周
り
に

（
７
‐
Ⅲ
）

到
る
も
の
（
鰹
Ⅱ
前
頚
静
脈
）
は
、
至
る
所
に
お
い
て
深
部
の
頸
静
脈
（
鶴
Ⅱ
内
頚
静
脈
）
と
混
ざ
り
合
い
、
そ
こ
か
ら
喉
頭
と
ス
ト
マ

コ
ス
（
農
Ⅱ
咽
頭
と
食
道
）
の
血
管
が
生
じ
る
。
頸
の
深
部
に
位
置
し
て
い
る
限
り
の
筋
の
部
分
に
、
多
く
の
〈
ゞ
静
脈
の
）
枝
が
生
じ

て
い
る
の
と
同
様
に
、
（
・
頸
の
）
深
部
か
ら
（
ゞ
表
層
に
）
伸
び
て
い
る
限
り
の
筋
の
部
分
は
、
多
く
の
表
面
の
頸
静
脈
に
よ
っ
て
養

（
７
，
贈
）

わ
れ
て
い
る
。
舌
も
ま
た
、
大
き
な
静
脈
を
深
部
の
頸
静
脈
（
鋳
Ⅱ
内
頸
静
脈
）
か
ら
受
け
取
る
が
、
た
だ
し
そ
れ
ら
が
枝
に
よ
っ
て
表

層
の
頚
静
脈
（
鋳
Ⅱ
外
頸
静
脈
と
前
頚
静
脈
）
と
絡
み
合
う
と
き
に
（
ゞ
限
ら
れ
る
）
。
舌
の
周
り
に
位
置
す
る
〈
・
舌
の
）
物
体
は
、
ま

た
（
・
頸
の
）
筋
の
う
ち
で
深
い
と
こ
ろ
を
通
ら
な
い
も
の
は
、
表
層
の
頸
静
脈
に
よ
っ
て
養
わ
れ
る
。

（
７
，
咽
）
（
７
‐
Ｍ
）

深
部
の
頚
静
脈
（
腱
Ⅱ
内
頚
静
脈
）
の
残
り
全
て
は
、
脳
に
運
び
上
げ
ら
れ
て
、
ラ
ム
ダ
の
形
を
し
た
縫
合
の
端
（
鶴
Ⅱ
頚
静
脈
孔
）

（
７
，
町
）

の
あ
た
り
で
頭
蓋
に
出
て
い
く
。
し
か
し
そ
れ
が
（
・
頭
蓋
に
）
出
て
い
く
前
に
、
小
さ
な
枝
が
第
一
と
第
二
の
脊
椎
の
中
間
の
領
域

に
作
ら
れ
、
そ
の
後
で
別
の
壺
状
の
膨
ら
み
（
働
乢
頚
静
脈
上
球
）
が
、
第
一
（
・
頸
椎
）
と
頭
（
・
蓋
）
の
間
に
〈
。
作
ら
れ
る
）
・

〈
八
○
七
）
そ
れ
は
、
脳
の
あ
た
り
の
位
置
で
上
か
ら
下
へ
と
運
ば
れ
る
静
脈
（
識
４
浅
側
頭
静
脈
と
の
吻
合
枝
）
と
、
外
部
か
ら
そ
し

て
側
面
か
ら
の
も
の
（
鶴
ｒ
顔
面
静
脈
と
の
吻
合
枝
）
と
混
合
す
る
。
す
べ
て
の
静
脈
の
端
は
、
頭
と
そ
の
関
節
（
巖
Ⅱ
顎
関
節
）
の
場

所
に
お
い
て
、
（
ゞ
結
合
し
て
）
一
つ
に
な
る
（
鶴
Ⅱ
翼
突
筋
静
脈
叢
）
。
し
か
し
頭
蓋
を
取
り
巻
く
静
脈
の
細
い
あ
る
も
の
は
、
内
部
に

運
ば
れ
、
と
り
わ
け
顎
の
関
節
の
周
り
に
あ
る
も
の
（
饗
Ⅱ
翼
突
筋
静
脈
叢
）
は
（
”
頭
蓋
内
に
枝
を
送
る
）
。
そ
れ
ら
が
、
頭
蓋
の
中

に
入
り
込
ん
だ
後
で
ど
の
よ
う
に
分
裂
し
て
い
る
か
、
そ
し
て
お
互
い
に
交
通
し
て
い
る
か
、
ま
た
再
び
そ
れ
ら
の
中
の
い
く
つ
か
の

（
７
‐
肥
）

部
分
が
、
い
く
つ
か
の
神
経
と
共
に
外
に
運
ば
れ
る
様
子
を
、
「
解
剖
手
技
」
の
脳
に
関
す
る
と
こ
ろ
で
私
は
述
べ
た
。
ま
た
同
様
に
上

掲
書
の
肺
と
心
臓
に
関
す
る
記
述
の
中
で
、
ま
た
他
の
内
臓
の
各
々
に
関
す
る
（
、
記
述
の
中
で
）
、
す
べ
て
の
血
管
の
そ
れ
ぞ
れ
の
枝

に
関
し
て
、
そ
れ
ら
自
身
の
解
剖
の
（
・
記
述
の
）
中
で
詳
細
に
検
討
さ
れ
た
。
さ
て
、
私
が
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
血
管
の
解
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剖
の
概
論
を
行
お
う
。

（
７
‐
１
）
ス
パ
ギ
テ
ィ
ス
Ｑ
言
言
ぷ
ゞ
頸
静
脈
ｌ
喉
首
（
ｑ
言
三
・
旨
唱
旨
旦
の
静
脈
を
指
す
。
頸
静
脈
の
ラ
テ
ン
語
名
は
く
①
愚

旨
唱
胃
①
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
内
頚
静
脈
、
外
頚
静
脈
な
ど
を
区
別
す
る
。

（
７
‐
２
）
ガ
レ
ノ
ス
以
前
に
は
、
腕
頭
静
脈
と
内
頸
静
脈
の
全
体
を
、
深
部
の
頸
静
脈
と
呼
ん
で
い
た
。

（
７
‐
３
）
ガ
レ
ノ
ス
以
前
に
は
、
左
右
の
鎖
骨
下
静
脈
と
内
頚
静
脈
が
、
上
大
静
脈
か
ら
直
接
分
か
れ
て
い
る
と
さ
れ
た
が
、
ガ
レ
ノ

ス
は
、
上
大
静
脈
が
分
か
れ
て
ま
ず
腕
頭
静
脈
が
生
じ
、
そ
こ
か
ら
内
頚
静
脈
と
鎖
骨
下
静
脈
が
分
か
れ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。

（
７
‐
４
）
顎
浦
く
Ｒ
ゞ
冒
鼬
凶
房
ｌ
現
在
で
も
、
オ
ト
ガ
イ
舌
骨
筋
鴨
昌
。
ご
◎
昼
オ
ト
ガ
ィ
舌
筋
鴨
昌
○
号
の
豐
の
の
語
が
あ
る
。

（
７
‐
５
）
ア
ン
ト
ラ
ク
ス
ｇ
唐
烏
ｌ
皮
膚
が
膿
胞
を
も
ち
、
赤
黒
く
変
色
す
る
病
気
と
思
わ
れ
る
。
ブ
ラ
ン
ヵ
ー
ル
ト
四
目
８
ａ
屋
の

の
『
医
学
辞
典
Ｆ
凶
８
国
目
の
ｅ
２
且
（
一
六
八
三
）
で
は
、
「
そ
の
周
囲
に
激
し
く
熱
い
炎
症
性
の
膿
庖
と
き
つ
い
臭
い
を
持
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
化
膿
せ
ず
に
起
こ
る
腫
れ
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
よ
り
広
く
は
周
囲
に
広
が
る
も
の
は
肉
を
焼
き
、
そ
の
腐

敗
に
よ
っ
て
つ
い
に
は
葉
を
落
と
し
、
潰
瘍
は
か
さ
ぶ
た
の
よ
う
に
痕
を
残
す
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
今
日
の
炭
疽
病
曽
昏
国
〆
と

（
ワ
０
１
ウ
ー
）

（
７
‐
６
）
『
解
剖
手
技
』
の
窒

脈
・
動
脈
・
神
経
を
扱
う
。

（
７
‐
９
）
顔
月
８
（
旨
ｇ
ゞ
註
９
＄
．

（
７
‐
皿
）
血
管
ｇ
希
５
く
ゞ
く
闇
ｌ
管
あ
る
い
は
血
液
の
容
器
を
意
味
す
る
語
。
現
在
で
も
血
管
学
凹
畠
巨
○
喝
、
血
管
造
影

ヘ
ワ
ー
ｊ
Ｑ
Ｕ
）

〆
苗

は
別
の
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
胸
と
項
か
ら
起
こ
る
。

顎
芝
邑
息
、
ｇ
ｏ
８
１
顎
、
と
く
に
下
顎
を
指
す
。

人
間
に
比
べ
て
よ
く
発
達
し
て
い
る
サ
ル
の
広
頸
筋
に
つ
い
て
の
記
述
と
思
わ
れ
る
。
サ
ル
の
広
頸
筋
は
二
部
に
分
か
れ
、

の
第
一
巻
で
は
上
肢
の
筋
と
靱
帯
、
第
二
巻
で
は
下
肢
の
筋
と
靱
帯
を
扱
い
、
第
三
巻
で
上
肢
・
下
肢
の
静
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第
八
章

横
隔
膜
の
上
の
静
脈
の
部
分
の
す
べ
て
の
説
明
は
す
で
に
尽
く
さ
れ
た
の
で
、
残
り
の
部
分
に
移
る
こ
と
に
し
て
、
（
八
○
八
）
ど
れ

一
８
‐
Ｉ
〉

ほ
ど
の
数
の
も
の
（
醤
Ⅱ
静
脈
）
が
、
腰
部
に
あ
る
大
静
脈
か
ら
発
し
て
横
隔
膜
の
下
の
領
域
を
養
っ
て
い
る
か
（
”
を
説
明
し
よ
う
）
。

ま
こ
と
に
こ
の
静
脈
は
、
肝
臓
か
ら
発
す
る
と
、
腰
部
に
（
ゞ
下
っ
て
）
行
く
前
に
ま
だ
宙
に
浮
い
て
い
る
と
き
に
、
右
側
で
は
右
の

（
。
。
日
咽
〃
】
）

腎
臓
の
被
覆
膜
〈
鶴
Ⅱ
脂
肪
被
膜
と
副
腎
）
に
向
か
っ
て
、
そ
し
て
そ
の
近
く
の
物
体
に
向
か
っ
て
、
あ
る
と
き
に
は
ク
モ
の
巣
状
の
、

ま
た
あ
る
と
き
に
は
毛
髪
状
の
、
ま
た
あ
る
と
き
に
は
太
い
（
”
静
脈
の
）
配
分
を
送
り
、
左
側
で
は
分
裂
し
た
顕
著
な
静
脈
を
分
配

し
て
そ
の
本
体
に
送
る
。
だ
が
し
ば
し
ば
そ
の
腎
臓
に
到
達
す
る
一
本
の
も
の
（
鋳
Ⅱ
腎
静
脈
）
か
ら
静
脈
が
伸
び
出
し
、
ま
た
腎
臓
の

周
囲
の
被
覆
膜
そ
の
も
の
か
ら
も
、
同
時
に
そ
の
周
り
の
部
分
か
ら
も
、
い
く
か
の
ク
モ
の
巣
状
の
も
の
（
職
Ⅱ
静
脈
）
が
、
い
く
ら
か

（
８
，
３
）

の
小
さ
な
も
の
（
緯
Ⅱ
静
脈
）
が
、
い
く
ら
か
の
毛
髪
状
の
も
の
（
蕊
Ⅱ
静
脈
）
が
（
．
伸
び
出
し
て
い
る
）
。

（
７
‐
ｕ
）
喉
頭
声
員
ｇ
誌
》
胃
旨
〆
ｌ
気
管
の
上
部
を
指
す
語

（
７
‐
哩
舌
善
ｅ
月
員
．
冒
唱
四
ｌ
言
葉
の
器
官
と
し
て
の
舌
を
指
す
。
現
在
で
も
舌
咽
神
経
哩
○
朋
呂
富
ご
眉
①
里
邑
①
Ｒ
く
①
、
舌
下
神

経
ご
ｇ
哩
吊
囲
冒
閂
蔚
な
ど
の
語
が
あ
る
。

（
７
‐
田
）
脳
砂
言
ｇ
ｇ
Ｒ
ゞ
の
①
局
①
胃
匡
日
Ｉ
も
と
は
頭
の
中
に
あ
る
も
の
を
意
味
す
る
。

（
７
‐
Ｍ
）
縫
合
名
言
ゞ
、
匡
言
３
１
縫
い
目
を
意
味
す
る
。

（
７
‐
喝
）
頭
蓋
屠
負
言
２
．
８
言
画
１
頭
の
上
部
を
意
味
す
る
。
現
在
で
も
頭
蓋
ｑ
ｇ
冒
日
の
語
が
あ
る
。

（
７
‐
恥
）
「
解
剖
手
技
」
で
は
第
七
章
で
脳
を
扱
っ
て
い
る
。
第
一
八
章
で
は
全
身
の
静
脈
と
動
脈
を
扱
う
が
、
こ
こ
に
も
頭
蓋
内
の
静

脈
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

目
四
○
喝
ｇ
ど
の
語
が
あ
る
。

甲
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私
は
、
見
え
る
限
り
の
も
の
は
と
り
わ
け
小
さ
い
静
脈
と
名
付
け
て
お
り
、
た
と
え
太
さ
が
小
さ
い
と
し
て
も
（
※
そ
の
よ
う
に
名

付
け
て
い
る
）
。
こ
れ
は
ク
モ
の
巣
状
の
も
の
と
毛
髪
状
の
も
の
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
が
、
非
常
に
細
く
て
（
ゞ
幾
何
学
的
な
）
線
の

（
Ｒ
ｕ
‐
月
印
）

よ
う
に
見
え
て
ほ
と
ん
ど
目
に
つ
か
な
い
も
の
に
（
、
当
て
は
ま
り
）
、
こ
れ
を
昔
の
あ
る
人
々
は
ア
パ
ン
テ
ィ
ス
モ
ス
と
呼
ん
だ
。
こ

れ
ら
を
あ
る
人
は
、
明
ら
か
に
幅
の
あ
る
線
で
あ
る
と
言
う
だ
ろ
う
が
、
（
八
○
九
）
こ
れ
ら
〈
“
幾
何
学
的
な
線
と
い
う
も
の
）
は
知

覚
に
と
っ
て
幅
が
無
い
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
部
分
を
区
切
る
の
に
充
分
な
知
覚
を
も
っ
て
い
な
い
か
ら
（
ゞ
ア
パ
ン
テ
ィ
ス
モ

ス
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
）
。
そ
れ
ら
の
静
脈
は
、
そ
う
い
う
（
・
幅
の
な
い
）
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。

（
、
ろ
‐
芦
⑪
）

腎
臓
に
向
か
っ
て
い
く
静
脈
は
、
大
静
脈
か
ら
分
か
れ
て
い
く
最
大
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
続
い
て
睾
丸
に
向
か
う
静
脈
が
あ

る
。
あ
る
も
の
は
す
べ
て
の
サ
ル
に
共
通
な
も
の
で
、
あ
る
も
の
は
サ
ル
の
各
々
に
固
有
な
も
の
で
あ
る
。
（
ゞ
サ
ル
の
そ
れ
ぞ
れ
で
）

共
通
な
点
は
、
左
の
腎
臓
に
向
か
う
も
の
（
鯵
Ⅱ
腎
静
脈
）
か
ら
、
あ
る
枝
（
僅
Ⅱ
左
の
精
巣
静
脈
）
が
左
の
睾
丸
に
運
ば
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
（
・
サ
ル
の
そ
れ
ぞ
れ
で
）
独
自
な
点
は
、
（
“
左
で
は
）
睾
丸
に
向
か
う
静
脈
の
起
点
が
二
重
で
あ
っ
て
、
一
方
で
は
左
の

一
父
哩
人
叩
》
今

腎
臓
に
至
る
静
脈
か
ら
（
↑
の
起
点
）
と
、
も
う
一
方
で
は
大
静
脈
か
ら
の
起
点
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
、
腿
に
向
か
う
静
脈
の
起
点

（
８
，
７
）

は
た
だ
一
つ
で
あ
る
。
右
の
部
分
に
あ
る
静
脈
（
蜜
Ⅱ
右
の
精
巣
静
脈
）
は
、
右
の
睾
丸
に
行
く
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
大
動
脈
そ
の
も

の
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
（
“
右
側
で
）
こ
の
二
つ
の
起
点
を
持
つ
も
の
（
鶏
Ⅱ
精
巣
静
脈
）
を
、
私
は
か
つ
て
一
度
見
た
こ
と
が

あ
る
。
し
か
し
左
に
行
く
も
の
で
は
し
ば
し
ば
見
た
。
（
八
一
○
）
こ
れ
ら
の
静
脈
は
実
に
睾
丸
に
運
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
そ
の

（
Ｈ
‐
８
）

動
物
が
雄
で
あ
ろ
う
と
雌
で
あ
ろ
う
と
（
、
か
か
わ
り
な
く
）
。
ま
た
雌
も
子
宮
の
側
面
に
睾
丸
（
鶴
Ⅱ
卵
巣
）
を
持
ち
、
雄
に
あ
る
も

の
よ
り
も
小
さ
く
て
固
い
も
の
を
（
“
持
つ
）
。

さ
て
こ
れ
に
続
い
て
、
椎
骨
の
各
々
に
つ
い
て
静
脈
（
鶴
Ⅱ
腰
静
脈
）
が
脇
腹
に
運
ば
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
（
ゞ
静
脈
の
）
端
は
上

（
８
‐
９
）

腹
部
の
と
こ
ろ
で
筋
肉
に
向
か
っ
て
上
に
運
ば
れ
る
。
上
腹
部
の
筋
肉
は
、
こ
れ
ら
の
静
脈
に
よ
っ
て
養
わ
れ
て
お
り
、
そ
し
て
ま
た

偽
の
肋
骨
の
肋
間
に
あ
る
静
脈
（
鶴
Ⅱ
第
八
～
第
二
肋
間
静
脈
、
肋
下
静
脈
）
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
上
か
ら
胸
へ
と
乳
首
へ
と
運
ば
れ
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（
八
一
二
腰
の
脊
椎
の
あ
た
り
の
静
脈
が
へ
大
静
脈
か
ら
発
し
て
そ
れ
ぞ
れ
孔
（
鶴
Ⅱ
椎
間
孔
）
に
入
り
込
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
す
で
に
前
に
述
べ
て
お
い
た
。
し
た
が
っ
て
腰
の
上
部
の
大
静
脈
か
ら
の
枝
で
、
説
明
の
不
足
し
て
い
る
も
の
は
何
も
残
っ
て
い

な
い
。
し
か
し
そ
の
（
」
総
腸
骨
静
脈
へ
の
）
二
分
岐
の
仕
方
を
、
今
は
述
べ
る
べ
き
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
腰
の
最
後
の
椎
骨
に
つ
い
て
は
、
静
脈
の
下
（
鶴
Ⅱ
背
側
）
に
位
置
す
る
動
脈
は
、
い
ま
だ
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
と

（
８
，
川
）

は
ま
っ
た
く
反
対
の
こ
と
が
生
じ
て
い
る
。
動
脈
は
宙
に
浮
い
て
、
静
脈
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
静
脈
は
そ
れ
ら
の
椎
骨
に
よ
っ
て
（
。
支

え
ら
れ
て
い
る
）
。
さ
ら
に
二
つ
に
分
か
れ
た
血
管
（
鶴
Ⅱ
総
腸
骨
静
脈
・
動
脈
）
の
各
々
は
、
そ
の
部
分
で
触
れ
合
っ
た
り
離
れ
た
り

し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
全
体
の
形
は
ほ
と
ん
ど
「
Ａ
」
の
文
字
に
似
て
い
る
。
血
管
の
組
の
各
々
（
鍵
Ⅱ
総
腸
骨
静
脈
・
動
脈
）
は
、
そ

（
８
‐
川
）

れ
自
身
の
脚
（
罐
Ⅱ
左
右
の
下
肢
）
に
向
か
っ
て
斜
め
に
運
ば
れ
る
。

（
」
総
腸
骨
静
脈
は
）
こ
の
よ
う
に
延
び
出
し
て
お
り
、
ま
ず
第
一
に
腰
部
の
方
に
背
部
に
配
分
さ
れ
る
静
脈
（
祭
Ⅱ
腸
腰
静
脈
）
が

（
８
．
岨
）

見
ら
れ
、
ま
た
幾
つ
か
の
他
の
毛
髪
状
の
も
の
（
蜜
Ⅱ
静
脈
）
が
時
々
ぼ
ん
や
り
と
腰
部
の
腹
膜
に
延
び
て
い
る
様
子
が
（
“
見
え
る
）
。

（
”
骨
盤
内
の
）
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
に
接
近
し
て
い
く
血
管
か
ら
、
そ
れ
だ
け
の
数
の
静
脈
に
よ
っ
て
、
腹
膜
が
養
わ
れ
る
。
（
八
一
三

そ
れ
ら
の
大
部
分
は
非
常
に
大
き
な
静
脈
を
、
睾
丸
に
向
か
う
も
の
（
綴
Ⅱ
精
巣
・
卵
巣
静
脈
）
か
ら
受
け
取
る
。
こ
れ
ら
に
続
い
て
、

て
く
る
も
の
（
鵠
Ⅱ
内
胸
静
脈
）
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
こ
れ
ら
と
端
が
結
ば
れ
て
い
て
下
の
領
域
か
ら
上
に
運
ば
れ
る
も
の
（
鯵
Ⅱ
下
腹

壁
静
脈
）
に
よ
っ
て
（
”
養
わ
れ
て
お
り
）
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
再
び
調
べ
る
こ
と
を
私
は
以
前
に
宣
言
し
た
。
そ
れ
ら
の
上
部
に
位
置

す
る
筋
肉
で
胸
郭
の
外
に
あ
る
も
の
（
鶏
Ⅱ
大
胸
筋
）
は
、
鎖
骨
の
あ
た
り
の
小
さ
な
静
脈
に
よ
っ
て
（
“
養
わ
れ
て
お
り
）
、
そ
れ
ら

に
つ
い
て
私
は
前
に
述
べ
て
お
り
、
ま
た
胸
の
上
に
延
び
て
い
る
も
の
（
曇
Ⅱ
内
胸
静
脈
の
枝
）
に
よ
っ
て
（
ゞ
養
わ
れ
て
い
る
こ
と
も

前
に
述
べ
た
）
。
そ
れ
ら
の
（
ゞ
静
脈
の
）
枝
は
、
胸
の
傍
ら
の
筋
肉
（
鶴
Ⅱ
大
胸
筋
な
ど
）
に
向
か
っ
て
外
に
突
き
出
し
て
い
る
の
で

あ
り
、
さ
ら
に
肋
間
に
あ
る
も
の
（
善
Ⅱ
肋
間
静
脈
）
か
ら
も
（
ゞ
枝
が
突
き
出
し
て
い
る
）
・
そ
し
て
こ
れ
ら
の
あ
る
も
の
が
、
胸
郭

の
外
へ
延
び
出
て
い
る
の
で
あ
る
。



日本医史学雑誌第52巻第2号（2006）245

脚
に
向
か
う
枝
が
あ
り
、
下
方
か
つ
前
方
に
延
び
て
い
く
。
第
一
に
平
た
い
と
呼
ば
れ
る
骨
（
緯
Ⅱ
仙
骨
）
の
あ
た
り
の
筋
（
鋳
Ⅱ
腸
骨

筋
）
に
入
る
も
の
（
醤
Ⅱ
腸
腰
静
脈
）
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
少
な
か
ら
ざ
る
部
分
は
坐
部
の
あ
た
り
の
筋
（
綴
Ⅱ
骨
盤
底
の
筋
）
に
向
か

う
も
の
（
鶴
４
内
陰
部
静
脈
）
の
枝
と
交
わ
る
。
そ
の
対
の
両
方
〈
鶴
Ⅱ
上
殿
静
脈
、
下
殿
静
脈
）
の
端
は
仙
骨
の
外
が
わ
の
部
分
に
（
ゞ

大
坐
骨
孔
を
）
抜
け
出
て
、
そ
こ
に
あ
る
筋
肉
（
緯
Ⅱ
大
殿
筋
、
中
殿
筋
）
に
分
散
す
る
。
そ
の
後
で
子
宮
の
下
の
部
分
に
静
脈
（
縦
Ⅱ

子
宮
静
脈
）
が
運
ば
れ
、
枝
の
第
一
の
も
の
が
（
※
子
宮
の
）
頸
の
少
し
上
で
出
て
、
あ
る
も
の
は
（
・
子
宮
の
）
頸
そ
の
も
の
に
分
散

し
、
そ
し
て
子
宮
と
一
つ
に
結
ば
れ
る
（
”
分
布
す
る
）
と
、
そ
の
一
部
（
ゞ
の
枝
）
が
睾
丸
（
篝
Ⅱ
卵
巣
）
を
〈
“
編
み
込
み
）
、
ま
た

－
８
‐
咽
）

他
の
一
部
（
・
の
枝
）
が
子
宮
の
底
ま
で
も
編
み
込
ん
で
い
る
。
子
宮
の
下
部
へ
と
運
ば
れ
る
静
脈
か
ら
、
ま
た
膀
胱
の
静
脈
も
分
か

れ
て
い
る
。
そ
れ
に
続
い
て
別
の
静
脈
の
対
（
鶴
Ⅱ
閉
鎖
静
脈
）
が
あ
り
、
そ
れ
は
一
般
に
二
つ
の
起
始
を
（
“
内
腸
骨
静
脈
と
大
腿
静

脈
か
ら
）
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
静
脈
は
、
（
八
一
三
）
前
に
進
ん
で
い
く
間
に
互
い
に
結
び
合
っ
て
静
脈
を
形
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

（
８
‐
Ｍ
）

部
分
（
“
左
右
）
に
お
い
て
そ
の
神
経
（
鑑
Ⅱ
閉
鎖
神
経
）
と
共
に
、
思
春
の
骨
［
恥
骨
］
（
．
の
孔
、
Ⅱ
閉
鎖
孔
）
を
通
っ
て
（
ゞ
骨
盤

の
）
外
に
運
ば
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
恥
骨
の
下
の
筋
（
鶴
Ⅱ
大
腿
の
内
転
筋
群
）
に
こ
の
血
管
が
分
布
し
て
お
り
、
そ
れ
は
神
経
と
同
様

そ
の
後
で
別
の
静
脈
（
鶴
Ⅱ
下
腹
壁
静
脈
）
の
対
が
あ
り
、
先
に
そ
れ
に
つ
い
て
語
る
の
を
後
回
し
に
し
て
お
い
た
が
、
そ
れ
ら
の
静

脈
は
真
っ
直
ぐ
な
筋
（
雀
Ⅱ
腹
直
筋
）
に
沿
っ
て
上
に
運
ば
れ
、
そ
の
後
、
静
脈
（
圏
Ⅱ
上
腹
壁
静
脈
）
の
端
の
同
じ
場
所
に
行
く
が
、

そ
れ
ら
が
胸
郭
を
通
っ
て
上
腹
部
ま
で
下
っ
て
く
る
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。
そ
れ
の
根
元
か
ら
、
ま
た
別
の
小
さ
な
静
脈
が
そ
れ
ぞ
れ

（
８
，
応
）

の
部
分
に
お
い
て
一
本
ず
つ
子
宮
に
達
し
、
そ
れ
ら
の
静
脈
を
通
じ
て
乳
首
と
子
宮
と
の
間
に
交
通
が
特
別
に
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
静

脈
（
籍
Ⅱ
下
腹
壁
静
脈
）
は
真
っ
直
ぐ
な
筋
（
縁
Ⅱ
腹
直
筋
）
の
内
部
か
ら
の
も
の
で
、
こ
れ
ら
は
上
腹
部
に
向
か
っ
て
運
び
上
げ
ら
れ
、

（
Ｈ
‐
Ⅲ
）

（
“
内
胸
静
脈
の
枝
を
通
し
て
）
そ
れ
ら
（
・
乳
首
）
と
結
合
す
る
。
ま
た
筋
の
外
に
あ
る
別
の
も
の
に
、
恥
部
へ
と
降
り
て
来
る
も
の

（
篝
Ⅱ
外
陰
部
静
脈
）
の
対
が
あ
り
、
そ
の
動
物
が
雄
で
あ
る
か
雌
で
あ
る
か
に
関
わ
ら
な
い
。
そ
れ
ら
は
両
方
の
側
か
ら
恥
骨
の
結
合

の
）
外
に
運
ば
れ
る
。
星

に
（
・
分
布
し
て
い
る
）
。
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そ
こ
か
ら
さ
ら
に
大
き
な
静
脈
（
鋳
Ⅱ
大
腿
静
脈
）
が
脚
に
分
岐
し
て
お
り
、
魚
径
部
に
生
じ
る
そ
の
第
一
の
枝
（
蜜
Ⅱ
外
側
大
腿
回

旋
静
脈
）
は
、
小
さ
な
動
脈
と
と
も
に
（
ゞ
大
腿
の
）
前
面
の
筋
に
配
分
さ
れ
、
第
二
（
綴
Ⅱ
大
伏
在
静
脈
）
が
、
両
側
で
一
本
ず
つ
内

（
８
‐
肥
）

部
か
ら
（
ゞ
枝
が
）
出
て
膝
の
表
面
に
到
る
ま
で
分
散
し
、
ま
た
他
の
少
な
か
ら
ぬ
数
の
も
の
が
、
深
部
を
通
っ
て
腿
の
中
に
ま
で
到

る
。
（
・
大
腿
静
脈
は
）
膝
の
関
節
よ
り
少
し
上
で
三
通
り
に
分
か
れ
、
そ
れ
（
・
の
三
枝
）
は
中
間
で
最
も
大
き
く
、
そ
れ
を
通
っ
て

（
８
・
明
）

（
８
１
別
）

下
方
へ
ひ
か
が
み
ま
で
運
ば
れ
（
響
Ⅱ
膝
窩
静
脈
）
、
（
八
一
五
）
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
ふ
く
ら
は
ぎ
（
職
Ⅱ
腓
腹
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
深
部

を
通
っ
て
下
に
運
ば
れ
（
鶴
Ⅱ
後
脛
骨
静
脈
）
、
少
な
か
ら
ぬ
数
の
枝
が
そ
こ
の
筋
に
与
え
ら
れ
る
。
外
側
に
あ
る
第
二
の
部
分
（
醤
Ⅱ
小

（
８
‐
釧
）

（
８
・
翠
）

伏
在
静
脈
）
、
そ
れ
は
腓
骨
の
外
側
に
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
足
の
関
節
の
表
面
に
到
達
す
る
。
内
側
に
あ
る
第
三
の
部
分
（
饗
Ⅱ
大

（
８
‐
”
）
（
８
．
劉
）

伏
在
静
脈
）
は
、
対
立
す
る
場
所
に
や
っ
て
来
て
、
そ
の
後
そ
こ
か
ら
脛
骨
の
下
端
の
場
所
で
あ
る
く
る
ぶ
し
（
鶴
Ⅱ
内
果
）
に
達
し
、

（
８
‐
鋸
）

静
脈
切
開
に
最
も
適
し
た
部
分
に
（
・
達
す
る
）
。
そ
し
て
ま
こ
と
に
深
部
を
通
る
大
き
な
も
の
で
、
筋
に
分
か
れ
て
入
る
も
の
で
、
動

脈
と
併
せ
て
二
つ
の
端
を
な
す
も
の
（
鐸
Ⅱ
膝
窩
静
脈
）
は
、
一
方
（
鶴
Ⅱ
後
脛
骨
静
脈
）
は
よ
り
大
き
く
脛
骨
か
ら
内
部
に
運
ば
れ
、

も
う
一
方
（
綴
Ⅱ
前
脛
骨
静
脈
）
は
腓
骨
と
脛
骨
の
間
の
部
分
を
通
り
、
足
の
前
方
に
並
び
、
別
の
静
脈
の
枝
（
鶴
Ⅱ
小
伏
在
静
脈
）
と

接
合
す
る
が
、
そ
れ
が
脚
の
外
が
わ
を
通
っ
て
腓
骨
の
傍
ら
に
下
り
て
来
る
こ
と
を
、
私
は
述
べ
た
。

（
鶏
Ⅱ
恥
骨
結
合
）
の
傍
ら
へ
降
り
て
来
る
。
そ
れ
ら
の
す
ぐ
後
に
別
の
静
脈
（
謝
Ⅱ
大
腿
深
静
脈
）
が
あ
り
、
（
八
一
四
）
そ
れ
ぞ
れ
の

脚
に
あ
る
も
の
（
鶴
Ⅱ
大
腿
静
脈
）
か
ら
腿
の
筋
の
中
へ
と
運
ば
れ
る
。
こ
れ
ら
の
次
に
別
の
静
脈
の
対
（
籍
Ⅱ
浅
腹
壁
静
脈
）
が
、
皮

膚
の
す
ぐ
浅
い
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
痩
せ
た
人
間
で
充
分
に
明
ら
か
に
観
察
さ
れ
、
嵐
径
部
か
ら
始
ま
っ
て
脇

腹
に
至
る
ま
で
上
が
る
。
明
確
で
な
い
別
の
も
の
（
蜜
Ⅱ
胸
腹
壁
静
脈
）
が
、
上
か
ら
下
へ
と
運
ば
れ
て
そ
れ
ら
の
端
と
結
合
す
る
が
、

そ
れ
ら
は
起
始
を
特
に
乳
首
の
傍
ら
の
静
脈
か
ら
得
て
い
る
。
し
か
し
今
こ
の
記
述
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
の
（
ゞ
静
脈
の
）

（
Ｈ
‐
肝
）

対
の
中
で
、
少
な
か
ら
ぬ
部
分
が
下
か
ら
上
へ
と
運
び
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
私
は
述
べ
た
が
、
そ
れ
（
綴
比
浅
腸
骨
回
旋
静
脈
）
は
殿
部

対
の
中
で
、
少
な
か
ら
」

の
傍
ら
の
筋
に
向
か
う
。
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こ
の
よ
う
に
し
て
四
本
の
静
脈
が
、
足
ま
で
下
り
て
形
成
さ
れ
、
一
本
（
籍
Ⅱ
小
伏
在
静
脈
）
は
す
べ
て
の
外
が
わ
か
ら
腓
骨
の
端
の

ふ
く
ら
み
（
蕊
Ⅱ
外
果
）
の
傍
ら
に
、
も
う
一
本
（
露
Ⅱ
前
脛
骨
静
脈
）
は
そ
れ
の
内
が
わ
の
部
分
か
ら
、
第
三
番
目
〈
蜜
Ⅱ
大
伏
在
静
脈
）

は
、
私
が
述
べ
た
よ
う
に
脛
骨
の
端
（
響
Ⅱ
内
果
）
の
前
方
に
、
（
八
一
六
）
第
四
番
目
（
緯
Ⅱ
後
脛
骨
静
脈
）
は
、
内
側
か
ら
出
て
膨
ら

み
（
“
踵
）
を
取
り
囲
む
枝
か
ら
（
ゞ
形
成
さ
れ
る
）
。
腓
骨
の
（
」
側
の
）
第
一
と
第
二
（
籍
の
静
脈
）
は
、
す
で
に
述
べ
ら
れ
、
脛

骨
の
（
ゞ
側
の
）
そ
れ
に
続
く
二
本
（
」
の
静
脈
）
も
（
述
べ
ら
れ
た
）
。
そ
こ
か
ら
第
四
つ
Ⅱ
後
脛
骨
静
脈
）
が
足
の
下
（
ゞ
足
底
）

（
８
‐
郡
）

の
す
べ
て
を
編
み
込
ん
で
お
り
、
第
一
（
鶏
Ⅱ
前
脛
骨
静
脈
）
の
一
部
分
を
自
分
と
結
合
し
て
い
る
。
中
間
の
二
本
（
醤
Ⅱ
小
伏
在
静
脈
、

大
伏
在
静
脈
）
は
、
足
の
上
（
綴
Ⅱ
足
背
）
に
分
散
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
第
一
（
籍
Ⅱ
前
脛
骨
静
脈
）
の
小
部
分
は
、
足
の
上
（
鋪
Ⅱ

足
背
）
を
占
め
、
そ
れ
は
と
く
に
小
さ
い
指
の
あ
た
り
を
編
み
込
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
ま
た
様
々
な
形
で
多
様
に
混
ざ
っ
て
お
り
、
手

の
先
端
部
と
同
様
で
あ
り
、
足
先
の
血
管
の
小
部
分
に
お
け
る
と
同
様
に
（
“
混
ざ
っ
て
い
る
）
。
以
上
が
あ
な
た
の
た
め
に
述
べ
た
静

脈
の
解
剖
の
概
説
で
あ
る
。
次
に
動
脈
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

（
８
ｉ
）
腰
部
３
言
哩
匡
日
ｇ
⑫
ｌ
殿
部
、
背
中
の
下
部
を
意
味
す
る
。

（
８
‐
２
）
腎
臓
篇
倉
月
々
周
①
ロ
ｌ
現
在
で
も
、
ネ
フ
ロ
ン
ロ
８
頁
目
、
腎
臓
学
冒
ｇ
胃
○
さ
閏
な
ど
の
語
が
あ
る
。

（
８
‐
３
）
こ
の
部
分
の
ギ
リ
シ
ャ
語
テ
キ
ス
ト
は
、
細
い
静
脈
が
腎
静
脈
お
よ
び
腎
臓
周
囲
の
被
膜
や
組
織
か
ら
伸
び
だ
し
て
い
る
と

述
べ
て
い
る
。
し
か
し
前
後
の
文
脈
か
ら
は
、
腎
静
脈
か
ら
出
る
細
い
静
脈
が
腎
臓
周
囲
の
被
膜
と
組
織
に
分
布
す
る
と
解
す
べ
き

も
の
で
あ
る
。
現
存
す
る
ギ
リ
シ
ャ
語
テ
キ
ス
ト
に
問
題
が
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
８
‐
４
）
ア
パ
ン
テ
ィ
ス
モ
ス
胃
員
星
ａ
居
、
ｌ
摘
み
取
る
行
為
ま
た
は
そ
の
状
態
を
意
味
す
る
。
ガ
レ
ノ
ス
の
著
作
の
中
で
も
、

こ
こ
に
し
か
出
て
こ
な
い
。
ブ
ラ
ン
カ
ー
ル
ト
里
ｇ
８
ａ
房
の
「
医
学
辞
典
序
邑
８
国
目
の
巳
２
日
」
（
一
六
八
三
）
で
は
、
「
ア
パ

ン
テ
ィ
ス
モ
ス
と
は
、
体
の
中
で
あ
る
部
分
が
消
失
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
結
果
十
分
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
心

臓
の
周
辺
の
動
脈
小
管
に
つ
い
て
よ
く
見
ら
れ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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（
８
‐
聰
）

〆

、

へへ

88
1『

1817
ーー

（
８
‐
吃
）
腹
膜
弓
Ｐ
３
く
ｇ
ｏ
く
．
罵
昌
さ
目
２
日
．

（
８
‐
過
）
膀
胱
言
９
病
、
ぐ
①
の
園
ｌ
袋
、
と
く
に
膀
胱
を
意
味
す
る
。

（
８
‐
Ｍ
）
思
春
の
骨
（
思
春
の
急
三
、
恥
骨
。

（
８
垣
妊
娠
に
伴
っ
て
乳
腺
が
発
達
す
る
こ
と
を
説
明
す
る
た
め
に
、
乳
房
と
子
宮
の
間
に
血
管
の
つ
な
が
り
を
想
定
し
て
い
る
。

ガ
レ
ノ
ス
は
「
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
」
第
一
四
巻
の
第
八
章
、
第
一
六
巻
の
第
一
○
章
で
も
、
上
・
下
腹
壁
動
静
脈
と
内
胸
動
静

脈
に
よ
る
つ
な
が
り
を
述
べ
て
い
る
。
文
献
（
６
）
、
六
三
八
～
六
三
九
頁
、
七
一
四
～
七
一
五
頁
。

（
８
‐
肥
）
恥
部
負
哉
Ｃ
ち
く
も
且
①
且
巨
日
ｌ
陰
部
、
会
陰
。

へ
８
‐
ｒ
）
殺
部
詞
ご
言
．
邑
呉
届
．

〆へ

8
（
８
‐
５
）
睾
丸
ｇ
害
の
．
房
呂
印

■

（
８
‐
６
）
腿
Ｅ
后
Ｒ
高
田
ロ
貝
．

（
８
‐
皿
）
腓
骨

（
８
‐
別
）

〆へ

8

11
ー

忌

〆

（
８
‐
９
）

（
８
‐
叩
）

（
８
‐
８
）

ワ
ー
）

殿
部
肖
己
三

一
《
幸
手
Ｊ
、
蓋
ご
〆
』
ご
》
〔
『
雫

叶
胸
三
○
く
こ
．
頤
①
冒
巨
．

ひ
か
が
み
一
言
員
冒
皀
①
の
ｌ
腿
と
膝
の
後
面
。

ふ
く
ら
は
ぎ
首
３
９
雪
号
二
１
足
の
腹
を
意
味
す
る
。
輻

腓
骨
制
ｇ
三
ゞ
胃
Ｂ
ｇ
ｓ
ｇ
宮
１
脚
の
細
い
骨
を
指
す
。

ま
ず
大
静
脈
か
ら
ま
ず
左
腎
静
脈
が
分
か
れ
、
左
腎
静
脈
か
ら
左
精
巣
（
卵
巣
）
静
脈
が
分
か
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

子
宮
菖
局
虞
昌
①
昌
め
ｌ
母
体
、
子
宮
の
意
味
を
も
つ
語
。
現
在
で
は
子
宮
内
膜
①
且
○
日
①
凰
匡
日
な
ど
の
語
が
あ
る
。

上
腹
部
§
盲
目
Ｅ
２
画
ｇ
ｏ
目
ｇ
ｌ
現
在
で
も
上
腹
部
⑦
宮
盟
里
胃
（
上
腹
部
の
）
の
語
が
あ
る
。

腰
椎
の
下
端
部
で
は
、
静
脈
の
腹
側
に
動
脈
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

１
Ｊ

閣
昭
ｑ
【
駒
岩
◎
の
。
Ｈ
一
筋
．

ｌ
男
性
の
睾
丸
と
女
性
の
卵
巣
を
意
味
す
る
。

現
在
で
は
腓
腹
筋
隠
異
８
９
①
昌
易
の
語
が
あ
る
。

。
も
と
は
バ
ッ
ク
ル
や
ブ
ロ
ー
チ
の
ピ
ン
を
意
味
す
る
。
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第
九
章

こ
れ
ら
の
（
・
動
脈
の
）
始
ま
り
は
、
心
臓
の
左
の
空
洞
（
鶴
Ⅱ
左
心
室
）
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
一
本
の
（
“
壁
が
）
薄
く
て
一
重
の

被
膜
の
も
の
（
鶏
Ⅱ
肺
静
脈
）
が
肺
に
向
か
っ
て
分
か
れ
出
て
お
り
、
ま
さ
に
静
脈
と
同
じ
よ
う
に
（
“
被
膜
が
一
枚
で
あ
る
）
。
し
か

し
他
の
も
の
（
鶏
Ⅱ
大
動
脈
）
は
、
被
膜
が
二
重
で
（
ゞ
壁
の
）
厚
い
も
の
で
、
こ
れ
よ
り
ず
っ
と
大
き
く
、
す
べ
て
の
動
脈
の
根
元
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
あ
な
た
は
も
し
望
む
な
ら
、
こ
の
よ
う
に
比
較
す
る
だ
ろ
う
、
す
な
わ
ち
肺
に
分
か
れ
て
行
く
も
の
（
鯵
Ⅱ
肺
静

脈
）
が
、
（
八
一
七
）
す
べ
て
の
中
で
最
初
に
言
及
さ
れ
た
静
脈
（
緯
Ⅱ
門
脈
）
と
類
似
性
を
有
す
る
と
、
（
．
す
な
わ
ち
）
肝
臓
の
門
の

と
こ
ろ
の
も
の
（
霧
Ⅱ
門
脈
）
と
、
そ
れ
が
胃
の
あ
た
り
の
部
分
に
向
か
っ
て
下
り
、
そ
れ
自
身
の
端
に
栄
養
を
運
ぶ
根
の
よ
う
な
も
の

と
私
が
述
べ
た
も
の
（
鰭
Ⅱ
門
脈
）
と
（
“
類
似
性
を
有
す
る
）
。
同
様
に
、
ま
こ
と
に
こ
れ
（
蜜
Ⅱ
肺
静
脈
）
は
、
吸
気
の
効
用
の
た
め

そ
し
て
ま
た
心
臓
の
本
体
に
わ
た
っ
て
、
そ
れ
は
輪
に
な
っ
て
巡
る
二
本
の
動
脈
（
。
Ⅱ
冠
状
動
脈
）
を
持
ち
、
一
本
（
響
Ⅱ
左
冠
状

動
脈
）
は
大
き
く
て
、
そ
れ
（
ゞ
心
臓
）
の
大
半
を
包
み
込
み
、
も
う
一
本
（
鋳
Ⅱ
右
冠
状
動
脈
）
が
と
り
わ
け
分
散
し
て
い
る
と
こ
ろ

（
小
咄
》
Ⅱ
１
ｊ
）

に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
第
三
の
空
洞
が
あ
る
と
考
え
た
。
そ
れ
（
衝
Ⅱ
右
冠
状
動
脈
）
は
、
心
臓
の
右
側
の
広
い
部
分
に
あ
り
、
（
“

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
る
）
第
三
の
も
の
に
は
行
か
な
い
。
そ
れ
（
鶴
Ⅱ
右
心
室
）
か
ら
生
じ
て
肺
に
静
脈
（
鶴
Ⅱ
肺
動
脈
）
が
伸
び
出

と
私
が
述
べ
た
も
の
（
響
Ⅱ
門
脈
）

に
肺
へ
と
枝
分
か
れ
し
て
い
る
。

へへへへ／ヘ

88888
111Ⅱ0

2625242322
ー〆ーー、一

脛
骨
芝
暑
二
号
旨
ｌ
膝
と
足
首
の
間
、
脛
骨

く
る
ぶ
し
ｇ
ｇ
ｇ
》
日
農
①
○
旨
の
ｌ
小
さ
な
槌
を
意
味
す
る
。
ラ
テ
ン
語
の
日
邑
①
○
盲
印
は
、
槌
目
農
①
宮
の
の
縮
小
形
。

ガ
レ
ノ
ス
は
、
内
果
の
前
面
に
あ
る
大
伏
在
静
脈
が
、
膝
窩
静
脈
か
ら
分
か
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。

足
底
の
静
脈
と
足
背
の
静
脈
の
交
通
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

ロ
上
司
Ｃ
ご
い
ロ
①
の
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窩
に
向
か
う
。

る
が
、
そ
の
被
膜
は
動
脈
の
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
動
脈
（
鯵
Ⅱ
大
動
脈
）
は
、
心
臓
か
ら
最
初
に
生
じ
る
と
す
ぐ
に
、
非
常
に
大
き
く
、
（
八
一
八
）
た
だ
ち
に
等
し
く
な
い

（
“
二
つ
の
）
部
分
に
分
か
れ
て
い
く
状
態
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
（
・
二
つ
に
分
か
れ
た
）
小
さ
い
方
の
部
分
（
響
Ⅱ
大
動
脈

弓
か
ら
出
る
動
脈
群
）
は
、
上
に
運
ば
れ
、
ま
た
た
だ
ち
に
等
し
く
な
い
（
一
二
つ
の
）
部
分
に
分
か
れ
、
そ
れ
ら
の
う
ち
の
大
き
い

部
分
（
綴
Ⅱ
腕
頭
動
脈
十
左
総
頸
動
脈
）
は
、
頸
に
斜
め
に
伸
び
、
胸
郭
の
左
側
か
ら
右
側
へ
と
（
ゞ
伸
び
）
、
他
方
の
も
の
（
巖
Ⅱ
左
鎖

骨
下
動
脈
）
は
、
反
対
側
に
位
置
を
占
め
る
。
そ
れ
（
篭
Ⅱ
左
鎖
骨
下
動
脈
）
は
、
横
切
っ
て
左
の
肩
甲
骨
と
腋
窩
に
伸
び
だ
し
て
運
ば

れ
、
そ
し
て
（
。
あ
る
枝
は
）
胸
骨
に
（
髪
Ⅱ
内
胸
動
脈
）
、
胸
郭
の
最
初
の
肋
骨
に
（
鶴
Ⅱ
最
上
肋
間
動
脈
）
、
頸
の
六
個
の
椎
骨
に

（
鶴
Ⅱ
椎
骨
動
脈
）
枝
分
か
れ
し
、
そ
れ
ら
す
べ
て
の
（
“
枝
を
出
し
た
）
後
で
、
肩
甲
骨
と
手
の
方
へ
と
残
り
が
分
か
れ
出
る
。
頸
に

伸
び
る
動
脈
の
太
い
部
分
（
綴
Ⅱ
腕
頭
動
脈
十
左
総
頸
動
脈
）
は
、
そ
れ
が
胸
腺
に
近
づ
く
時
に
、
第
一
に
左
の
頚
静
脈
（
壜
Ⅱ
内
頚
静

脈
）
に
沿
っ
て
枝
（
籍
Ⅱ
左
総
頚
動
脈
）
を
作
り
、
そ
れ
か
ら
右
の
も
の
に
沿
っ
て
別
の
も
の
（
緯
Ⅱ
右
総
頚
動
脈
）
を
（
“
作
る
）
。

そ
れ
か
ら
こ
の
よ
う
に
し
て
（
“
枝
を
出
し
た
）
残
り
の
す
べ
て
の
も
の
（
響
Ⅱ
右
鎖
骨
下
動
脈
）
は
、
左
の
肩
甲
骨
と
腋
窩
に
運
ば

れ
る
と
（
・
先
に
）
述
べ
ら
れ
た
も
の
と
同
様
に
分
裂
す
る
。
つ
ま
り
（
・
枝
の
）
あ
る
も
の
（
鋳
Ⅱ
内
胸
動
脈
）
は
、
静
脈
と
同
様
に

胸
骨
に
ま
で
達
し
、
他
の
枝
（
善
Ⅱ
肋
間
枝
）
を
作
り
な
が
ら
、
そ
し
て
乳
首
に
ま
で
（
“
達
し
て
お
り
）
、
あ
る
も
の
（
誌
Ⅱ
肋
頸
動
脈
）

は
胸
郭
の
最
初
の
（
八
一
九
）
肋
骨
に
（
“
静
脈
と
）
共
に
分
裂
し
（
鶴
Ⅱ
最
上
肋
間
動
脈
）
、
静
脈
と
共
に
外
に
抜
け
だ
し
て
胸
郭
の

外
の
脊
椎
の
筋
肉
に
達
し
〈
鑑
Ⅱ
深
頚
動
脈
）
、
あ
る
も
の
（
篝
Ⅱ
椎
骨
動
脈
）
は
頸
の
最
初
の
六
個
の
椎
骨
の
孔
を
通
っ
て
運
ば
れ
、
静

（
９
‐
２
）
（
９
‐
３
）

脈
と
共
に
進
み
、
共
に
分
裂
し
て
静
脈
と
共
に
脊
髄
の
膜
に
ま
で
運
ば
れ
、
あ
る
も
の
（
鶴
Ⅱ
胸
肩
峰
動
脈
）
は
右
の
肩
甲
骨
肩
上
と
腋

こ
れ
ら
の
す
べ
て
お
よ
び
ま
た
他
の
も
の
（
“
動
脈
）
は
、
傍
ら
に
あ
る
静
脈
と
共
に
分
裂
す
る
が
、
そ
の
様
子
は
、
カ
ロ
テ
ィ
ス

（
９
‐
４
）

［
頚
動
脈
］
の
と
呼
ば
れ
る
動
脈
（
鶴
Ⅱ
総
頚
動
脈
）
が
、
深
部
の
頸
静
脈
つ
Ⅱ
内
頚
静
脈
）
と
共
に
あ
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
あ
る
動
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脈
〈
鶴
Ⅱ
総
頚
動
脈
）
は
、
（
ゞ
静
脈
と
）
共
に
上
に
運
ば
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
も
し
二
本
や
四
本
に
な
る
な
ら
ば
、
動
脈
た
ち
か
ら

離
れ
て
い
く
。
そ
れ
ぞ
れ
の
頸
動
脈
の
残
り
（
綴
Ⅱ
内
頚
動
脈
）
は
、
真
っ
直
ぐ
に
上
に
運
ば
れ
て
、
頭
蓋
の
中
に
並
ん
で
伸
び
‘
そ
こ

（
９
‐
５
）

（
９
，
０
）

で
網
状
織
物
と
呼
ば
れ
る
も
の
（
偽
Ⅱ
怪
網
）
を
作
り
、
そ
の
後
で
ふ
た
た
び
二
本
の
動
脈
（
震
Ⅱ
内
頚
動
脈
）
が
生
じ
て
脳
に
入
る
。

こ
れ
ら
の
（
ゞ
動
脈
の
）
分
布
に
つ
い
て
、
ま
た
感
覚
器
官
（
畿
Ⅱ
眼
球
）
へ
の
連
絡
（
衝
Ⅱ
眼
動
脈
）
に
つ
い
て
は
、
「
解
剖
手
技
」
の

心
臓
か
ら
生
え
だ
す
動
脈
の
、
（
八
二
○
）
も
う
一
方
の
大
き
い
方
（
鶴
Ⅱ
大
動
脈
弓
）
は
、
脊
椎
の
傍
ら
を
曲
が
っ
て
下
行
し
、
胸

郭
の
五
番
目
の
椎
骨
を
越
え
て
（
・
胸
大
動
脈
に
な
り
）
、
そ
こ
か
ら
脊
椎
全
体
を
下
っ
て
仙
骨
に
ま
で
至
り
、
第
一
に
そ
れ
の
小
さ
な

動
脈
（
澱
Ⅱ
気
管
支
動
脈
と
肋
間
動
脈
）
を
送
り
な
が
ら
、
胸
郭
の
中
の
部
分
へ
と
（
“
送
り
）
、
そ
の
あ
た
り
に
は
肺
が
位
置
し
て
い

る
。
そ
れ
の
末
端
は
気
管
に
達
し
（
綴
Ⅱ
気
管
支
動
脈
）
、
そ
の
後
で
そ
れ
ぞ
れ
の
脊
椎
の
と
こ
ろ
で
肋
間
と
脊
椎
に
分
布
し
入
り
込
む

（
罐
Ⅱ
肋
間
動
脈
）
。
胸
郭
の
上
部
の
四
本
の
肋
骨
の
部
分
に
は
、
常
に
同
じ
仕
方
で
動
脈
が
分
布
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
る
と
き

に
は
よ
り
多
く
の
も
の
が
こ
こ
（
ゞ
胸
大
動
脈
）
か
ら
、
あ
る
と
き
に
は
こ
れ
よ
り
上
に
私
が
先
に
述
べ
た
よ
う
に
（
”
鎖
骨
下
動
脈
か

ら
）
伸
び
、
あ
る
と
き
に
は
両
方
か
ら
等
し
く
分
布
し
て
い
る
。

し
か
し
大
き
い
動
脈
は
運
ば
れ
て
、
胸
郭
か
ら
出
て
行
っ
た
後
に
、
ま
ず
横
隔
膜
に
二
本
の
動
脈
（
篝
Ⅱ
下
横
隔
動
脈
）
を
与
え
、
続

い
て
冑
と
脾
臓
と
肝
臓
と
に
一
本
の
無
対
の
も
の
を
（
“
与
え
）
、
そ
れ
に
続
い
て
別
の
無
対
の
も
の
（
雲
Ⅱ
上
腸
間
膜
動
脈
）
を
大
き

な
も
の
（
繧
Ⅱ
大
動
脈
）
の
前
方
（
・
の
腹
部
内
臓
）
に
お
い
て
吾
与
え
）
、
両
者
か
ら
成
長
し
た
も
の
を
（
ゞ
腹
部
内
臓
に
与
え
る
）
。

と
き
に
は
（
・
腹
腔
動
脈
と
上
腸
間
膜
動
脈
が
）
一
つ
の
根
か
ら
二
本
に
分
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
、
（
八
二
二
一
方
の
部
分
つ
Ⅱ
腹

腔
動
脈
）
は
冑
と
脾
臓
と
肝
臓
と
に
、
し
か
し
別
の
部
分
は
二
つ
の
腸
間
膜
（
霞
Ⅱ
空
回
腸
の
腸
間
膜
と
上
行
結
腸
の
付
着
部
）
の
と
こ

ろ
で
腸
に
配
分
さ
れ
、
右
側
の
部
分
（
、
上
行
結
腸
の
付
着
部
）
は
結
腸
の
最
初
の
部
分
の
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
真
ん
中
の
腸
（
鯵
Ⅱ

（
９
‐
７
）

空
腸
と
回
腸
）
は
薄
い
も
の
（
鶴
Ⅱ
腸
間
膜
）
に
ぶ
ら
下
が
る
。
第
三
の
腸
間
膜
（
響
Ⅱ
下
行
結
腸
の
付
着
部
）
は
、
坐
部
に
近
い
が
、

こ
れ
ら
の
（
ゞ
動
脈
の
）

中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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左
側
に
位
置
し
て
お
り
、
そ
こ
（
鶴
Ⅱ
上
腸
間
膜
動
脈
）
か
ら
動
脈
を
受
け
取
ら
ず
に
、
下
方
か
ら
そ
の
中
に
小
さ
な
も
の
（
鶴
Ⅱ
下
腸

間
膜
動
脈
）
を
投
げ
入
れ
、
（
・
そ
れ
は
）
腎
臓
の
と
こ
ろ
で
大
き
な
動
脈
か
ら
出
て
く
る
無
対
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
先
に
述
べ
た

も
の
と
の
間
で
、
腎
臓
に
ま
で
顕
著
な
太
さ
の
二
本
の
も
の
（
善
Ⅱ
腎
動
脈
）
が
達
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
あ
る
も
の
（
響
Ⅱ
左
腎
動
脈
）

は
上
に
あ
っ
て
（
”
大
動
脈
の
）
左
側
か
ら
出
て
、
下
に
あ
る
静
脈
と
並
ん
で
伸
び
て
い
る
。
さ
て
先
に
述
べ
ら
れ
た
無
対
の
動
脈
の

中
で
、
た
ま
に
我
々
は
高
い
（
”
位
置
に
あ
る
）
も
の
（
雛
Ⅱ
腹
腔
動
脈
）
が
冑
と
脾
臓
に
伸
び
、
低
い
も
の
（
藤
Ⅱ
上
腸
間
膜
動
脈
）

（
Ⅱ
虹
‐
叩
八
甲
）

が
肝
臓
と
腸
間
膜
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
を
見
た
。

脊
椎
に
向
か
う
動
脈
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
静
脈
と
共
に
脊
髄
に
到
達
す
る
が
、
大
き
な
動
脈
か
ら
分
か
れ
て
い
る
。
（
八
二
三
脇
腹
へ

運
ば
れ
る
と
述
べ
た
静
脈
（
綴
Ⅱ
腰
静
脈
）
に
つ
い
て
は
、
同
様
に
、
あ
る
動
脈
（
鋳
Ⅱ
腰
動
脈
）
が
腰
に
あ
る
大
き
な
動
脈
（
緒
Ⅱ
腹
大

動
脈
）
か
ら
伸
び
て
一
緒
に
運
ば
れ
る
。
ま
た
睾
丸
に
至
る
と
同
様
に
述
べ
ら
れ
た
静
脈
〈
鶴
Ⅱ
精
巣
・
卵
巣
静
脈
）
に
つ
い
て
も
、
動

脈
（
籍
Ⅱ
精
巣
・
卵
巣
動
脈
）
が
一
緒
に
並
ん
で
運
ば
れ
る
。

腰
の
両
側
で
、
大
き
な
動
脈
の
最
後
の
部
分
は
、
そ
の
上
に
あ
る
静
脈
を
乗
り
越
え
て
お
り
、
脊
椎
で
静
脈
が
支
え
ら
れ
、
そ
こ
で

（
、
叫
醒
‐
睡
叩
肱
）

動
脈
が
保
た
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
起
こ
る
と
、
そ
の
場
合
は
、
静
脈
と
同
様
に
大
き
な
動
脈
は
二
つ
に
分
か
れ
（
ゞ
左

右
の
総
腸
骨
動
脈
に
な
り
）
、
そ
の
各
々
の
部
分
を
脚
に
た
だ
ち
に
送
る
。

こ
の
途
中
で
、
ま
ず
一
つ
の
部
分
（
緯
Ⅱ
内
腸
骨
動
脈
）
が
そ
れ
ぞ
れ
（
ゞ
の
総
腸
骨
動
脈
）
か
ら
分
か
れ
る
よ
う
に
見
え
、
そ
れ
は

（
９
．
州
）

胎
児
で
膳
か
ら
つ
な
が
っ
て
い
る
（
醤
Ⅱ
膳
動
脈
）
。
生
体
が
成
熟
す
る
と
、
（
ゞ
膳
動
脈
の
）
中
間
の
部
分
は
す
っ
か
り
膜
状
に
な
り
、

乾
燥
し
、
無
用
と
な
る
（
篝
Ⅱ
膳
動
脈
索
）
が
、
起
始
の
部
分
は
（
・
膳
動
脈
の
ま
ま
）
残
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
（
籍
Ⅱ
内
腸
骨
動

脈
）
の
枝
の
あ
る
も
の
は
、
胎
児
の
場
合
と
同
様
に
、
成
人
に
お
い
て
も
仙
骨
の
場
所
で
静
脈
と
と
も
に
分
裂
し
て
お
り
、
そ
れ
に
つ

い
て
私
は
以
前
に
、
（
八
二
三
）
そ
こ
で
筋
の
中
に
分
か
れ
て
入
っ
て
い
く
と
述
べ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
脚
の
そ
の
大
き
な
動
脈
（
綴
Ⅱ
大
腿
動
脈
）
は
、
深
い
と
こ
ろ
を
通
っ
て
大
き
な
静
脈
と
共
に
並
ん
で
走
っ
て
い
る
。
さ
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ら
に
ま
た
深
い
と
こ
ろ
を
通
る
と
以
前
に
述
べ
ら
れ
た
（
ゞ
下
肢
の
大
き
な
静
脈
）
の
枝
に
つ
い
て
は
み
な
、
そ
れ
ら
（
ゞ
動
脈
）
と
共

に
並
ん
で
伸
び
、
ま
た
共
に
分
裂
す
る
。
脚
の
表
面
の
静
脈
に
つ
い
て
は
、
平
行
し
て
い
る
動
脈
は
見
つ
か
ら
ず
、
そ
れ
は
腕
の
静
脈

に
つ
い
て
も
同
様
、
上
腹
部
に
つ
い
て
も
、
背
中
に
つ
い
て
も
、
頸
に
つ
い
て
も
（
“
同
様
で
あ
る
）
。
た
だ
頭
に
お
い
て
の
み
、
皮
膚

（
９
‐
Ⅲ
）

の
近
く
に
動
脈
が
見
つ
か
る
だ
ろ
う
、
そ
れ
は
耳
の
後
ろ
と
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
め
か
み
の
辺
り
に
（
鋳
Ⅱ
浅
側
頭
動
脈
と
後
耳
介
動
脈
）
・

腕
の
先
端
の
も
の
（
鶴
Ⅱ
僥
骨
動
脈
と
尺
骨
動
脈
）
は
、
深
い
と
こ
ろ
を
通
っ
て
来
た
動
脈
の
末
端
で
あ
り
、
肉
の
薄
い
部
分
を
通
っ
て

抜
け
出
て
、
（
ゞ
手
掌
で
）
結
び
合
わ
さ
れ
る
も
の
（
議
Ⅱ
浅
・
深
掌
動
脈
弓
）
に
向
か
っ
て
い
き
、
足
の
足
裏
部
分
に
お
い
て
も
同
様
に

（
ゞ
動
脈
の
末
端
は
結
び
合
わ
さ
れ
て
い
る
）
。
も
っ
と
太
く
て
肥
っ
た
身
体
に
お
い
て
は
、
（
・
体
表
の
動
脈
は
）
少
し
だ
け
が
認
め
ら
れ
、

そ
れ
以
外
に
は
何
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
痩
せ
た
も
の
（
・
身
体
）
に
お
い
て
は
、
多
く
の
さ
ま
ざ
ま
な
動
脈
の
部
分
が
、
き
わ
め
て
明
確

で
あ
る
。
静
脈
や
動
脈
に
関
し
て
先
に
述
べ
た
こ
と
が
ら
は
す
べ
て
、
（
八
二
四
）
成
熟
し
た
動
物
に
お
い
て
は
明
白
で
あ
る
。

（
９
‐
１
）
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
大
き
な
動
物
に
は
第
三
心
室
が
存
在
し
て
い
る
と
主
張
す
る
言
動
物
部
分
論
」
第
三
巻
第
四
章

ａ
急
冨
属
巴
、
「
動
物
誌
」
第
一
巻
第
十
七
章
（
お
ｇ
こ
‐
圏
）
、
『
動
物
誌
」
第
三
巻
第
三
章
（
臼
留
国
‐
韻
二
。
ガ
レ
ノ
ス
自
身
は
第

三
心
室
の
存
在
を
認
め
ず
、
体
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
心
室
の
数
が
決
ま
る
と
い
う
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
議
論
を
否
定
し
て
い
る
書
身

体
諸
部
分
の
有
用
性
』
第
六
巻
第
九
章
、
『
解
剖
技
法
』
第
七
巻
第
十
章
）
。
こ
の
部
分
に
お
い
て
も
ガ
レ
ノ
ス
は
第
三
心
室
の
存
在

は
認
め
て
お
ら
ず
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
見
解
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

（
９
‐
２
）
脊
髄
旨
昌
Ｂ
２
》
目
①
号
冒
．

（
９
‐
３
）
膜
亘
言
掃
．
日
①
日
耳
目
四
．

（
９
‐
４
）
カ
ロ
テ
ィ
ス
の
、
頸
動
脈
の
六
眉
目
ａ
段
．
８
８
臣
の
の
ｌ
カ
ロ
テ
ィ
ス
、
頸
動
脈
六
月
（
旨
侭
．
８
３
房
の
派
生
語
。
も
と

は
昏
睡
さ
せ
る
も
の
と
い
う
意
味
。
頚
動
脈
を
圧
迫
す
る
と
失
神
す
る
こ
と
か
ら
由
来
す
る
。

（
９
‐
５
）
網
状
織
物
六
月
目
○
肩
ｌ
ガ
レ
ノ
ス
が
発
見
し
た
脳
の
動
脈
の
網
状
構
造
。
ラ
テ
ン
語
訳
国
の
ョ
冨
巨
の
は
、
精
妙
な
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第
一
○
章

（
Ⅲ
，
ｌ
）

既
に
述
べ
ら
れ
た
も
の
（
、
動
静
脈
）
の
他
に
、
受
胎
さ
れ
た
も
の
［
胎
児
］
で
、
胎
盤
そ
の
も
の
の
上
に
動
脈
と
静
脈
（
識
Ⅱ
膳
動

静
脈
）
が
あ
り
、
そ
れ
は
子
宮
の
上
に
あ
る
も
の
〈
鶴
Ⅱ
内
腸
骨
動
脈
）
の
末
端
か
ら
、
伸
び
て
く
る
。
こ
れ
ら
（
」
左
右
の
血
管
）
が
、

お
た
が
い
に
歩
み
寄
っ
て
、
再
ぴ
お
た
が
い
に
向
か
い
合
っ
て
、
そ
れ
ら
の
血
管
か
ら
結
果
と
し
て
膳
の
と
こ
ろ
で
血
管
の
対
が
で
き

る
。
し
か
し
膀
胱
を
取
り
囲
む
動
脈
（
鶴
Ⅱ
膳
動
脈
）
は
、
腰
部
に
向
か
っ
て
伸
び
る
動
脈
（
綴
Ⅱ
腹
大
動
脈
）
に
向
か
い
、
さ
ら
に
ま

（
、
‐
２
）

た
脚
へ
と
伸
び
る
動
脈
（
ゞ
外
腸
骨
動
脈
と
し
て
）
に
同
様
に
（
向
か
っ
て
お
り
）
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
少
し
前
に
述
べ
た
。

（
川
‐
３
）

他
の
静
脈
た
ち
が
、
膳
か
ら
の
も
の
（
磯
Ⅱ
膳
静
脈
）
の
最
初
の
枝
の
と
こ
ろ
に
合
体
し
て
、
一
本
の
大
き
な
も
の
（
鶴
Ⅱ
静
脈
管
）
が

肝
臓
の
弩
入
の
と
こ
ろ
で
完
成
し
、
静
脈
の
門
（
饗
Ⅱ
下
大
静
脈
へ
の
流
入
部
）
に
近
い
と
こ
ろ
ま
で
運
ば
れ
る
。
こ
の
静
脈
（
鰯
Ⅱ
膳
静
脈
）

は
、
動
脈
を
伴
わ
ず
、
そ
れ
の
後
は
す
べ
て
大
静
脈
で
あ
る
。
肝
臓
の
膨
隆
部
（
ゞ
後
面
）
を
通
っ
て
来
た
も
の
（
鶴
Ⅱ
大
静
脈
）
は
、
そ

ヘ
ハ
〕
〕
１
勺
’
且
）

〆
１
６
Ｊ
、

（
９
‐
皿
）

〆

（
９
‐
７
）
腹
腔
動
脈
と
上
腸
間
膜
動
脈
が
共
通
幹
を
作
る
変
異
を
報
告
し
て
い
る
。

（
９
‐
８
）
肝
動
脈
が
上
腸
間
膜
動
脈
か
ら
起
こ
る
変
異
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
。

（
９
‐
９
）
腹
大
動
脈
の
下
端
部
が
、
下
大
静
脈
の
下
端
部
に
重
な
る
と
こ
ろ
を
述
べ
て
い
る
。

網
の
意
味
で
あ
る
。
怪
網
と
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
る
。
四
肢
動
物
の
海
綿
静
脈
洞
の
中
で
内
頚
動
脈
が
複
数
に
分
か
れ
、
再
び
合
流
し

て
一
本
に
な
る
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
人
間
に
は
見
ら
れ
な
い
。

（
９
‐
６
）
の
○
閉
の
英
語
訳
の
訳
注
で
は
、
網
状
織
物
を
ウ
ィ
リ
ス
の
大
脳
動
脈
輪
と
、
二
本
の
動
脈
を
大
・
中
大
脳
動
脈
と
誤
っ
て
解

釈
し
て
い
る
。

胎
児
普
唐
ｇ
三
国
５

こ
め
か
み
月
日
§
Ｒ
ゞ
訂
ｇ
ｇ
ｍ
Ｉ
強
打
す
る
層
Ｃ
愚
ｅ
か
ら
派
生
し
た
語
。
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れ
に
平
行
す
る
動
脈
を
、
そ
の
場
所
（
・
肝
臓
の
膨
隆
部
）
か
ら
腰
部
に
至
る
ま
で
、
一
本
も
持
っ
て
い
な
い
。
同
様
に
、
（
八
二
五
）
喉

に
至
る
ま
で
運
ば
れ
て
い
く
も
の
も
（
・
平
行
す
る
動
脈
を
持
た
な
い
）
。
肝
臓
の
膨
隆
部
か
ら
や
っ
て
く
る
他
の
静
脈
（
鶴
Ⅱ
下
横
隔
静
脈
）

も
、
平
行
す
る
動
脈
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
様
子
は
横
隔
膜
を
通
り
抜
け
る
も
の
（
謡
Ⅱ
大
静
脈
）
と
同
様
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
肝
臓
の

（
川
‐
４
）

空
洞
か
ら
出
て
そ
れ
を
通
り
抜
け
る
と
私
は
述
べ
た
。
さ
ら
に
胸
郭
を
養
っ
て
い
る
静
脈
（
鶴
Ⅱ
奇
静
脈
）
は
、
サ
ル
に
お
い
て
は
心
臓
の

上
方
か
ら
生
じ
て
く
る
と
私
は
述
べ
た
が
、
動
脈
を
伴
わ
ず
に
腰
部
か
ら
伸
び
て
く
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
き
さ
に
お
い
て
こ
れ
に
劣
ら
な
い
も
の
（
鴨
Ⅱ
僥
側
皮
静
脈
）
を
、
わ
た
し
は
オ
ミ
ア
イ
ァ
と
名
付
け
る
と
言
っ
た
が
、
そ
れ
は
そ

の
す
べ
て
の
枝
に
わ
た
っ
て
、
動
脈
を
伴
っ
て
い
な
い
が
、
た
だ
一
つ
の
例
外
（
、
動
脈
を
伴
う
）
は
、
肘
の
関
節
に
起
始
を
持
つ
と

（
叩
‐
５
）

私
が
述
べ
た
も
の
で
、
腋
窩
を
通
る
も
の
（
綴
Ⅱ
腋
窩
静
脈
）
と
同
様
に
深
部
に
伸
び
て
い
る
。
ま
こ
と
に
た
だ
二
本
（
綴
Ⅱ
僥
骨
静
脈

と
尺
骨
静
脈
）
だ
け
が
、
前
腕
の
深
部
を
通
っ
て
動
脈
と
共
に
運
ば
れ
、
前
腕
の
表
面
に
あ
る
他
の
も
の
は
全
て
（
“
動
脈
を
）
伴
わ

な
い
。
三
本
か
四
本
の
も
の
が
、
腋
窩
を
通
る
も
の
〈
鋳
Ⅱ
腋
窩
静
脈
）
か
ら
伸
び
る
、
と
私
は
前
に
述
べ
た
が
、
こ
れ
ら
よ
り
大
き
な

（
Ⅲ
‐
６
）

他
の
も
の
が
、
（
、
僥
側
皮
静
脈
と
尺
側
皮
静
脈
の
）
両
者
か
ら
伸
び
て
い
る
。
（
八
二
六
）
そ
れ
ぞ
れ
の
腕
の
す
べ
て
の
（
”
表
面
に
あ

る
）
静
脈
は
、
平
行
す
る
動
脈
を
持
た
な
い
が
、
た
と
え
ば
腕
の
骨
を
包
み
込
む
静
脈
が
そ
れ
よ
り
後
ろ
の
部
分
全
体
に
わ
た
っ
て
（
ゞ
動

脈
を
持
た
ず
）
、
そ
れ
に
続
い
て
皮
膚
の
下
に
運
ば
れ
、
隆
起
（
鯵
Ⅱ
肘
頭
、
外
側
上
穎
、
内
側
上
顎
）
を
回
っ
て
前
腕
に
至
る
も
の
も

（
ゞ
動
脈
を
持
た
な
い
）
。
こ
れ
（
綴
Ⅱ
腕
の
皮
下
の
静
脈
）
は
、
ま
た
そ
の
す
べ
て
の
枝
も
、
動
脈
を
伴
わ
な
い
。
同
様
に
表
面
の
頸
静

脈
も
、
そ
れ
自
身
の
枝
に
（
ゞ
動
脈
を
伴
わ
な
い
）
。

頸
の
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の
は
み
な
（
饗
Ⅱ
前
頸
静
脈
、
外
頚
静
脈
）
、
そ
し
て
肩
甲
骨
に
向
か
っ
て
伸
び
て
い
く
限
り
の
も
の
た
ち
、

そ
し
て
そ
れ
ら
の
（
”
静
脈
の
）
根
元
に
あ
っ
て
鎖
骨
の
近
く
に
向
か
っ
て
分
散
し
て
い
る
と
述
べ
た
限
り
の
小
さ
な
も
の
、
こ
れ
ら

は
す
べ
て
動
脈
を
伴
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
顔
の
中
と
頭
に
あ
る
静
脈
は
、
そ
の
数
が
非
常
に
多
い
が
、
そ
の
中
で
少
数
の
も
の
が
動

脈
を
伴
い
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
こ
め
か
み
の
上
と
耳
の
後
ろ
の
部
分
の
皮
膚
の
下
の
と
こ
ろ
で
、
（
ゞ
浅
側
頭
動
脈
が
あ
る
と
）
詳
し
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要
約
す
る
な
ら
、
表
層
で
皮
膚
の
下
に
お
い
て
は
、
背
中
に
も
脇
腹
に
も
胸
郭
全
体
に
も
下
肋
部
に
も
、
そ
れ
（
雀
Ⅱ
皮
下
の
静
脈
）

に
付
属
す
る
動
脈
は
、
（
八
二
七
）
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
下
肋
部
か
ら
下
に
降
り
る
も
の
（
鐙
Ⅱ
静
脈
）
は
、
上
に
昇

っ
て
く
る
も
の
（
縁
Ⅱ
静
脈
）
と
結
合
す
る
と
、
私
は
述
べ
た
が
、
表
面
〈
・
胸
腹
壁
静
脈
、
浅
腹
壁
静
脈
）
で
は
平
行
す
る
動
脈
を
一

本
も
持
た
ず
、
た
だ
し
（
、
上
下
の
も
の
が
結
合
す
る
と
述
べ
た
）
深
部
に
お
い
て
真
直
ぐ
な
筋
（
篭
Ⅱ
腹
直
筋
）
の
内
部
を
通
る
も
の

は
、
た
し
か
に
（
“
平
行
す
る
動
脈
を
）
持
っ
て
い
る
が
、
表
面
に
あ
る
も
の
は
（
・
平
行
す
る
動
脈
を
）
や
は
り
持
た
な
い
の
と
同
様

で
あ
る
。
し
か
し
深
部
を
通
る
も
の
た
ち
の
中
で
、
上
（
鶴
Ⅱ
頸
の
あ
た
り
）
か
ら
下
っ
て
く
る
も
の
（
謡
Ⅱ
内
胸
静
脈
）
は
平
行
す
る

動
脈
を
持
つ
。
し
か
し
下
方
に
下
っ
て
く
る
も
の
で
、
上
方
に
上
っ
て
来
る
も
の
と
結
合
す
る
も
の
（
綴
Ⅱ
胸
腹
壁
静
脈
）
は
、
（
、
平

行
す
る
）
動
脈
を
持
た
ず
、
そ
れ
は
腸
た
ち
か
ら
腺
た
ち
（
燭
Ⅱ
膵
臓
な
ど
）
に
向
か
う
も
の
（
鶴
Ⅱ
門
脈
）
と
同
様
で
あ
る
。

（
Ⅲ
‐
７
）

同
様
に
聖
な
る
骨
［
仙
骨
］
の
あ
た
り
の
も
の
（
鶴
Ⅱ
内
腸
骨
静
脈
の
枝
）
の
中
で
、
筋
に
向
か
う
も
の
（
鶴
Ⅱ
上
殿
・
下
殿
・
腸
腰
・

閉
鎖
静
脈
）
だ
け
が
平
行
す
る
動
脈
を
持
ち
、
他
の
も
の
（
畿
Ⅱ
骨
盤
内
臓
に
行
く
静
脈
）
は
ど
れ
も
（
・
平
行
す
る
動
脈
を
持
た
）
な

い
。
恥
部
の
あ
た
り
に
あ
る
静
脈
（
・
Ⅱ
大
腿
静
脈
の
起
始
部
）
は
、
筋
の
外
に
運
ば
れ
て
き
て
枝
（
繕
Ⅱ
浅
腹
壁
静
脈
、
浅
腸
骨
回
旋

静
脈
）
を
も
つ
こ
と
を
す
で
に
述
べ
た
が
、
そ
れ
ら
は
（
“
平
行
す
る
）
動
脈
を
持
た
ず
、
そ
の
様
子
は
腿
の
あ
た
り
の
も
の
（
鱸
Ⅱ
大

伏
在
静
脈
）
が
、
脛
の
皮
膚
の
下
に
あ
る
の
と
同
様
で
あ
る
（
鶴
Ⅱ
動
脈
を
持
た
な
い
）
。
そ
し
て
そ
の
場
所
で
、
大
き
な
静
脈
で
毛
髪

の
太
さ
の
枝
を
出
す
も
の
で
、
（
八
二
八
）
膝
窩
の
少
し
前
に
お
い
て
枝
を
出
す
も
の
で
、
枝
と
と
も
に
深
部
を
通
る
も
の
（
綴
Ⅱ
膝
窩

静
脈
）
は
、
上
に
乗
る
動
脈
を
持
つ
。
皮
膚
に
上
っ
て
い
く
限
り
の
も
の
（
緯
Ⅱ
皮
静
脈
）
は
、
ど
れ
も
平
行
す
る
動
脈
を
持
た
な
い
。

こ
れ
ら
が
動
脈
を
も
た
な
い
静
脈
た
ち
（
“
に
関
す
る
記
述
）
で
あ
る
。

静
脈
を
伴
わ
な
い
動
脈
、
す
な
わ
ち
動
物
で
受
胎
中
の
も
の
（
鶴
Ⅱ
胎
児
）
の
膀
胱
を
取
り
巻
い
て
い
る
も
の
（
鵠
Ⅱ
膳
動
脈
）
が
あ

る
が
、
そ
れ
ら
は
膳
か
ら
運
ば
れ
る
と
私
は
述
べ
た
が
、
大
部
分
が
腰
部
の
動
脈
（
響
Ⅱ
腹
大
動
脈
）
へ
と
向
か
い
、
ほ
ぼ
そ
の
辺
り
に

く
説
明
し
た
。



第52巻第2号（2㈹6）日本医史学雑誌257

向
か
う
が
二
つ
に
分
か
れ
て
（
・
総
腸
骨
動
脈
に
な
り
）
、
そ
れ
ぞ
れ
の
（
ゞ
脚
の
）
付
け
根
に
、
そ
れ
自
身
の
脚
に
配
分
さ
れ
る
と
、

（
川
’
８
）

私
は
述
べ
た
。
し
か
る
に
大
き
な
動
脈
か
ら
く
る
出
る
も
の
で
、
動
脈
の
形
を
し
た
静
脈
（
鶴
Ⅱ
肺
動
脈
）
に
伸
び
て
い
る
も
の
（
鶴
Ⅱ

動
脈
管
）
が
あ
り
、
動
物
の
ま
だ
受
胎
中
の
も
の
（
際
Ⅱ
胎
児
）
で
は
、
伸
び
だ
す
も
の
も
あ
れ
ば
受
け
取
る
も
の
も
あ
り
（
・
上
流
と

下
流
が
区
別
で
き
ず
）
、
そ
の
実
質
に
よ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
用
途
に
応
じ
て
、
動
物
の
受
胎
中
の
も
の
に
は
こ
の
動
脈
（
鶴
Ⅱ
動

脈
管
）
が
あ
り
、
単
独
で
静
脈
を
伴
わ
ず
に
そ
れ
自
身
で
延
び
て
い
る
。

静
脈
を
伴
わ
な
い
他
の
動
脈
は
、
動
物
の
胎
児
の
み
な
ら
ず
、
成
長
し
た
動
物
に
も
あ
り
、
（
”
そ
れ
ら
の
第
一
は
）
心
臓
か
ら
出
て
、

太
く
、
胸
郭
の
第
五
椎
骨
に
く
る
も
の
（
霞
Ⅱ
大
動
脈
弓
）
、
（
八
二
九
）
別
の
（
・
第
二
の
）
喉
に
上
っ
て
く
る
も
の
（
鋳
Ⅱ
腕
頭
動
脈
、

左
総
頸
動
脈
、
左
鎖
骨
下
動
脈
の
基
部
）
、
そ
し
て
第
三
の
も
の
（
籍
Ⅱ
左
鎖
骨
下
動
脈
）
は
、
肩
甲
骨
と
左
の
腋
窩
に
行
く
と
私
が
述

べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
（
、
動
脈
の
）
そ
れ
ぞ
れ
は
、
相
当
（
“
の
距
離
を
）
単
独
で
静
脈
を
伴
わ
ず
に
運
ば
れ
、
第
一
に
は
第

五
の
椎
骨
に
向
か
う
も
の
（
鵠
Ⅱ
大
動
脈
弓
）
が
、
そ
れ
（
綴
Ⅱ
第
五
胸
椎
）
に
よ
っ
て
固
定
さ
れ
る
ま
で
（
・
静
脈
を
伴
わ
ず
）
、
ま
た

喉
首
に
向
か
う
も
の
（
鋳
Ⅱ
腕
頭
動
脈
と
総
頸
動
脈
）
が
、
胸
腺
の
位
置
に
い
た
る
ま
で
（
ゞ
静
脈
を
伴
わ
ず
）
、
左
の
腋
窩
に
向
か
う

も
の
（
澪
Ⅱ
左
鎖
骨
下
動
脈
）
は
、
第
一
の
肋
骨
に
近
づ
く
ま
で
（
※
静
脈
を
伴
わ
な
い
）
・

静
脈
を
伴
わ
な
い
動
脈
は
、
頚
動
脈
か
ら
上
に
い
く
も
の
（
繍
Ⅱ
内
頚
動
脈
）
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
に
一
本
ず
つ
あ
っ
て
、
網

状
織
物
（
綴
Ⅱ
怪
網
、
内
頸
動
脈
の
海
綿
静
脈
洞
部
）
に
向
か
う
。
そ
れ
ぞ
れ
（
ゞ
動
脈
に
）
固
有
の
孔
（
籍
Ⅱ
頚
動
脈
管
）
が
あ
り
、

そ
れ
と
は
離
れ
た
孔
（
鶏
Ⅱ
頸
静
脈
孔
）
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
通
っ
て
頸
の
端
に
あ
る
も
の
（
霧
Ⅱ
内
頸
静
脈
）
が
大
脳
に
ま
で
上
る
と
私
は

述
べ
た
。
し
か
し
網
状
織
物
は
、
静
脈
を
持
た
ず
、
そ
こ
か
ら
槽
（
識
Ⅱ
脳
室
）
に
運
び
上
げ
ら
れ
る
も
の
（
鋳
Ⅱ
前
大
脳
動
脈
）
は
そ
の
通

（
川
‐
リ
）

路
に
平
行
す
る
静
脈
を
何
も
持
た
ず
、
そ
れ
が
分
裂
を
始
め
る
ま
で
は
〈
・
平
行
す
る
静
脈
を
持
た
ず
）
、
そ
し
て
隔
膜
（
郷
Ⅱ
透
明
中
隔
）

に
向
か
う
も
の
（
齢
Ⅱ
中
大
脳
動
脈
）
も
、
静
脈
の
端
と
出
会
う
ま
で
は
（
・
平
行
す
る
静
脈
を
持
た
ず
）
、
（
八
三
○
）
そ
れ
（
ゞ
脳
の

静
脈
）
が
、
大
静
脈
か
ら
分
か
れ
て
そ
れ
ら
に
向
か
う
と
前
に
述
べ
た
。
そ
れ
（
霧
Ⅱ
脳
の
動
脈
）
は
、
平
行
す
る
静
脈
を
持
た
な
い
が
、
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そ
れ
は
肝
臓
や
胃
や
脾
臓
や
腸
に
向
か
う
枝
の
始
め
の
も
の
（
鶏
Ⅱ
腹
腔
動
脈
、
上
腸
間
膜
動
脈
、
下
腸
間
膜
動
脈
）
と
同
様
で
あ
り
、

分
裂
を
始
め
る
ま
で
は
、
こ
れ
ら
に
平
行
す
る
静
脈
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
皿
‐
１
）
受
胎
さ
れ
た
も
の
、
胎
児
を
意
味
す
る
。

（
皿
‐
２
）
膳
動
脈
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
胎
盤
・
膳
か
ら
総
腸
骨
動
脈
の
方
向
を
想
定
し
て
い
る
。

（
皿
‐
３
）
膳
言
言
冒
の
上
白
巨
言
屋
の
．

一
、
門
脈
の
枝

ガ
レ
ノ
ス
は
『
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
に
つ
い
て
」
の
第
一
章
で
、
門
脈
の
枝
が
七
本
あ
る
と
述
べ
、
そ
の
枝
を
順
に
述
べ
て
い
る
。

『
解
剖
手
技
」
の
第
一
三
巻
の
第
二
章
で
も
、
門
脈
の
枝
を
順
番
に
記
述
し
て
い
く
が
、
第
五
番
の
枝
の
後
で
門
脈
の
枝
が
小
腸
に
分
布

（
皿
‐
４
）
第
二
章
。

（
叩
‐
７
）
聖
な
る
骨
、

語
訳
吊
印
胃
昌
日

（
叩
‐
８
）
第
一
○
章
。

（
３
‐
川
）

（
叩
‐
５
）
曾
協
の
英
語
訳
の
訳
注
で
は
、
腋
窩
を
通
る
も
の
を
尺
側
皮
静
脈
と
誤
っ
て
同
定
し
て
い
る
。
第
三
章
の
訳
注
を
参
照

（
皿
‐
６
）
前
腕
の
深
部
に
あ
る
僥
骨
静
脈
と
尺
骨
静
脈
が
、
上
腕
の
皮
下
に
あ
る
榛
側
皮
静
脈
の
枝
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
。
実
際

に
は
、
僥
骨
静
脈
と
尺
骨
静
脈
は
、
上
腕
の
深
部
を
通
る
上
腕
静
脈
の
枝
で
あ
る
。

（
叩
‐
７
）
聖
な
る
骨
、
仙
骨
一
ｇ
ｇ
Ｃ
ｑ
８
ご
く
ｌ
形
容
詞
月
Ｒ
に
は
、
強
い
と
い
う
意
味
と
聖
な
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
ラ
テ
ン

語
訳
吊
印
胃
昌
日
は
、
聖
な
る
骨
を
意
味
す
る
。

（
皿
‐
９
）
隔
膜

考
察

要
員
ｅ
の
負
署
員
》
＆
煙
ロ
ゴ
汽
蝉
四
国
煙



日本医史学雑誌第52巻第2号（2006）259

し
に
分
岐
し
て
終
わ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
枝
の
数
は
や
は
り
七
本
に
な
る
。
記
述
さ
れ
て

い
る
枝
の
記
述
も
、
両
者
の
間
で
一
致
す
る
（
表
１
）
・

現
在
の
解
剖
学
で
は
、
門
脈
に
は
大
き
く
三
本
の
枝
の
枝
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
細
か

い
枝
が
分
か
れ
る
と
と
ら
え
る
。
脾
静
脈
、
上
腸
間
膜
静
脈
、
下
腸
間
膜
静
脈
で
あ
る
。
下
腸

間
膜
静
脈
は
脾
静
脈
に
注
ぐ
こ
と
も
、
上
腸
間
膜
静
脈
に
注
ぐ
こ
と
も
あ
る
。
回
結
腸
静
脈
は
、

上
腸
間
膜
静
脈
の
終
枝
で
あ
る
。
ガ
レ
ノ
ス
は
、
肝
門
か
ら
回
結
腸
静
脈
に
至
る
ま
で
を
門
脈

の
主
幹
と
考
え
、
そ
こ
か
ら
分
か
れ
る
枝
を
重
視
す
る
独
特
の
と
ら
え
方
を
し
て
い
る
。

肝
門
か
ら
回
結
腸
静
脈
ま
で
を
門
脈
の
主
幹
と
す
る
ガ
レ
ノ
ス
の
と
ら
え
方
は
、
ア
ヴ
ィ
セ

ン
ナ
と
モ
ン
デ
ィ
ー
ノ
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
た
だ
し
枝
の
数
と
種
類
は
、
ガ
レ
ノ
ス
と

（
鋤
）
（
訓
）

異
な
る
。
ア
ヴ
ィ
セ
ン
ナ
の
『
医
学
典
範
』
と
モ
ン
デ
ィ
ー
ノ
の
『
解
剖
学
」
で
は
、
門
脈

の
枝
を
八
本
と
す
る
が
、
そ
の
う
ち
二
本
が
小
さ
く
、
六
本
が
大
き
い
。
そ
の
六
本
の
第
一
は

胃
壁
の
外
層
に
分
布
す
る
静
脈
、
第
二
は
脾
静
脈
、
第
三
は
下
腸
間
膜
静
脈
、
第
四
は
右
胄
結

腸
静
脈
、
第
五
は
結
腸
と
そ
の
周
辺
へ
の
静
脈
、
第
六
は
空
腸
と
回
腸
へ
の
静
脈
で
あ
る
。
ガ

（
蛇
）

レ
ノ
ス
の
記
述
と
分
布
が
微
妙
に
ず
れ
る
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
。

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
の
中
で
、
門
脈
が
左
と
右
の
主
枝
に
分
か
れ
る
と
記
述

（
郷
）
（
脚
）
（
流
）

し
て
い
る
。
そ
の
記
述
は
、
『
解
剖
学
図
譜
』
と
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
の
門
脈
の
解
剖
図
と
よ
く

一
致
す
る
。
肝
臓
か
ら
下
っ
て
き
た
太
い
門
脈
は
、
脾
臓
に
向
か
う
太
い
枝
（
脾
静
脈
）
と
さ

ら
に
下
行
す
る
太
い
枝
（
上
腸
間
膜
静
脈
）
に
二
分
岐
す
る
。
脾
静
脈
の
途
中
か
ら
下
に
向
か

う
や
や
太
い
枝
（
左
胄
大
網
静
脈
）
や
胄
底
に
向
か
う
枝
（
短
胄
静
脈
）
が
分
か
れ
て
い
る
。

｢静脈と動脈の解剖について』で同定された門脈とその枝の記述表1 ガレノス

肝門から胃腸に下りてくる。

門脈の第1の枝、胃の弩入部に運ばれる。

門脈の第2の枝、脾臓に運ばれる。

脾静脈の枝、胃の弩入部に運ばれる。

脾静脈の枝、脾臓の上部から胃の大弩に運ばれる。

脾静脈の枝、脾臓の下部から大網の左部に運ばれる。

門脈の第3の枝、左側の大腸に分布し骨盤に至る。

門脈の右側の枝、附門の横から大網の右部に運ばれる。

門脈の右側の枝、右側の大腸に分布する。

門脈の主枝、空腸と回腸に順に枝を出す。

門脈の終枝、盲腸と虫垂に分布する。

脈
脈
脈
脈

静
静
静
脈
静
脈

脈
脈
脈
網
膜
網
静
膜
静

静
脈
静
静
大
間
大
腸
間
腸

脈
胄
静
胄
胄
胃
腸
冑
結
腸
結

門
右
脾
左
短
左
下
右
右
上
回
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動
脈
と
静
脈
の
区
別
に
つ
い
て
、
現
在
の
解
剖
学
で
は
、
動
脈
は
心
臓
か
ら
拍
出
さ
れ
た
血
液
を
通
し
、
血
圧
が
高
く
、
拍
動
が
あ

り
、
壁
が
厚
い
も
の
、
静
脈
は
全
身
か
ら
心
臓
に
戻
す
血
液
を
通
し
、
血
圧
が
低
く
、
拍
動
が
な
く
、
壁
が
薄
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

お
り
、
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
」

（
洲
）

室
口
を
示
し
て
い
る
。

二
、
静
脈
と
動
脈
の
区
別

ガ
レ
ノ
ス
の
解
剖
学
に
お
け
る
動
脈
と
静
脈
は
、
現
在
の
解
剖
学
に
お
け
る
動
脈
と
静
脈
と
、
か
な
り
の
部
分
が
一
致
す
る
が
、
食

い
違
っ
て
い
る
部
分
も
あ
り
、
注
意
を
要
す
る
。

ガ
レ
ノ
ス
に
お
け
る
静
脈
系
は
、
肝
臓
の
空
洞
（
下
大
静
脈
が
肝
臓
の
後
面
に
入
り
込
ん
で
い
る
部
分
）
か
ら
始
ま
り
、
こ
こ
か
ら

上
方
と
下
方
に
大
静
脈
が
伸
び
る
。
『
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
に
つ
い
て
」
の
第
二
章
で
は
、
「
（
”
大
静
脈
は
）
肝
臓
か
ら
（
”
上
下
）
両

側
に
突
き
出
し
、
一
方
で
は
横
隔
膜
か
ら
上
方
へ
心
臓
に
向
か
っ
て
運
ば
れ
、
他
方
で
は
下
方
へ
曲
が
り
な
が
ら
脊
柱
に
沿
っ
て
下
に

伸
び
、
」
と
述
べ
て
い
る
。
現
在
の
右
心
房
は
、
ガ
レ
ノ
ス
で
は
大
静
脈
の
一
部
と
み
な
さ
れ
、
心
室
の
み
が
心
臓
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

右
心
室
か
ら
肺
に
伸
び
る
肺
動
脈
は
、
静
脈
系
の
一
部
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
に
も
引
き
継
が
れ
て

お
り
、
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
の
静
脈
系
の
図
で
は
、
右
心
房
が
大
静
脈
の
一
部
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
開
い
た
大
き
な
孔
は
右
房

上
腸
間
膜
静
脈
は
い
く
つ
も
の
枝
に
分
散
す
る
。
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
で
は
、
上
腸
間
膜
静
脈
の
左
端
の
枝
が
直
腸
に
ま
で
達
し
て
い
る

（
柵
）

（
下
腸
間
膜
静
脈
）
。
こ
の
図
柄
は
、
現
代
の
解
剖
学
の
知
見
に
よ
く
一
致
し
て
お
り
、
ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
門
脈
～
回
結
腸
静
脈
を
軸
と

す
る
と
ら
え
方
と
は
一
致
し
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
解
剖
学
図
譜
」
で
は
門
脈
の
図
の
下
に
、
「
ガ
レ
ノ
ス
は
門
脈
の
七
本

（
”
）

の
主
要
な
枝
を
数
え
る
」
と
い
う
一
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
で
は
、
ガ
レ
ノ
ス
の
七
本
の
門
脈
枝
へ
の
言
及
は
消
え

て
し
ま
う
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
、
ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
門
脈
の
記
述
の
誤
り
を
修
正
し
た
が
、
そ
の
も
と
に
な
っ
た
解
剖
所
見
は
、
『
解
剖

学
図
譜
」
が
執
筆
さ
れ
た
一
五
三
八
年
よ
り
以
前
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
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は
一
六
二
八
年
の
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
に
よ
る
血
液
循
環
論
を
前
提
に
し
た
理
解
で
あ
る
。
血
液
が
循
環
し
な
い
ガ
レ
ノ
ス
説
に
基
づ
く
理
解

で
は
、
動
脈
と
静
脈
の
区
別
が
別
の
基
準
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
。

ガ
レ
ノ
ス
は
、
右
心
室
か
ら
肺
に
向
か
う
血
管
を
、
全
身
に
広
が
る
静
脈
系
の
一
部
と
見
な
し
て
い
る
が
、
壁
の
厚
さ
が
動
脈
の
よ
う
に

厚
い
こ
と
に
気
づ
い
て
い
る
。
『
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
に
つ
い
て
』
の
第
二
章
で
は
、
「
そ
の
（
・
心
臓
の
）
耳
か
ら
心
臓
の
右
の
大
き
な
空

洞
〈
鶴
Ⅱ
右
心
室
）
へ
と
、
そ
こ
か
ら
肺
へ
と
向
か
う
が
、
そ
れ
つ
Ⅱ
肺
動
脈
）
は
動
脈
と
同
じ
（
￥
性
質
の
）
外
套
を
持
っ
て
い
る
。
」

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
ガ
レ
ノ
ス
は
肺
か
ら
左
心
室
ま
で
の
血
管
を
、
動
脈
系
の
一
部
と
見
な
し
て
い
る
が
、
壁
の
厚
さ
が
静
脈
の
よ
う
に

薄
い
こ
と
に
気
づ
い
て
い
る
。
『
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
に
つ
い
て
』
の
第
九
章
で
は
、
「
こ
れ
ら
の
（
・
動
脈
の
）
始
ま
り
は
、
心
臓
の
左
の

空
洞
（
鵜
Ⅱ
左
心
室
）
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
一
本
の
（
・
壁
が
）
薄
く
て
一
重
の
被
膜
の
も
の
（
篝
Ⅱ
肺
静
脈
）
が
肺
に
向
か
っ
て
分
か
れ
出

て
お
り
、
ま
さ
に
静
脈
と
同
じ
よ
う
に
（
・
被
膜
が
一
枚
で
あ
る
）
。
し
か
し
他
の
も
の
（
僻
Ⅱ
大
動
脈
）
は
、
被
膜
が
二
重
で
〈
・
壁
の
）

厚
い
も
の
で
、
こ
れ
よ
り
ず
っ
と
大
き
く
、
す
べ
て
の
動
脈
の
根
元
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

ガ
レ
ノ
ス
か
ら
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
時
代
に
至
る
ま
で
、
精
気
を
含
む
脈
管
が
動
脈
で
あ
り
、
精
気
を
含
ま
な
い
脈
管
が
静
脈
で
あ
っ

た
。
現
在
の
肺
動
脈
は
、
ガ
レ
ノ
ス
で
は
静
脈
系
に
含
ま
れ
て
「
動
脈
性
静
脈
」
と
呼
ば
れ
、
現
在
の
肺
静
脈
は
、
ガ
レ
ノ
ス
で
は
動

脈
系
に
含
ま
れ
て
「
静
脈
性
動
脈
」
と
呼
ば
れ
た
。
『
解
剖
手
技
』
の
第
七
巻
の
第
五
章
で
は
、
「
三
つ
の
脈
管
が
肺
に
つ
な
が
っ
て
お

り
、
一
つ
は
左
心
室
か
ら
の
も
の
（
鋳
Ⅱ
肺
静
脈
）
で
「
静
脈
性
動
脈
」
と
呼
ば
れ
、
右
心
室
か
ら
の
も
の
（
醤
Ⅱ
肺
動
脈
）
は
「
動
脈

（
淵
｝

性
静
脈
」
と
呼
ば
れ
、
第
三
の
も
の
は
「
粗
面
の
動
脈
」
（
髪
Ⅱ
気
管
）
と
呼
ば
れ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
気
管
は
、
外
界
か
ら
の
精
気

を
通
す
た
め
に
動
脈
に
含
め
ら
れ
、
壁
に
軟
骨
が
あ
っ
て
で
こ
ぼ
こ
し
て
い
る
た
め
に
「
粗
面
の
動
脈
」
と
呼
ば
れ
た
。
ガ
レ
ノ
ス
の

用
語
と
現
在
の
用
語
を
比
較
す
る
（
表
２
）
。
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表2肺につながる動脈と静脈の用語

ガレノスの用語

動脈性静脈●雌叩"TT121(I)6n5,arteriosavena
静脈性動脈血唾nQ1α●入Eβ⑩6ng,arteriavenosa
粗面の動脈血Qm@1aTeUXEld,arterlaasPera

現在の用語

肺動脈artenapulmonaris

肺静脈venapulmonaris
気管trachea

右心～肺

肺～左心

喉頭～肺

三
、
全
身
の
静
脈

ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
静
脈
の
解
剖
学
記
述
に
は
、
き
わ
め
て
簡
略
で
暖
昧
な
と
こ
ろ
と
、
過
剰
な
ほ
ど
に
詳
細
な
と

こ
ろ
が
あ
る
。
こ
の
記
述
の
粗
密
の
状
況
は
、
『
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
学
」
、
『
解
剖
手
技
」
、
『
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
』

の
三
書
で
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
部
位
に
よ
っ
て
観
察
の
深
さ
が
異
な
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

お
お
む
ね
、
皮
下
の
静
脈
は
詳
細
に
記
述
さ
れ
、
深
部
の
静
脈
の
記
述
は
簡
略
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
ガ
レ
ノ
ス
は
、

皮
下
の
静
脈
に
つ
い
て
は
人
体
を
体
表
か
ら
観
察
し
、
深
部
の
静
脈
に
つ
い
て
は
解
剖
し
た
サ
ル
を
観
察
し
て
い
る
。

『
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
に
つ
い
て
」
で
は
、
「
と
り
わ
け
幅
広
い
静
脈
を
持
っ
て
い
る
人
々
に
つ
い
て
、
そ
の
（
、
皮

下
の
静
脈
の
）
外
観
を
よ
く
観
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
実
に
解
剖
さ
れ
る
サ
ル
に
お
い
て
も
、
人
間
と
の
間
に
外
観

の
正
確
な
類
似
が
見
ら
れ
る
。
」
（
第
三
章
）
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
人
体
と
サ
ル
で
静
脈
の
解
剖
が
一
致
す
る
こ

と
を
確
認
し
、
「
組
織
が
腐
敗
し
て
周
囲
の
皮
膚
の
下
の
部
位
が
す
っ
か
り
露
出
し
て
、
裸
の
静
脈
が
明
瞭
に
見
え
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
．
．
（
中
略
）
・
・
か
つ
て
ア
ジ
ア
（
蜜
Ⅱ
小
ア
ジ
ア
）
に
ア
ン
ト
ラ
ク
ス
が
蔓
延
し
た

と
き
に
、
そ
れ
を
目
撃
し
た
人
々
は
、
サ
ル
と
人
間
の
あ
い
だ
で
（
・
静
脈
が
）
正
確
に
類
似
す
る
こ
と
を
、
納
得

し
た
。
」
（
第
七
章
）
と
述
べ
て
い
る
。

ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
上
肢
と
下
肢
の
皮
静
脈
の
記
述
は
、
現
在
の
解
剖
学
の
理
解
と
食
い
違
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。

現
在
の
解
剖
学
で
は
、
動
脈
に
伴
行
す
る
深
静
脈
と
、
皮
下
を
走
る
皮
静
脈
を
区
別
し
、
両
者
は
特
定
の
部
位
で

交
通
す
る
と
考
え
る
。
皮
静
脈
の
大
き
な
も
の
と
し
て
、
上
肢
で
は
僥
側
皮
静
脈
と
尺
側
皮
静
脈
が
あ
り
、
下
肢

で
は
大
伏
在
静
脈
と
小
伏
在
静
脈
が
あ
る
。
ガ
レ
ノ
ス
で
も
こ
れ
ら
の
皮
静
脈
の
近
位
部
に
対
応
す
る
記
述
を
認

め
ら
れ
る
が
、
前
腕
と
下
腿
の
皮
静
脈
の
起
源
が
異
な
っ
て
い
る
。
ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
前
腕
の
皮
静
脈
は
三
本
あ

り
、
二
本
は
榛
側
皮
静
脈
と
尺
側
皮
静
脈
の
延
長
で
あ
る
が
、
中
央
の
も
の
は
僥
側
皮
静
脈
の
枝
と
腋
窩
静
脈
の
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枝
が
合
流
し
て
生
じ
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
腋
窩
静
脈
が
こ
こ
で
皮
静
脈
と
交
通
す
る
こ
と
は
な
い
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
、
『
解
剖

（
㈹
）
（
狐
｝

学
図
譜
」
で
は
ガ
レ
ノ
ス
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
図
解
し
て
い
る
が
、
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
で
は
ガ
レ
ノ
ス
の
こ
の
誤
り
を
訂
正
し
て
い
る
・

ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
下
腿
の
皮
静
脈
は
、
膝
窩
静
脈
か
ら
分
か
れ
た
三
本
の
枝
の
う
ち
の
二
本
で
、
大
伏
在
静
脈
と
小
伏
在
静
脈
の
走
行

に
一
致
す
る
。
大
伏
在
静
脈
が
大
腿
上
部
か
ら
下
腿
ま
で
続
く
と
こ
ろ
を
ガ
レ
ノ
ス
は
記
述
し
て
い
な
い
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
、
と
く

（
他
）

に
ガ
レ
ノ
ス
の
誤
り
に
言
及
せ
ず
に
大
伏
在
静
脈
の
正
し
い
記
載
と
図
解
を
『
解
剖
学
図
譜
」
と
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
で
し
て
い
る
・
し

（
棚
）

か
し
ガ
レ
ノ
ス
が
足
首
の
周
辺
に
あ
る
と
し
た
四
本
の
静
脈
に
つ
い
て
は
、
『
解
剖
学
図
譜
』
で
は
図
と
説
明
で
示
し
て
お
り
、
「
フ
ァ

ブ
リ
カ
」
で
は
俗
説
と
し
て
四
本
の
静
脈
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
根
拠
の
な
い
俗
説
で
あ
る
と
断
じ
て
お
り
、
ガ
レ
ノ
ス
を
間
接
的
に

（
側
）

批
判
し
て
い
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
上
肢
と
下
肢
の
静
脈
の
記
述
の
誤
り
を
指
摘
し
修
正
し
た
が
、
そ
の
元
に
な
っ

た
解
剖
所
見
は
、
「
解
剖
学
図
譜
』
が
執
筆
さ
れ
た
一
五
三
八
年
以
後
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ガ
レ
ノ
ス
の
解
剖
学
書
の
解
読
は
、

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
解
剖
学
と
そ
の
形
成
過
程
を
理
解
す
る
た
め
の
、
重
要
か
つ
不
可
欠
な
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
。

ガ
レ
ノ
ス
の
静
脈
の
記
述
が
と
く
に
暖
昧
な
の
は
、
腕
頭
静
脈
か
ら
大
き
な
枝
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
内
頸
静
脈
と
鎖
骨
下

静
脈
が
腕
頭
静
脈
の
二
分
岐
に
よ
っ
て
生
じ
る
こ
と
、
外
頚
静
脈
が
内
頸
静
脈
と
鎖
骨
下
静
脈
の
ど
ち
ら
か
か
ら
分
か
れ
る
こ
と
を
、

ガ
レ
ノ
ス
は
明
確
に
述
べ
て
い
な
い
。
こ
の
部
の
解
剖
が
と
く
に
難
し
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
部
を
観
察
す
る
に
は
、
ま
ず
鎖
骨
と

そ
れ
に
付
着
す
る
大
胸
筋
や
胸
鎖
乳
突
筋
な
ど
を
取
り
除
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
に
、
鎖
骨
の
周
囲
の
静
脈
が
し
ば
し
ば
損
傷
さ
れ
、

血
液
を
噴
き
出
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
止
め
る
の
は
容
易
で
は
な
く
、
作
業
が
台
無
し
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
点
と
、
適
切
な
解

剖
の
方
法
を
、
ガ
レ
ノ
ス
は
『
解
剖
手
技
』
第
一
三
巻
の
第
六
章
で
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
ガ
レ
ノ
ス
は
こ
の
部
で
新
し
い
発
見
を
し

た
こ
と
を
「
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
に
つ
い
て
」
の
第
七
章
で
、
「
一
般
に
、
大
静
脈
が
鎖
骨
の
手
前
（
・
下
方
）
で
分
裂
し
て
い
る
の
を
、

我
々
が
発
見
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
静
脈
（
綴
Ⅱ
腕
頭
静
脈
）
が
そ
れ
の
一
部
か
ら
伸
び
出
し
て
い
る
の
を
（
・
我
々
は
発
見
し
）
」
た
と
述

べ
て
い
る
。
さ
ら
に
腕
頭
静
脈
か
ら
鎖
骨
下
静
脈
と
総
頸
静
脈
が
分
か
れ
る
こ
と
を
、
正
確
に
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
『
解
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（
幅
）

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
の
中
で
、
ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
記
述
を
踏
襲
し
、
大
動
脈
が
不
均
等
に
二
分
岐
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

（
妬
）
（
〃
）

ま
た
『
解
剖
学
図
譜
」
と
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
の
全
身
動
脈
図
で
も
、
ガ
レ
ノ
ス
の
記
述
に
忠
実
に
そ
の
分
岐
の
形
を
描
い
て
い
る
。

ガ
レ
ノ
ス
が
『
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
に
つ
い
て
」
で
記
述
し
た
全
身
の
お
も
な
動
脈
を
、
表
５
に
示
す
。

ガ
レ
ノ
ス
は
、
静
脈
と
動
脈
が
伴
行
す
る
と
い
う
原
則
か
ら
外
れ
る
も
の
に
注
意
を
向
け
て
い
る
。
一
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
に
つ
い
て
」

の
第
一
○
章
で
は
、
動
脈
を
伴
わ
な
い
静
脈
の
例
と
、
静
脈
を
伴
わ
な
い
動
脈
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。

四
、
全
身
の
動
脈

ガ
レ
ノ
ス
が
『
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
に
つ
い
て
』
で
記
述
し
て
い
る
動
脈
は
、
静
脈
よ
り
も
は
る
か
に
少
な
い
。
こ
れ
は
、
動
脈
を

見
逃
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
く
、
記
述
す
る
意
味
が
な
い
と
し
て
省
略
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
静
脈
に
伴
行
す
る
動
脈
や
、
別

の
文
脈
で
述
べ
ら
れ
る
動
脈
よ
り
も
近
位
の
動
脈
が
、
記
述
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ガ
レ
ノ
ス
の
動
脈
の
記
述
で
は
、
大
動
脈
の
分
岐
様
式
の
記
述
が
、
現
在
の
解
剖
学
の
と
ら
え
方
と
違
っ
て
い
て
、
注
目
に
値
す
る
。

ガ
レ
ノ
ス
は
、
心
臓
か
ら
上
に
出
た
大
動
脈
が
不
均
等
に
二
分
岐
し
、
上
行
す
る
小
さ
な
主
枝
と
下
行
す
る
大
き
な
主
枝
に
分
か
れ
る
と
記

述
す
る
。
上
行
す
る
主
枝
に
は
、
現
在
の
解
剖
学
で
い
う
腕
頭
動
脈
、
左
総
頚
動
脈
、
左
鎖
骨
下
動
脈
の
三
本
、
す
な
わ
ち
大
動
脈
弓
か
ら

出
て
上
半
身
に
向
か
う
枝
が
含
ま
れ
る
。
最
終
的
に
総
頚
動
脈
と
鎖
骨
下
動
脈
が
左
右
に
で
き
る
と
い
う
点
で
共
通
す
る
が
、
途
中
の
分
岐

剖
手
技
』
第
一
三
巻
の
第
六
章
で
の
記
述
は
、
こ
の
大
き
な
静
脈
の
分
岐
パ
タ
ー
ン
が
あ
い
ま
い
で
、
と
く
に
内
頚
静
脈
の
起
始
が
述

べ
ら
れ
て
い
な
い
。
『
解
剖
手
技
」
の
第
一
二
～
一
五
巻
が
消
失
し
、
現
存
す
る
テ
キ
ス
ト
が
書
き
直
さ
れ
て
以
後
に
、
『
静
脈
と
動
脈

の
解
剖
に
つ
い
て
」
が
書
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

ガ
レ
ノ
ス
が
「
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
に
つ
い
て
」
で
記
述
し
た
全
身
の
お
も
な
静
脈
を
、
表
３
と
表
４
に
示
す
。

の
形
が
違
っ
て
い
る
。
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表3ガレノス「静脈と動脈の解剖について』に記述された上部のおもな静脈

大静脈(上部）肝臓から上方に伸びる。下大静脈の胸部、右心房、上大静脈を含む
右心耳心臓の右の耳。

右心室心臓の右の大きな空洞。

肺動脈右心室から肺へ向かう、動脈と同じ性質の壁。
冠状静脈心臓の外表面の非常に細い静脈。

奇静脈大静脈（上部）から出る一本の枝、背中を下行し肋間に分布。
腕頭静脈大静脈（上部）が頸近くで二分岐、鎖骨に向かって斜めに上行。
内胸静脈腕頭静脈の枝、胸郭の内側を下行する。

卜腹壁静脈内胸静脈の延長、腹直筋の中で下腹壁静脈と連絡。

最上肋間静脈静脈角近辺の枝、肋間の上部に分布。
?肩甲背静脈静脈角近辺の枝、肩甲骨あたりの筋に分布。
?深頸静脈静脈角近辺の枝、頸の深部の筋に分布。
椎骨静脈静脈角近辺の枝、六個の頸椎の横突孔を通り頭に至る。
鎖骨下静脈 腕頭静脈の主枝、腋窩に伸びる。
腋窩静脈

胸腹壁静脈腋窩静脈の枝、下行し下肋部の皮下に至る。
?肩甲回旋静脈腋窩静脈の枝、肩甲下筋と大円筋に分布。
上腕静脈腋窩静脈の主枝、腕全体に分岐。上肢の二本の大きな静脈の一つ。
上腕深静脈上腕静脈の枝、深部を通り上腕の後ろに出る。

尺側皮静脈腋窩静脈の大きな枝、斜めに皮下を下行し手首に至る。
榛側皮静脈オミアイアと呼ばれる枝、鎖骨から下行し、肘窩から手首に至る。
(前腕中央の皮静脈）前腕の皮下にある第二の大きな枝。上肢の二本の大きな静脈の一

腋窩静脈と僥側皮静脈の枝が合流してできる。前腕の皮下にある
最大の枝。

尺骨静脈上腕静脈と榛側皮静脈から二本に別れた低い方、手の中で小指側
に達する。

榛骨静脈上腕静脈と榛側皮静脈から二本に別れた高い方、手首の母指側で
背側に出てから手の母指側に達する。

内頚静脈腕頭静脈が二分岐した一つ、頸の深部を通り気管の近くにある。
頚静脈孔を通って頭蓋に入る。

外頚静脈鎖骨下静脈から出る枝、鎖骨に絡みつき頸の表面で左右に一本ず
つある。頸の皮下の二組の静脈のうちの一組。

前頸静脈頸の前面の皮下で左右がつながる枝、頸の皮下の二組の静脈のう
ちの一組。

？肩甲上静脈外頸静脈基部の枝、肩先まで上行しその近辺に分布。

？胸肩峰静脈外頚静脈基部の枝、大胸筋の深部を通り上腕上部に至る。
顔面静脈外頚静脈の枝、顔全体に分布。

浅側頭静脈外頚静脈の枝、耳の周りに分布。
後頭静脈外頸静脈の枝、頭に分布する。

翼突筋静脈叢頭と顎関節の場所にある静脈の吻合部、頭蓋内部の静脈と連絡。
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表4ガレノス『静脈と動脈の解剖について』に記述された下部のおもな静脈

大静脈（下部）

腎静脈

精巣（卵巣）静脈

腰静脈

総腸骨静脈

腸腰静脈

？内陰部静脈

上殿静脈

下殿静脈

子宮静脈

閉鎖静脈

下腹壁静脈

外陰部静脈

大腿静脈

大腿深静脈

浅腹壁静脈

？浅腸骨回旋静脈

外側大腿回旋静脈

大伏在静脈

肝臓から下方に伸びる、腰椎の下端部で左右に二分岐。
大静脈(下部)から出る最大の枝。腎臓に伸びる。

左は腎静脈から､右は大静脈(下部)からの枝｡下行して精巣(卵巣)に至る。
大静脈(下部)から椎骨ごとに出る枝、脇腹に至る。

大静脈(下部)から二分岐、斜めに下肢に向かう。

総腸骨静脈流域の枝、背部に向かい仙骨周囲の筋に分布。
総腸骨静脈流域の枝、骨盤底の筋に向かう。

総腸骨静脈流域の枝、骨盤の外に出て殿部の筋に分布。

総腸骨静脈流域の枝、子宮の下の部分に分布。

総腸骨静脈流域の枝、神経とともに閉鎖孔を抜けて内転筋群に分布。
総腸骨静脈流域の枝、腹直筋に沿って上行し内胸静脈の端と連絡。
総腸骨静脈流域の枝、筋より外にあり外陰部に分布。
総腸骨静脈の主枝、大腿の深部に入り膝に至る。
大腿静脈の枝、大腿の筋に分布。

大腿静脈の枝、皮下を魚径部から脇腹に向かう。胸腹壁静脈と連絡。
大腿静脈の枝、殿部の傍らの筋に向かう。

大腿静脈の枝、大腿の前面の筋に分布。

(大腿部)大腿静脈の枝、膝の表面まで分布。

(下腿部)膝窩静脈の外側の枝、内果に達し静脈切開に適する。
大腿静脈の主枝、膝窩を下行。

膝窩静脈の主枝、ふくらはぎの深部を下行。

膝窩静脈の外側の枝、腓骨の外側を通り足首の表面に至る。
足首の前面を通る。

膝窩静脈

後脛骨静脈

小伏在静脈

前脛骨静脈

動
脈
を
伴
わ
な
い
静
脈
の
例
と
し
て
は
、
ま
ず
胎

児
の
膳
静
脈
を
挙
げ
て
い
る
。
膳
か
ら
肝
臓
の
下
面

を
通
っ
て
下
大
静
脈
に
注
ぐ
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

皮
下
の
静
脈
は
一
般
に
動
脈
を
伴
わ
な
い
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。
さ
ら
に
深
部
の
静
脈
で
動
脈
を
伴
わ
な

い
も
の
を
列
挙
す
る
。
大
静
脈
、
奇
静
脈
、
門
脈
、

骨
盤
内
臓
へ
の
静
脈
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

静
脈
を
伴
わ
な
い
動
脈
の
例
と
し
て
は
、
ま
ず
胎

児
の
膳
動
脈
と
動
脈
管
を
挙
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

大
動
脈
と
そ
の
枝
の
基
部
に
言
及
し
て
い
る
。
総
頚

動
脈
で
は
胸
腺
の
位
置
ま
で
、
鎖
骨
下
動
脈
、
第
一

肋
骨
に
近
づ
く
ま
で
、
そ
し
て
腹
部
消
化
管
へ
の
動

脈
の
基
部
で
あ
る
。
ま
た
脳
に
向
か
う
動
脈
も
挙
げ

て
お
り
、
内
頚
動
脈
お
よ
び
そ
の
枝
と
し
て
前
・
中

大
脳
動
脈
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。

胎
児
の
血
管
に
つ
い
て
の
ガ
レ
ノ
ス
の
記
述
で
興

味
深
い
の
は
、
一
部
の
血
管
の
方
向
が
、
成
体
の
血

管
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
成
体
の
血
管
で

は
、
静
脈
は
肝
臓
を
中
心
と
し
て
、
動
脈
は
心
臓
を



267 日本医史学雑誌第52巻第2号（2㈹6）

表5ガレノス「静脈と動脈の解剖について」に記述されたおもな動脈

肺静脈

冠状動脈

大動脈

鎖骨下動脈

内胸動脈

最上肋間動脈

深頚動脈

椎骨動脈

胸肩峰動脈

総頚動脈

内頚動脈

下行大動脈

気管支動脈

肋間動脈

下横隔動脈

腹腔動脈

上腸間膜動脈

下腸間膜動脈

腎動脈

腰動脈

精巣(卵巣)動脈

総腸骨動脈

内腸骨動脈

膳動脈

大腿動脈

浅側頭動脈

後耳介動脈

焼骨動脈

尺骨動脈

大大脳動脈

中大脳動脈

左心室から出て肺に向かう、壁が薄くて一重。

心臓を輪になってめぐる。左は大きく心臓の大半を包み、右は心

臓の右側に。

心臓から出る大きな動脈、不均等な主枝に二分岐する。上行する

小さい主枝は大動脈弓から出る動脈群（腕頭動脈、左総頚動脈、

左鎖骨下動脈）からなり、下行する大きい主枝は大動脈の本幹に
あたる。

大動脈の上行する小さな主枝から分かれ、横走して肩甲骨と腋窩

に向かう。

鎖骨下動脈の枝、胸骨に向かい、枝を乳首に送る。

鎖骨下動脈の枝、胸郭の最初の肋骨に向かう。

鎖骨下動脈の枝、胸郭から出て脊椎の筋肉に分布。

鎖骨下動脈の枝、頸の六個の椎骨に向かう。

鎖骨下動脈の枝、肩甲骨肩先と腋窩に向かう。

大動脈の上行する小さな主枝から分かれ、内頸静脈とともに上行。

総頸動脈の主枝、頭蓋に入り怪網を作る。

大動脈の下行する大きな主枝、脊椎に沿って下行し仙骨に至る。

下端で二分岐

下行大動脈の枝、胸郭の中で気管に達する。

下行大動脈の枝、肋間と脊椎に分布。

下行大動脈の二本の枝、横隔膜に向かう。

下行大動脈の無対の枝、胃と脾臓と肝臓と向かう。

下行大動脈の枝、腹部内臓に向かう。腹腔動脈と共通幹を作るこ

とがある。

下行大動脈の枝、左の大腸に向かう。

下行大動脈の太い枝、腎静脈と並んで腎臓に入る。

下行大動脈の枝、腰静脈とともに脇腹に伸びる。

下行大動脈の枝、精巣（卵巣）静脈とともに睾丸（精巣と卵巣）
に至る。

下行大動脈から二分岐、下肢に向かう。

総腸骨動脈の枝、胎児で膳につながり、枝が仙骨付近の筋に向かう。

胎児で膳につながる。成体では中間部が膜状になる。

総腸骨動脈の主枝、静脈とともに大腿の深部に向かう。

こめかみで皮下にある動脈

耳の後方で皮下にある動脈

腕の先端で深部を通り、手の中で結びつく動脈。

内頚動脈の枝、脳室に向かう。

内頸動脈の枝、透明中隔に向かう。
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胎
児
の
肺
動
脈
幹
と
大
動
脈
弓
を
つ
な
ぐ
動
脈
管
は
、
一
六
世
紀
の
ボ
タ
ロ
Ｆ
目
色
ａ
○
冒
邑
さ
二
五
一
九
～
一
五
八
七
）
が
発

（
侭
）

見
し
た
と
し
ば
し
ば
言
わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
再
発
見
で
あ
る
・
ガ
レ
ノ
ス
が
『
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
に
つ
い
て
」
の
第
一
○
章
に
動

脈
管
と
判
断
さ
れ
る
記
述
が
あ
る
。
「
大
き
な
動
脈
か
ら
く
る
出
る
も
の
で
、
動
脈
の
形
を
し
た
静
脈
（
職
Ⅱ
肺
動
脈
）
に
伸
び
て
い
る

も
の
が
あ
り
」
、
「
動
物
の
受
胎
中
の
も
の
に
は
こ
の
動
脈
（
醤
Ⅱ
動
脈
管
）
が
あ
り
、
単
独
で
静
脈
を
伴
わ
ず
に
そ
れ
自
身
で
延
び
て
い

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
動
脈
管
の
方
向
に
つ
い
て
ガ
レ
ノ
ス
は
、
「
伸
び
だ
す
も
の
も
あ
れ
ば
受
け
取
る
も
の
も
あ
り
」
と
述
べ
て
、
上

流
と
下
流
の
判
断
を
避
け
て
い
る
。

大
静
脈
に
向
か
う
と
さ
れ
て
い
る
。

想
定
が
背
景
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

中
心
と
し
て
、
血
管
の
方
向
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
中
の
血
液
が
運
ば
れ
る
方
向
を
想
定
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ガ
レ
ノ
ス
の
『
静

脈
と
動
脈
の
解
剖
に
つ
い
て
」
で
は
、
胎
児
の
膳
動
脈
は
膳
か
ら
内
腸
骨
動
脈
に
伸
び
る
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
第
一
○
章
で
、
「
動
物

で
受
胎
中
の
も
の
（
綴
Ⅱ
胎
児
）
の
膀
胱
を
取
り
巻
い
て
い
る
も
の
（
繕
Ⅱ
脳
動
脈
）
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
膳
か
ら
運
ば
れ
る
と
私
は

述
べ
た
が
、
大
部
分
が
腰
部
の
動
脈
（
鏑
Ⅱ
腹
大
動
脈
）
へ
と
向
か
い
、
ほ
ぼ
そ
の
辺
り
に
向
か
う
が
二
つ
に
分
か
れ
て
（
・
総
腸
骨
動

脈
に
な
り
）
、
そ
れ
ぞ
れ
の
（
ゞ
脚
の
）
付
け
根
に
、
そ
れ
自
身
の
脚
に
配
分
さ
れ
る
」
述
べ
て
い
る
。
胎
児
の
膳
静
脈
は
、
膳
か
ら
下

大
静
脈
に
向
か
う
と
さ
れ
て
い
る
。
胎
盤
で
得
ら
れ
た
栄
養
な
ど
が
、
膳
動
脈
と
膳
静
脈
を
通
し
て
胎
児
の
全
身
に
送
ら
れ
る
と
い
う

文
献

（
１
）
四
局

（
２
）
ロ
戸

』
や
③
画

（
３
）
酸
日
○
口
胃
酸
ｇ
自
国
旨
胃
『
雪
〕
昌
○
目
の
号
の
⑦
巴
の
ロ
ン
く
Ｑ
８
宮
六
ｓ
く
め
受
、
石
弓
ｑ
向
ｅ
く
曹
冨
５
く
①
‐
局
い
こ
日
ｑ
の
ｇ
三
里
①
ぐ
ｇ
●
堂
ｇ
三
ｏ
宮

口
煙
の
彦
旦
の
ロ
四
四
口
Ｑ
の
、
壹
司
罫
⑦
己
の
昌
閏
ン
『
四
三
め
９
局
国
〔
弓
２
．
ｍ
①
厨
匡
二
晒
旦
の
の
④
．
］
画
面
【
戸
口
．
○
茸
『
・
旨
い
く
○
一
の
．
Ｆ
⑦
５
Ｎ
侭
．
こ
つ
③
．

盟
胃
侭
の
Ｈ
○
含
胃
．
）
“
の
皇
国
〕
。
ご
卸
ロ
胃
○
日
旨
里
ロ
吋
○
、
の
昌
貝
の
印
．
○
匙
ｏ
『
・
己
昌
く
臼
凶
ご
勺
『
の
め
め
、
胃
ｂ
邑
旦
○
口
｝
岳
印
①
、

冒
一
呉
葛
貝
昏
乏
厚
』
（
弓
）
酌
ｇ
－
ｇ
Ｏ
ｐ
画
邑
禺
○
目
、
里
冒
Ｃ
ａ
＆
Ｅ
・
＄
吾
①
冒
臼
．
ｇ
ｏ
斎
．
○
四
日
耳
己
照

ご
ロ
言
の
『
め
呉
巨
勺
『
⑦
印
の
ゞ
○
四
日
ご
吋
昼
媚
①
．



日本医史学雑誌第52巻第2号（2006）269

（
４
）
の
煙
３
厘
．
胃
（
ｇ
“
の
巴
①
ロ
◎
胃
月
①
ｅ
日
①
昌
冒
目
胃
○
日
亘
．
言
い
く
○
房
．
囚
匡
冒
の
８
口
ロ
く
閂
印
巴
①
国
目
呈
、
二
言
９
．
ご
臼
．

（
５
）
ロ
四
『
⑦
冒
弓
①
民
噛
○
（
耳
）
》
○
①
く
『
の
⑳
画
邑
煙
８
日
昌
匡
ゆ
ゆ
も
宣
哩
凶
。
盲
四
Ｐ
匡
①
の
２
日
①
臼
の
鼬
庁
の
・
①
の
巴
話
ヨ
．
言
婚
く
○
一
の
．
国
巴
三
①
『
⑪
勺
卸
ユ
の
』
顛
切
や
畠
印
。

（
６
）
冨
昌
三
目
の
巴
ｇ
ｏ
ご
号
①
こ
の
①
昏
言
①
⑫
の
○
再
篇
冒
『
厨
。
胃
胃
ｇ
島
．
旨
画
く
◎
一
印
．
○
○
日
豊
ロ
三
ぐ
の
国
ご
卑
印
の
の
↓
罵
言
８
．
乞
誇
．

（
７
）
の
胃
◎
註
さ
胃
”
く
渦
①
己
冨
（
＆
）
”
○
Ｒ
制
の
８
胃
呂
の
巴
①
９
．
己
昌
。
月
己
冒
四
畠
８
‐
両
昌
昌
月
弓
○
ュ
胃
駕
．
弓
日
冒
ｐ
ご
畠
．

（
８
）
の
８
の
○
言
○
回
四
目
８
口
這
呉
く
の
ヨ
の
四
目
胃
扇
島
＄
ｇ
の
巴
自
呉
扉
『
隠
日
目
．
シ
邑
四
８
目
の
巴
靜
８
ａ
，
辰
］
函
閉
山
段
．
忌
日
．

（
９
）
「
解
剖
手
技
」
第
三
巻
、
第
五
章
（
文
献
（
１
）
、
七
六
頁
）
で
は
、
前
腕
と
手
の
静
脈
の
変
異
が
大
き
く
意
味
が
な
い
と
し
て
、
丙
目
ご
版

ガ
レ
ノ
ス
全
集
の
五
頁
分
を
省
略
し
て
訳
し
て
い
る
。

（
叩
）
『
解
剖
手
技
』
第
一
三
巻
の
注
（
文
献
（
２
）
、
一
五
七
頁
）
で
は
、
頸
根
の
静
脈
と
そ
の
枝
を
扱
う
第
六
章
、
頸
と
頭
の
静
脈
を
扱
う
第
七

章
に
つ
い
て
、
静
脈
の
同
定
が
困
難
な
い
し
不
可
能
で
あ
る
こ
と
、
静
脈
の
変
異
が
大
き
い
こ
と
を
述
べ
、
大
き
な
静
脈
を
除
い
て
対
応
す
る

静
脈
の
名
称
を
与
え
な
い
と
し
て
い
る
。

（
Ⅱ
）
坂
井
建
雄
．
池
田
黎
太
郎
月
澤
美
代
子
「
ガ
レ
ノ
ス
『
神
経
の
解
剖
に
つ
い
て
」
ｌ
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
か
ら
の
翻
訳
と
考
察
」
「
日
本
医
史
学

雑
誌
』
四
九
巻
、
四
○
三
～
四
五
四
頁
、
二
○
○
三
。

（
吃
）
の
Ｃ
膀
○
富
○
国
画
自
昌
○
ョ
望
呉
邑
曾
く
＄
耳
⑦
巴
ｇ
ａ
刃
『
隠
日
○
二
．
少
日
⑦
ロ
８
．
甘
匡
ｇ
里
呉
ン
宮
禺
○
日
望
」
房
出
目
‐
闇
・
ご
ま
．

（
過
）
土
屋
睦
廣
「
ガ
レ
ノ
ス
の
自
己
文
献
解
題
『
自
著
に
つ
い
て
』
ｌ
序
論
・
翻
訳
、
注
解
ｌ
」
『
明
治
薬
科
大
学
研
究
紀
要
〔
人
文
科
学
・
社
会

科
学
〕
』
二
八
巻
、
三
一
～
六
○
頁
、
一
九
九
七
。

（
Ｍ
）
堕
邑
、
の
『
も
写
⑦
里
①
ロ
⑫
の
一
①
ｇ
＆
諄
『
日
冨
と
‐
馬
．
○
〆
ざ
ａ
ご
己
く
①
『
里
ご
印
の
の
切
・
○
×
ず
ａ
℃
ら
君
．

（
喝
）
文
献
（
２
）
、
一
○
七
～
一
○
八
頁
。

（
肥
）
酸
国
璽
ｚ
ン
く
言
①
二
二
四
冒
詞
①
国
些
閉
口
ロ
ｏ
の
目
国
辱
．
ロ
ロ
↑
四
勺
・
勺
『
旨
の
①
８
ロ
ロ
ヨ
く
め
『
聖
ど
も
門
①
⑰
の
↓
勺
同
旨
の
輿
○
巨
》
忘
酌
式

（
〃
）
ン
昌
馬
ロ
ロ
職
巨
ケ
臼
の
四
目
。
ご
厨
旦
⑦
日
の
皇
ロ
ヨ
の
８
昌
圃
一
号
匡
妙
２
８
貝
〕
８
．
く
①
口
興
勗
煙
己
匡
旦
冒
昌
尉
』
超
吟

（
肥
）
五
十
嵐
一
訳
「
イ
ブ
ン
・
ス
ィ
ー
ナ
ー
』
朝
日
出
版
社
、
東
京
、
一
九
八
一
・

（
明
）
巨
○
且
冒
○
号
伊
匡
園
昌
シ
目
日
日
圃
三
匡
且
言
．
く
の
弓
昌
印
言
○
霞
口
目
ロ
．
國
国
目
ａ
目
ゞ
勗
銘
．

（
別
）
塑
三
鴨
『
。
（
ｇ
四
目
国
邑
の
一
翼
冒
邑
ａ
ｓ
①
Ｆ
里
言
房
営
Ｃ
胃
冨
昌
禺
○
冒
昌
呉
三
匡
己
言
こ
め
一
ミ
員
ｇ
旨
昏
命
篇
胃
届
思
シ
、
ロ
自
貝
司
画
罵
言
巨
○
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（
馴
）
文
献
（
釦
）
、
七
一
頁
。

（
犯
）
五
十
嵐
訳
の
「
医
学
典
範
』
（

二
六
頁
）
の
記
述
を
優
先
し
た
。

（
詔
）
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
第
三
巻
の
第
壺

（
剥
）
『
解
剖
学
図
譜
」
文
献
（
羽
）
、

（
弱
）
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
文
献
（
妬
）
、

（
調
）
文
献
（
記
）
、
一
七
～
一
九
頁

（
釦
）
文
献
（
ｒ
）
、
二
六
頁
。

（
理
）
文
献
（
６
）
、
一
‐
～
八
頁
。

（
認
）
く
厨
呂
吊
醒
“
弓
号
昌
尉
四
目
呉
白
目
８
③
切
目
×
里
一
冊
》
○
三
日
月
ｇ
Ｑ
皇
厨
員
５
口
》
ら
３
．

（
別
）
盟
口
館
角
○
．
詞
四
巨
己
○
ン
胃
の
旨
●
①
８
日
○
○
閂
国
の
ロ
①
二
の
ゆ
ず
⑦
旨
い
画
島
閂
匡
切
望
○
ご
呉
吾
⑦
富
里
日
菖
ゞ
の
○
匡
月
①
の
陣
９
月
匡
日
里
画
月
印
の
旦
吾
①

弓
煙
ご
匡
置
①
ジ
ロ
呉
○
ヨ
扁
画
の
の
①
浜
呉
く
め
の
堅
旨
“
○
画
目
号
『
己
媚
⑦
ご
具
く
①
局
里
言
毛
昂
閉
．
ご
心
○

凡

（
妬
）
く
①
印
画
言
の
誇
己
①
一
巨
昌
画
昌
８
号
○
局
厨
註
耳
冒
画
与
凰
駕
宮
の
ョ
．
国
固
め
斤
開
．
届
畠
．

（
妬
）
国
の
豈
胃
烏
○
目
君
甸
．
○
胃
日
四
己
】
国
（
再
）
坤
○
国
言
①
註
耳
言
呉
吾
の
昏
巨
日
四
ロ
ケ
Ｃ
Ｑ
雲
国
○
．
云
目
胃
．
弓
宣
の
く
国
巨
の
四
二
Ｑ
胃
房
『
］
＄
．
ｍ
ｃ
ｃ
斉
目
く
．
弓
胃

局
扁
吋
ぐ
①
砂
ｚ
ｏ
Ｒ
貝
国
己
勺
匡
之
房
冨
己
頓
ｚ
ｏ
く
具
ｐ
四
つ
つ
い

（
訂
）
尻
目
ｐ
ｏ
Ｑ
Ｑ
画
く
農
の
里
①
昌
呂
①
国
○
日
邑
冨
．
ｇ
ぐ
○
房
旨
隠
．
巨
圖
画
①
．
。
．
○
己
呂
さ
呂
．
属
国
‐
扇
囹
．
第
二
巻
、
七
七
九
‐
～
八
三
○
頁
。

（
魂
）
の
５
℃
①
再
］
》
冒
号
×
の
巴
⑦
己
、
匡
の
．
毒
○
旦
昏
『
目
冒
号
圃
国
匡
号
冒
稗
胃
胃
の
口
の
里
⑦
易
．
旨
画
く
巳
の
．
〕
．
］
・
詞
呈
、
乞
弓
．

（
羽
）
国
毎
口
８
己
匡
の
”
Ｆ
①
〆
旨
○
口
目
⑦
ｇ
ｏ
巨
日
の
国
①
８
台
胃
冒
匡
目
．
匡
蔚
国
の
冨
三
①
同
国
、
］
①
邑
四
ゞ
息
麗
．
（
昂
で
国
昌
且
三
○
二
、
の
の
。
愚
○
言
】
の
ゞ

（
副
）
ロ
目
弄
侭
詞
］

い
い
Ｃ
‐
四
つ
卸
』
①
③
昌

西
一
丘
①
の
宣
巴
日
↓
』
④
『
望

巳
ヨ
の
旦
言
旨
伊
ロ
ロ
、
や
わ
鱒
甸
さ
吊
口
の
①
乞
画
や
ら
画
回

国
匡
昌
【
煽
詞
］
”
ン
の
茸
『
○
一
○
口
○
四
の
巴
の
①
【
］
の
匡
の
呉
詞
⑦
【
〕
巴
の
の
四
目
、
ゆ
め
Ｑ
三
○
夢
肋
閏
己
再
四
目
竺
呉
さ
国
具
の
里
⑦
回
．
〕
・
雪
煙
号
昌
嘱
○
○
日
●
国
｛
』
匡
言
里
．
画
心

第
三
巻
の
第
五
章
。
文
献
（
妬
）
、
三
六
四
～
三
六
七
頁
（
頁
番
号
で
は
二
六
四
～
二
六
七
頁
）
。
文
献
（
妬
）
、
二
○
～
三
○
頁
。

文
献
（
羽
）
、
第
一
図
。

文
献
（
妬
）
、
第
三
巻
、
三
六
三
頁
（
頁
番
号
で
は
二
六
三
頁
）
。

一
七
～
一
九
頁
。 （

文
献
（
鴫
）
、
一
六
四
頁
）
に
よ
る
同
定
と
は
若
干
ず
れ
る
が
、
ラ
テ
ン
語
訳
の
「
医
学
典
範
」
（
文
献
（
Ⅳ
）
、
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（
訂
）
『
解
剖
学
図
譜
』
文
献
（
認
）
、
第
一
図
。

（
銘
）
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
文
献
（
妬
）
、
第
三
巻
、
三
六
八
頁
（
頁
番
号
で
は
二
六
八
頁
）
。

（
釣
）
文
献
（
”
）
、
第
二
巻
、
六
○
一
～
六
○
三
頁
。

（
㈹
）
「
解
剖
学
図
譜
」
文
献
（
記
）
、
第
二
図
。
文
献
（
型
）
、
六
～
一
三
頁
。

（
４
）
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
第
三
巻
の
第
八
章
。
文
献
（
弱
）
、
三
八
六
頁
（
頁
番
号
で
は
二
八
六
頁
）
。
文
献
二
六
、
七
四
頁
。

（
姪
）
『
解
剖
学
図
譜
』
文
献
（
認
）
、
第
二
図
。
文
献
（
型
）
、
六
～
一
三
頁
。
「
フ
ァ
ブ
リ
ヵ
」
第
三
巻
の
第
一
○
章
。
文
献
（
妬
）
、
三
九
一
～
三

九
三
頁
（
頁
番
号
で
は
二
九
一
～
二
九
三
頁
）
。
文
献
（
妬
）
、
九
○
～
九
五
頁
。

（
蝿
）
『
解
剖
学
図
譜
」
文
献
（
認
）
、
第
二
図
。
文
献
（
型
）
、
六
～
一
三
頁
。

（
“
）
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
紹
介
す
る
四
本
の
静
脈
の
、
第
一
は
め
ｇ
胃
邑
画
ゞ
日
四
言
房
嗣
昌
侭
旨
四
房
と
呼
ば
れ
内
果
を
通
り
（
大
伏
在
静
脈
に
相
当
）
、

第
二
は
、
ｇ
畠
８
と
呼
ば
れ
外
果
を
通
り
（
小
伏
在
静
脈
に
相
当
）
、
第
三
は
冒
昌
５
８
と
呼
ば
れ
母
趾
に
向
か
い
、
第
四
は
旬
ｇ
四
房
と

よ
ぱ
れ
小
趾
に
向
か
い
、
そ
れ
ぞ
れ
疾
患
の
種
類
に
応
じ
て
潟
血
を
す
る
部
位
に
な
っ
て
い
る
。
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
第
三
巻
の
第
一
○
章
。
文
献

（
弱
）
、
三
九
三
頁
（
頁
番
号
で
は
二
九
三
頁
）
。
文
献
（
妬
）
、
九
五
頁
。

（
妬
）
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
第
三
巻
の
第
一
二
章
。
文
献
（
妬
）
、
三
九
九
頁
（
頁
番
号
で
は
二
九
九
頁
）
。
文
献
二
六
、
二
○
頁
。

（
妬
）
『
解
剖
学
図
譜
』
文
献
（
露
）
、
第
三
図
。

（
々
）
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
文
献
（
空
第
三
巻
、
三
九
五
（
頁
番
号
で
は
二
九
五
頁
）
。

（
妃
）
○
・
三
呈
亀
酎
国
○
国
旨
．
庸
○
目
ａ
ｏ
・
胃
Ｑ
毒
の
豆
の
○
○
（
①
巳
。
．
豆
ｇ
ｏ
冒
幽
ご
ａ
牌
局
員
麓
ｎ
厘
．
四
号
ご
・
、
ヨ
届
く
ｇ
の
．
．
○
冨
号
帥
の
昌
冒
の
厨

の
○
コ
ゆ
ｚ
の
雪
国
ｏ
『
戸
岳
『
Ｃ
由
。



Galen's"0ntheanatomyofveinsandarterie"
TranslationfromtheGreekTextandDiscussion

因
犀
函

「
や
３
０
１
記
駐
ｅ
農
侭
却
豐
猛
」
Ｋ
へ
△
張
坤
四
搾
班
・
孟
桜
鶴
田
舅
・
督
釧
汰
騨

TatsuoSAKAI,ReitarolKEDAandTadashiSAWAI

Galen'streatise"Ontheanatomyofveinsandarteries''wastranslatedliterallyfromthe

Greektext(KIihn'sedition,vol.2,pp.779-830)intoJapanese,utilizingaknowledgeofanato-

my.ThepreviousLatinandEnglishtranslations,aswellasthedescriptionsofthevascular

systemintheotherGalenictextssuchas"AnatomicalProcedure3wereutilizedasreferences

fOrthepresenttranslation.Thepresentstudyhasidentifiedmanybranchesofveinsand

arteries,anddiscussedtheinfluenceonanatomyuntilVesalius.Forexample,Galenconsidered

thatthemaintrunkoftheportalveinsentoff7branches,andAvicenna's"Canonl'and

Mondino's"Anatomia'･identifiedatrunkand8branches,whereasVesaliusfbundbifurcation

oftheportalveinasinthemodernanatomy.Astotheveinofthefbrearm,GalenfOund3

superficialveinsincludingthecentrallargestoneandVesalius'"Tabulaeanatomicae"depicted

thisarrangementofveins,whereasVesalius'"Fabrica''correctedthiserroneousdescription,

basedonanatomicalfindings，ThepreciseunderstandingofGalenicanatomyprovidesessen-

tialinfOrmationtounderstandthedevelopingprocessofVesalius'anatomy.


